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IV．植生単位

　　　Vegetationseinhei重e跳

A．　自i然植：生　NaもUrl韮che　GesellschafteR

　自然植生は，さまざまな自然環境の総和として生育する終局的植物群落である。植生や立地に

対して人為的干渉が加えられない限り存続する持続群落である。山梨県下でも今日残存生育する

自然植生は，海抜2000m前後以高の亜高山帯または高山帯に集中しており，一部がブナクラス域，

ヤブツバキクラス域で特燐保護地，霞然公園として残されているにすぎない。。しかし，巌密な

意味で人為的干渉をまったく受けず原（始）植生のままで残存生育する自然植生は限られている。

残存生育する自然植生の大部分は，頻度の低い人の侵入，間伐あるいはかっての薪炭林が長い闘

放置されているなど人為的干渉を何らかの形でうけている。今回調査資料が得られた自然植生お

よび現存植生図に具体的位置と広がりとが示されている自然植生は，群落構造，種類組成的に自

然植生あるいは自然植生に準ずる植生と判定される植分である。

　現地植生調査の結果得られた資料から植物社会学で広く一般に行なわれている種類組成を基礎

とした群落類型概念によって以下の群集・群落単位が区分され，認められた。

　a．コマクサーイワツメクサクラス域（高山帯）

　　　1）iceRtro・Stellarieもea韮ipPonicae・Gebiet（AlpiReS加fe）

　　　（inkl．　VacciRio・Piceetea　japo職icae　p．P．）

　赤石山脈，八ケ岳連峰，秩父山塊の海抜25GOm以上の高海抜地では寒冷な気候条件となり高木

層を形成する森林が形成できない。我が国で言われる高山帯は，山梨県を初めとする中部山岳で

は海抜2500mを下限とする。山塊が続く赤石山脈の中央部では海抜2500mよりやや高海抜地を下

限とし，比較的新しい火山の富士山は本来の高山帯の下部に広い面積を占めるハイマツ林が生育

しないで，カラマツ低木林，火山荒原特有の植生が広がっている。

　高山帯と亜高山帯の境界は，今日の日本で一般的にシラビソーオオシラビソ群集の生育するよ

うな亜高山針葉樹林の上限，すなわち，コケモモーハイマツ群集の下限とされている。この境界

が，山梨県など中部山岳で海抜2500m前後となり，北日本になると順次亜高山針葉樹林の上限ま

たはハイマツ林の下限となる海抜高が低くなる。

　亜高山針葉溺林の生育地の上限以高の高山帯をまとめて，植生学的にコマクサーイワッメクサ

クラス域Dicentro－Stellarietea　nipPonicae－Gebietとされている。コマクサーイ

ワツメクラス域の下部はコケモモーハイマツ群集がカーペット状に広がり，山頂，尾根の風背側

にあたる南東斜面では冬季～初春の雪崩れによって土砂の流出することが多く不安定立地となり，
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ミヤマハンノキーダケカンパ群集などダケカンバやミヤマハソノキ林とシナノキンバイーミヤマ

キンポウゲ群団にまとめられる高茎広葉草本植物群落が生育する。コケモモーハイマッ群集は，

山頂付近，尾根筋など風衝性の強い立地でコメバッガザクラ，クロマメノキ，ガンコウラン，ウ

ラシマツツジなどツツジ蔓植物を中心とした風衝綾生低木群落，オヤマノエンドウ属，シオガマ

ギク属，ウスユキソウ属，ノガジヤス属の植物を主な構成種とする高山風衝草原の生育地となる。

　コマクサーイワッメクラス域の自然植生は比較的良く残されている。これは高海抜地であるた

め人為的干渉は登山者を中心にきわめて限られており，その大部分が国立公園，国定公園などの

自然公園に指定され，特別の保護が行われている結果による。

　1．　夕力ネビランジーミヤマミミナグサ群集

　　　M：ela歎d「io’Ceτasteも職mschizoPeもaIae（Tab・3，工egendeN若1）

　i）相観。高山崩壊砂礫地草本植物群落。

　ii）群落の形態。北岳，仙丈岳，間ノ岳，野鳥岳など赤石山系北部に位置する高山帯には山稜

から急斜面部にかけて崩壊地がみられる。ここには赤石山系やその周辺に特有な植物によって特

徴づけられる高山帯崩壊地植生が生育している。崩壊が亜高山帯まで連続している場合には，山

稜付近から同様な種組成をもった草本植物群落が続いている。この高山崩壊砂礫地植生を代表す

るのがタカネビランジーミヤマミミナグサ群集である。コマクサータカネスミレ群集と同様にき

わめて植被率の低い草本群落であるが，群落構成種は比較的多い。特に優占する種群は認められ

ず，いずれの種も低門端である。

　iii）群落の分布。仙門端，甲斐駒ケ岳，北岳，農門門など海抜2，600鵬以上の高山帯。県外で

は塩見岳，荒川岳，開戸岳，赤石岳など赤石山系中～凸部にも分布している。赤石山系特有の群

集である。

　iv）群落の動態。強風の影響を受けやすい稜線付近の斜面部では風衝草原のオヤマノエンドウ

…ヒゲハリスゲ群集に移行する。

　v）群落の区分。タカネビランジーミヤマミミナグサ群集は赤石山系およびその周辺のみに産

する愚輩ネヒゴタイ，タカネビランジを群集標徴種とする崩壊砂礫地植生である。生育立地の相

違によリミヤマオトコヨモギ亜群集，コメススキ亜群集，典型亜群集の3亜群集が認められた。

大場（1969）は広く赤石山系を調査し，上記の3亜群集を確認している。それによるとミヤマオ

トコヨモギ亜群集は積雪量の少ない礫移動のはげしい崩壊地，コメススキ亜群集は残雪が遅くま

で残る土壌水分にめぐまれた立地，典型亜群集は乾燥の著しい風衝礫地に生育することを指摘し

ている。山梨県内だけで調査された巫群集もそれぞれほぼ同様な立地に生育している。

　vi）群落の保護・保全。砂礫が崩落するという不安定な斜面に生育するタカネビランジーミヤ

マミミナグサ群集は立地条件との微妙な相互関係下に存続する｛溺い植生域”である。したがっ

て人為的影響は極力さける必要がある。
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　2．　イワスゲーイワツメクサ群落

　　　Cαrθκsεθπαπ疏α一SまθZZαrεαπε即。πεoα・Gesel玉schaft（T＆b．4，　Lege絵de　Nr．1）

　i）相観。高山荒原崩壊砂礫地草本植物群落。

　ii）群落の形態。山稜付近のもっとも不安定な乾燥した砂礫地に生育する疎生した草本群落で

ある。比較的移動しにくい礫の周辺に小難状に団塊状植生を形成している。コマクサータカネス

ミレ群集やタカネビラソジーミヤマミミナグサ群集など高江レ・イデに生育する他の草：本群落と同

様に風衝，乾燥，低温など植物の生育にとってきびしい環境条件下にあるため植生高の低い，ま

ばらな散生群落を形成している。群落構成種は10種前後で，他の群落に比較して若干多い。

　iiD群落の分布。赤石山系や八ケ岳の高山砂礫地に分布する。

　iv）群落の動態。群落単位の基本である群集として単位化されていないため，群落の動態につ

いては現在のところ不明である。環境のきびしい極端な立地に生育している関係上，弱毒の人為

的影響に対しても容易に植生が破壊され，裸地化する。

　v）群落の区分。群落単位として独立性の高い特徴的な種群はなく，崩壊砂礫地に共通して生

育する種組成をもった群落である。特に赤石山系のタカネビランジーミヤマミミナグサ群集，八

ケ岳のコマクサータカネスミレ群集，寓士山のフジハタザオーオンタデ群集などの構成種と共通
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　　　　　Phot。！　北岳東斜面の高山草原

Alpine　Wiese　auf　dem　O．Hang　des　Bergs　Klitadake（3192皿）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

するものが多い。また，飛騨山脈など多雪環境下の火山砂礫地に生育するコメススキーイワツメ

クサ群集とも種組成が類似している。高山荒原崩壊砂礫地難生として上記の群集とともにイワツ

メクサ群雲に所属される。

　iv）群落の保護・際全。頻度の低い踏圧によっても植生が破壊，消滅する。設定された登山道

以外への人々の往来を止めるため最大限の努力が必要とされる。

　3．　コマクサータカネスミレ群集

　　　Dicenもro・Violeもumcrassae（T㍑b．5，　Legen（leNゑ2）

　i）相観。高山荒原製氷河地草本植物群落。

　ii）群落の形態。海抜2，600m以上の高山帯山頂部や山稜緩斜面などの風衝砂礫地に生育する

植被率のきわめて低い草本植生である。植生高も10cm前後と低く，1～数種の草本植物がまば

らに散生している群落である。風衝，強雨，強い日射，土壌の凍結など高山特有のきびしい環境

条件下に生育するコマクサータカネスミレ群集は，群集名のコマクサとタカネスミレが共存して

いることは比較的少なく，どちらか一方のみが生育していることの方が多くみられる。しかし，

両者の間に生育地の有意差は認められない。生育地の土壌は中～細礫が主体となり礫閥隙を砂土

が埋めている。礫は風化された火成岩からなり，たえず動いているところで生育が旺盛である。

　　　　　　Phot．2　イワスゲーイワツメクサ群落（北岳）

Cα1宏エ5，θノzαノz酌α．5加♂Zαフ・∫απψ少。厩。α．Gesenschaft（Berg　Kitadake　3192m）・
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　iiD群落の分布。大場（1969）はコマクサとタカネスミレの分布範囲が本州中部から北海道の

各山岳地帯で一致すると考察している。本州中部では甲斐駒ケ岳にコマクサの記録があるが現在

では確認できず，確実な群集生育地は八ケ岳以北の山岳とされている（大場1969）。我々の調査

でも赤石江係にはコマクサータカネスミレ群集は認めることができず，八ケ岳でのみ植生調査資

料を得ることができた。

　iv）群落の動態。風衝，雪の移動，融雪水による侵蝕などの自然環境要因や人為的影響による

基盤の急激な剥離はコマクサータカネスミレ群集を裸地に退行させる。

　v）群落の区分。コマクサ一難カネスミレ群集はコマクサを群集標微種，タカネスミレを群団

標徴種（タカネスミレーヒメイワタデ群団）としてまとめられている。八ケ岳の調査資料ではコ

マクサ1種のみから形成される先駆相，本州中部の特産種であるタカネヒゴタイによって識別さ

れるタカネヒゴタイ亜群集およびウルップソウ亜群集に下位区分された。ウルップソウ亜群集は

風あたりの弱い，土壌移動の少ない立地では群落構成種が多くなる退化相の凝議を形成するタカ

ネシオガマ変群集が認められた。

　vi）群落の保護・保全。八ケ岳のコマクサータカネスミレ群集は山梨県内における学術上貴重

で稀少価値の高い群落である。群集標徴種のコマクサは，かつては薬草として，現在では高山植
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Pho亡。3　高山荒原砂礫地に生育するコマクサータカネスミレ群集（八ケ岳，船齢～

　　　赤岳　標高2，800m）。

　D三ceatro．Violetum　crassae　inderalpinenSand．uRdK1es－Stufe（Berge

　Yatsugatake，　Yokodake－Akadake　2800m　H6he銭．　M．）
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　Phot．4　コマクサ一瓢カネスミレ群集内のウルップソウ（八ケ岳2800m）

ゐα90ψゴ5gZ側6αimDicentro－Vio玉etum　crassae（BergYatsugatake2800m）．

物の代表種として知名度の高い植物でもある。

　4．　アオノツガザクラ群団

　　　P蓋yIlodocion　aleuticae（τab．6，　LegendeNL　3）

　i）相観。雪田難生低木群落。

　ii）群落の形態。赤石山系は寡雪地帯のため飛騨山脈や東北山岳にみられるような大規模な雪

田植生は発達していない。きわめて部分的，断片的な乾性雪田植生をみるにすぎない。コケモモ

ーハイマツ群集域の凹地は融雪が遅く，残雪が部分的にかたまっている。この雪田周辺にはアオ

ノツガザクラ，チングルマ，レンゲイワヤナギなどの木本植物と，ムカゴトラノオ，バクサンイ

チゲ，タカネヤハズハハコなどの草本植物との混生群落が生育している。

　調査対象地の乾性雪田植生としてタカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集とレンゲイワヤ

ナギ群集が認められた。両群集とも種組成は貧化し，面積的にも狭い断片的な植分である。

　iii）群落の分布。タ．カネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集は本州中部から東北地方の山岳

地帯に広く分布する。レンゲイワヤナギ群集は赤石山系特有の群集である。八ケ岳や富士山には

群落単位の定まった雪田植生は分布していない。

　iv）群落の動態。残雪が少なく，乾燥が著しくなるとガンコウラン，ミネズオウ，コケモモな

どの木本植物の占める割合が高くなり風衝簸生低木群落へと移行していく。
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　　　　　　Pho之．5　レンゲイワヤナギ群集（北岳3100m）

physiognomie　des　Salicetuユn　nakamuranae（Berg　Kitadake　3100m）．

　v）群落の区分。タカネヤハズハハコを群集標微塵としてタカネヤハズハハコーアオノツガザ

クラ群集にまとめられる。多雪地のミヤマリンドウ亜群集に対応して寡雪地の赤石山系のものは

シナノヒメクワガタ亜群集として区分される。レンゲイワヤナギ群集とともにアオノツガザクラ

群団，チングルマオーダーに所属される（宮脇他1967，1969）。

　vi）群落の保護・保全：。残雪が遅くまであり，植物の生育醗酵が盛夏の短い日数に限られる。

植物の生長，開花，結実が限られた日数のうちに終了する。その時期は，登山客の多くおとずれ

る季節と重なり，人々の尽を楽しまぜてくれる。

　5．　オヤマノエンドウーヒゲバりスゲ群集

　　　Oxytropio・Kobfesietu臓凱yrosuroidi（Tab．7，　Lege撮eN蔦4）

　i）相観。高山風衝草本植物群落。

　h）群落の形態。高山帯の風あたりの強い稜線や山頂部にはツツジ科木本植物を主体とするコ

メバツガザクラーミネズオウ群集が生育する。しかし，さらに風衝作用が強く，風のため砂礫が

移動しやすい立地では，乾燥に対して抵抗力の強いイネ科やカヤツリグサ科の草本植物を中心と

する風衝草原が発達する。植生高は低いが，他の風衝ハィデの草本植生に比較して植被率は高く，

70～80％の植分が多くみられる。群落構成種の種数も豊富で，高山植物として知られる種群の多
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Phot，6　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集，レンゲイワヤナギ群集な

　　　ど貧弱雪田植生が凹状斜面に広がっている（北岳2800m）。

　Schwach　entw玉ckelte　Schneevegetat1on恥it　Phyllodocetum　aleuticae　und

　Salicetum　nakamuranae（BergKi重adake2800m）．

くが，オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集域に生育している。

　iii）群落の分布bオヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集は飛騨山脈（北アルプス），赤石山系

（南アルプス），八ケ岳など中部山岳地帯の高山風衝地に多く分布している。また，木曽山脈（中

央アルプス），飯豊山地や早池峰山ではオヤマノエンドウ群団に所属される，オヤマノエンドウ

ーヒゲハリスゲ群集と近似の風衝草原が成立している（宮脇他1967）。

　iv）群落の動態。風衝作用が弱いところでは畢生低木群落のコメバツガザクラーミネズオウ群

集や低木群落のコケモモーハイマッ群集へ移行する。逆に風あたりが一段と強く，風衝のため砂

礫が移動する崩壊地ではタカネビランジーミヤマミミナグサ群集やイワスゲーイワッメクサ群落

などの崩壊砂礫地植生へと変化する。

　V）群落の区分。高山風衝草原を特微づけるチョウノスケソウ，チシマギキョウ，オヤマノエ

ンドウ，ミヤマノガリヤス，ミヤマシオガマ，チシマアマナ，トウヤクリンドウなどによりオヤ

マノエンドウーヒゲハリスゲ群集，オヤマノエンドウ群団に区分される。北岳の海抜3，000m以

上のそそり立った南東斜面にはキタダケソウ，キタダケイチゴツナギなどの園有種によって特徴

づけられるキタダケソウ群集が認められている（宮脇他1967）が，今回の調査では資料が得られ

なかった。
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　　　Phot．7　オヤマノェンドウーヒゲハリスゲ群集の典型亜群集

Typische　Subass。　des　Oxytropio．Kobresietum　myrQsuroidi
（Berg　Ainodake　2800恥）．

　vi）群落の保護・保全。高山のお花畑を構成する種群が多く，その大半が第四紀の氷期に広が

り，今日では各地の高山に隔離・遺存されたものである。したがって，各地域固有の種に分化し

たり，隔離分布をしている種を含み，植物分類学や植物地理学的にも興味ある植物群落である。
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　：PhoL　8　北岳バットレス（キタダケソウ群集他）岩壁植生

CalliaRthemum　i且signevar，　ho鷺doense．Ass．　u．a．　Gesellschaften

auf　alpinen　Felsen（Berg　Klitadake　2800m）．
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　6．　コメバツガザクラーミネズオウ群集

　　　Arcterま。－Loise孟eur三e£um（嬰a寿．8，　Lege無deN鵡4）

　i）相観。高山風衝懇懇低木群落。

　ii）群落の形態。高山の山頂部や風向斜面上部に生育するコメバッガザクラ，ミネズオウ，ウ

ラシマツツジ，クロマメノキなど植生高のきわめて低いツツジ科植物を主体とする繧生低木群落

である。無生低木類に混ってαα4α磁，Cθ醐7伽，　R舷ω”漉磁蜴などの酵苔地衣類を伴ってい

る。群落構成種には常緑葉のものが多く，葉が裏側にまきこんで管状になったり，葉の表面が厚

いクチクラでおおわれたりしていて耐寒，耐乾燥の特徴的な形態を示している。強い風衝作用の

ため冬季に積雪の少ない立地にカーペット状に密生した群落を形成している。薄雪性のコケモモ

ーハイマッ群集の周辺部を縁どるように生育することもある。

　iii）群落の分布。北岳，仙懸銭，間ノ岳などの赤石山系と八ケ岳の高江i風縫地に生育してい

る。富士山では屏風尾根と呼ばれる溶岩流上にイワヒゲーツガザクラ群落が分布している（宮脇

他1971）。ツガザクラは本州中部以西の山岳に生育し，北方系のコメバツガザクラと対応した種

である。イワヒゲーツガザクラ群落も高山風衝撃の漆生低木群落としてコメバツガザクラーミネ

ズオゥ群集と同様な形態を示している。

　三v）群落の動態。風衝作用の強い立地ではコメバツガザクラーミネズオウ群集はコケモモーハ

ウ嘔芦’嘲ド匡「騨

縫

i、；響避、、

　　　　　　　　　　　一盛i老

1鍵ゴ

　　Phot．9　高山風衝ハイデのコメバツガザクラーミネズオウ群集

Alpi塾eHeidedes　Arcterio－Loiseleurietum（BergAkadake2800m）．
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Phot．玲　コケモモーハイマツ群集のマント群落となっているコメバツガザクラー

　　　　ミネズオウ群集。

　　　　Mantelartig　voIn　Vaccinlo－Pi且etum　pu皿ilaeumsaumtes

　　　　Arcterio－Loiseleurietum（BergK：an－no捻2841m）．

イマツ群集に占められ，周辺部に押し出されてしまう。また，風あたりがさらに強く，砂礫が移

動する不安定地では風衝草原型のオヤマノエンドウーヒゲバジスゲ群集へと移行する。

　v）群落の区分。コメバッガザクラを群集標徴種，ミネズオウを地域的標三種としてコメバツ

ガザクラーミネズオウ群集にまとめられ，さらにミネズオウークロマメノキ群団に包括されてい

る（宮脇他1967，1969）。

　vi）群落の保護・保全。周極地域に普遍的に分布するツツジ科緩生低木群落は北半球の諸地域

で類似した群落を形成している。特に，ヨーロッパアルプスにみられるLoiseleuho－Va－

ccinionの諸群集ときわめて近い形態と組成を示している（宮脇他1969）。したがって，広域

的に高山風鑑識イデを研究するためにも重要な植分である。

　7．　コケモモーハイマツ群集

　　　Vacci烈io－Pinetumpumilae（丁掛b．9，　Legen“eNr・5）

　i）相観。高山針葉樹の低木林。

　ii）群落の形態。海抜1，700m付近から上部に生育するシラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コ

メツガなどの亜高山針葉樹林（シラビソーオオシラビソ群集他）は海抜2，500m前後を境として
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コケモモーハイマツ群集の生育地となる。コケモモーハイマツ群集は，鳳團三山，白根三山など

の南アルプス連峰，赤岳，権現岳，編笠山と続く南八ケ岳の各団々，金峰山から国師岳にかけて

生奮する。
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　コケモモーハイマツ群集は植生の高さ0．4～1．8職の低木林で，低木層には群集標字種のハイマ

ツが高い植被率で生育し，ときにバクサンシャクナゲ，キバナシャクナゲが優離して生育する。

低木層が85～98％と高い植被率で生育するため草本層の植被率は一般に低く，コケモモが比較的

高い植被率で生育するにとどまる。蘇苔地衣類はタチハイゴケ，チシマシッポゴケ，ミヤマハナ

ゴケ，イワダレゴケなどが生育する。コケモモーハイマツ群集域はほとんどが自然植生として残

簿　　　“聴β：

　糖乳竃
　　　≠講

騒㌧

Photほ1　コケモモーハイマッ群集に生育するハクサンシャクナゲ（八ケ岳）。

　　Rゐ0404（η諭りπゐη‘妙‘α7ψπ2π三mVaccinlo－Pinetum　pumilae

　　（Berg　Yatsugatake　2600m）．
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　　　　Fig．11　コケモモーハイマツ群集断面模式

Vegetationsprofildes　Vaccin五〇．Pinetum　pumilae
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　　　　Phot．12　コヶモモーハイマツ群集（早川尾根）

Vaccinio－Pinetum　pumilae（Hayakawa－one2800m），
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されており，現存植生がほぼ潜在自然植生域と一致する。被度・群度5・4～5・5と高い植被率で生

育するハイマツの他に，バクサンシャクナゲ，コケモモ，タチハィゴケ，チシマシッポゴケ，イ

ワダレゴケが高い常在度で見られる。季節風の影響を強く受ける北西傾斜面や尾根筋では低木層

に優難して生育するハイマツの樹高が0．5m前後に限定される。出現総数も蘇苔地衣類を除いた

木本植物，草本植物で10種をこえることは少ない。コケモモーハイマツ群集は海抜2，500m以上

の高山帯に生育し，とくに北側から西側斜面にかけてカーペット状に広がっている。南～東側斜

面は，風背側となり雪ぴ，雪崩れを生じやすい不安定立地であるためダケカソバーミヤマハンノ

キ林，高茎広葉草原が発達する。コケモモーハイマツ群集の周闘，より風衝性の強い立地ではコ

ケモモ，ガンコウラン，ミネズオウ，コメバツガザクラなどを主な構成種とするコメバッガザク

ラーミネズオウ群集などが生育する。海抜2，500mを超える鋸山（2，607m），駒が岳（2，9661n），

観音岳（2，841m）を始めとする鳳鳳三1」」，北岳，仙丈が岳，傷那荒倉岳（2，517），問ノ岳

（3，！89m），農鳥岳（3，026m），大唐松山（2，555m），広河内岳（2，89！m），大慈岳（2，767m），

笹山（2，7！8m）の山々が続く南アルプス連峰ではコケモモーハイマツ群集の生育域は海抜2，600

～2，650m以上にみられ，海抜2，500m前後ではシラビソ，オオシラビソ，トウヒなどが生育する

錘羅

羅鑛
Phot．13　コメバツガザクラーミネズオウ群集と，コケモモーハイマツ群集がモザ

　　　　イク状に入りくんでいる（北岳肩ノ小屋）

　　MosaikdesAscteri◎一Loiseleurietu皿procumbentis　unddes
　　VacciniQ－pinetum　pumilae（Kitadake3192m）．
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シラビソーオオシラビソ群集，樹高！0m前後の林床にハイマツが生育するダケカンバ林（北岳他）

が生育する。また海抜3，776mの富士山では，コケモモーハイマッ群集の生育がみられず，富士山

の火山荒原特有のフジハタザオーオンタデ群集Aral）ido－Polygonetum　weyrichii

alpinaeやカラマツの先駆相が海抜2，500m以上のいわゆる高山帯に広い生育地をもつ。

　iiD群落の分布。コケモモーハイマツ群集の生育地はほぼ潜在自然植生としてのコケモモーハ

イマツ群集の生育地と一致する。コケモモーハイマッ群集域が高山帯であり，その大部分が属定

公園など自然公園域に指定され積極的に保護されてきたためと考えられる。分布域は長野県との

県境をなす国師が岳から金峰山にかけて，赤岳，編笠山の八ケ岳，県西端の南アルプスの各峰々

である。コケモモーハイマツ群集が生育できない高山荒原ではタカネスミレーコマクサ群集など

コバノツメクサオーダーMinuartetalia　vemae　japonicaeの各群落，崩壊性の

強い立地でミヤマハソノキ，ダケカンバなどが優占するミヤマハンノキーダケカンバ群集，セン

ジョウアザミーミヤマシシウド群集などダケカンバーキンポウゲクラスBetulo－Ranun－

culeteaの各群落が生育している。コケモモーハイマツ群集のマント群落Mantelgesellschaft

としては植生の高さ5～10cmのコメバツガザクラーミネズオウ群集がみられる。

　iv）群落の動態。コケモモーハイマツ群集は海抜2，500m以上の高山帯で最も広い面積に生育

する自然植生である。風衝性が強く気候的にも植物の生育期間が限られている高山帯であるため，

コケモモーハイマツ群集が登山道建設等で一度破壊されると編笠山の廃道の例の様に15年経過し

た現在でも素地に近い状態で植生復元が遅々として進行していない。

　夏季を中心に限られた登山者の往来だけであった高山の歩道・登山道は，立地的に安定してい

るコケモモーハイマツ群集域をぬうように設けられている。しかし，南アルプスを始め八ケ岳，

富士山，金峰山などの山岳地帯まで車道建設が進められている現在，コケモモーハイマツ群集で

代表される高山帯までおとずれる人々の増加とそれにともなう植生の後退が予測される。

　v）群落の区分。山梨県下各地で得られたコケモモーハイマッ群集は，キバナシャクナゲを区

分種とするキバナシャクナゲ亜群集，コガネギク，クロウスゴ，コガネイチゴ，タケシマラン，

タカネナナカマドを区分種とするクロウスゴ亜群集と亜群集区分種が生育しない典型亜群集に下

位区分される。クロウスゴ亜群集はエ～1．5mと比較的高い榿縞のハイマツ林で冬季季節風の風

背側の南東側斜面を中心にみられ林床の植生も比較的発達している。キバナシャクナゲ亜群集は

0。4～0．7（1）mと限られた樹高のハイマツ，バクサンシャクナゲ，キバナシャクナゲがマット状

に生育するハイマツ低木林であり北側斜面から西側斜面にかけて多くみられる。典型亜群集は鮮

苔地衣類を除いた出現素数が3種（Aufn。一Nr。7，8）と限られていたり，海抜2，500m以下（Aufn．一

Nr．8，9）であったり，バクサンシャクナゲが二度・二度5・5とファシス的に優占している二分

である。出現種数も3～19種と幅があり必ずしも均質な植分とは言えず，今後調査資料の収集と

ともに明確にされなければならない。

　コケモモーハイマツ群集の上級単位は，コケモモ，ハイマツを群団標徴種および区分種として，
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コケモモーハイマツ群団Vaccinio－Pinioll　pumilae　Suz．一Tok．1964，さらにシラビ

ソーオオシラビソ群集他が所属するシラビソートウヒ群団とともにシラビソートウヒオーダー

Abieto－PiceetaliaMiyawakl，　OhbaetOkuda1968，コケモモートウヒクラスVaccinio

－Piceetea　Br．一BL！939セこまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。風衝性の強い高山の乾燥地にカーペット状に丈の低いハイマツが生育

するコケモモーハイマッ群集は，一度破壊すると急速に礫地化し，これに対する適当な方策は現

在はない。したがって登山道等の設置等には十分の配慮を行なわないと，修復不可能な植生破壊，

さらに二次的植生破壊を伴うことが予灘される。

b．コケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　　Vaccinio・Piceetea　japo亙ic農e・Geもiet（Subalp霊neStufe）

　山梨県下の海抜1，600～1，700mをこえると，ブナ，イタヤカエデ，ミズナラなどの夏緑広葉樹

林がコメツガ，シラビソ，オオシラビソ，トウヒなどの亜高山針葉樹林の広く生育する植生域と

獲鰻

評雛．’、

，鞍冠

酔眼灘．

Phot．14　北岳より間の岳を望む。西側斜面にはハイマツ林が生育し，稜線付近は

　　　　高山風衝草原（オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集），東側斜面はダケ

　　　　カンバ林が生育する。

　　　Fere漁sicht　vom　Berg　Kitad段ke（3工92m）auf　den　Ai捻odake（318gm）．
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なる。ヤマボウシーブナ群集，オオモミジガサーブナ群集，クジーミズナラ群集など夏緑広葉樹

林により特徴づけられる山地帯がブナクラス域にまとめられるのに対し，シラビソーオオシラビ

ソ群集，ミヤマハンノキーダケカンバ群集が広い面積を占める亜高山帯以上はシラビソー厚手

シラビソ群集の所属するコケモモートウヒクラスにより代表され，コケモモートウヒクラス域

Vaccinio．piceetea　japonicae－Gebietとされている。

　海抜2，500m付近のシラビソー測試シラビソ群集の上限が森林限界で，海抜2，500m付近以上

に生育するコケモモーハイマツ群集，タカネスミレーコマクサ群集などの生育する高山帯はコマ

クサーイワツメクサクラス域としてすでに考察されている。

　コケモモートウヒクラス域は，山梨県の周囲をかこむような広がりをみせている。富士山から

県西端にかけて雨ケ岳，毛無山，七面山，八紘嶺，山伏岳，青笹山，青岬山，布引山，旅ケ岳，

大黒山，御殿肉，別当代LLl，源氏LLI，メL山，高山，白剥LLI，笹山，大年岳，雨池山，大唐松山，

農鳥声，間ノ岳，北岳，横川岳，伊那荒倉岳，仙丹ケ岳，小太郎山，駒ケ岳，編笠山，雨乞岳，

大岩山，鞍掛山，黒戸山，鳳團三山，辻釦，大崖頭山，千頭星山などが続き，県北端は，八ケ岳，

横尾山，瑞踏山，金峰山，朝日岳，国師岳，甲武信岳，破不山，黒金山，笠取山，膚松尾山，大

洞山，雲取山が連なり，県の東部は，大菩薩嶺からハマイバ丸にかけて，三ツ峠，御坂の黒岳，

節刀ケ岳などに及ぶ。

　8．　シラビソー翌旦シラビソ群集

　　AMeもmn　veitchi圭一嫌aries1i（Tab．10，　LegendeN鵡6）

　i）相観。亜高山針葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。シラビソーオオシラビソ群集はコケモモートウヒクラス域に広い生育域を占

める亜高山針葉樹林である。20mを超える林分や10m以下の亜高木林もあるが，一般に！3～16m

の群落高をなす。高木層は，第1層と第2層との種組成的な変化がほとんどなく，シラビソ，オ

オシラビソ，コメツガ，トウヒを中心にネコシデ，ダケカンバ，ナナカマド，オガラバナなどを

混じえる。2～4mの低木層はシラビソ，オオシラビソ，トウヒの幼稚樹が塊状に生育する他に，

コヨウラクツツジ，ナナカマド，ミネカエデ，バクサンシャクナゲなどが高い常在度を示す。草

本層の被度は5～98％と林分による差が著しいが，シノブカグマ，セリバオウレン，オサバグサ，

コミヤマカタバミ，ゴゼンタチバナ，コガネイチゴ，ヒメタケシマラン，タケシマラン，ヒメウス

ノキ，マイヅルソウ，ミヤマワラビ，コガネギク，ウスノキ，ツルツゲ，イワセントウソウ，コ

フタバラン，オオバスノキ，ミツバオウレン，キソチドリ，イワカガミ，キバナノコマノツメなど

が比較的高い常在度の生育をみせる。蘇苔地衣類は，岩上のものも含めれば，シラビソー六会シ

ラビソ群集の林床にカーペット状の広がりをみせる。イワダレゴケ，タチハイゴケ，セイタカス

ギゴケ，チシマシッポゴケ，ホソバミズゴケ，ダチョウゴケなどが高い常在度をなす。

　シラビソーオオシラビソ群集は，高木層および低木層を構成する木本植物の種組成が貧弱で，
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　　Phot。15　シラビソーオオシラビソ群集（北岳）。

Abietum　ve玉tch員．mariesii（BergK：ita－dake2200m）．

林床には蘇苔類が高い植被率で地表を被っている。出現種数17～36種，平均出現種数26種を数え

る。群落の高さが6mから22mまで幅があっても，シラビソ，オオシラビソ，】・ウヒなど亜高山

性針葉樹が限られた濃度で木本層を増加させるにとどまり，種組成的変動は少ない。また，山梨

県下に生育するシラビソーオオシうどソ群集は，林分によってシうどソ，オオシうどソ，トウヒ，

コメツガなど優占種は異なる。

　iii）群落の分布。山梨県下では，八ケ岳，瑞蹄山から雲取山にかけて，大菩薩嶺一帯，富±山，
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　Phot．16　シラビソーオオシラビソ群集（金峰山）。

Abietum　veitchii－mariesH（BergKinpu2！GOm）．

七面山，毛無山，爾ケ岳，県西端の山伏岳から白根蒸熱，鳳鳳山塊を経た一帯にシラビソーオナ

シラビソ群集が生育する。海抜1，600～1，700m付近を下限に，海抜2，500m付近までの亜高山帯

の山々を広く被う。総状のやや不安定立地ではミヤマハンノキーダケカンバ群集の生育するとこ

ろとなり，上限をコケモモーハイマッ群集と接する。シラビソーオオシラビソ群集の構成種のシ

ラビソ，オオシラビソ，コメツガなどは，単木的にはより高海抜地，より低海抜地まで広がる。

　シラビソーオオシラビソ群集は，気候的に寒冷地であり，生育する針葉構の落葉が樹脂に富む
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ため地中の小動物やバクテリヤによる分解がおそい。したがって粗腐植土が酸性土壌を形成する。

　亜高山針葉樹林は，日本各地のコケモモートウヒクラス域に広く分布している。しかし本州で

は裏日本多雪地でシラビソを欠くオオシラビソ林がみられ，疑高山帯林とも称され，亜高山帯葉

樹林にかわってミヤマハンノキ林やダケカンバ林が広がっている地域もある。山梨県など表ヨ本

寡雪地では，オオシラビソ，シラビソが中心に生育し，オサバグサ，ハリモミ，バラモミ，セリ

バシオガマなど分布域の限られた種も多い。

　iv）群落の動態。シラビソ，オオシラビソの樹令が100年をこえることは少なく，50～80年で

倒木，枯木となり更新をくり返している。山梨県を始め表日本のシラビソーオオシラビソ群集は，

八ケ岳，金峰山から雲取山にかけての林分にみられるように，台風や，大風などによって広い面

積にわたって倒木がみられる。倒木により林床までの日光の侵入は，蘇苔類の乾燥による枯死を

生み，トガスグリ，コマガタケスグリ，ヤマハハコ，シラネワラビ，ヨツバヒョドリ，イワノガ

リヤス，ミヤコザサ，シナノキイチゴなどが繁茂する。しかし，シラビソ，オオシラビソ，コメ

ツガ，トウヒなど亜高LLI針葉樹がすでに1～2mで生育しており，5m以下と限られた群落高で

もシラビソ一銭オシラビン群集への復元は早い。

　V）群落の区分。シラビソーオオシラビソ群集は，シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，ネコシ

デが標脚本および区分種として生育する。裏日本多雪地はシラビソを中心とするシラビソ群集と

し，紀伊半島などのシラビソを欠く林分をオオシラビソ群集とし，シラビソーオオシラビソ混生

林とともにシラビソーオオシラビソ上群集（Ohba　1971）とまとめてとりあつかう報告もある。

今回は，シラビソ一書オシラビン上群集とほぼ同じ内容を含む，広義のシラビソーオオシラビソ

群集のまとまりとしてあつかった。

　シラビソーオオシラビソ群集は，シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コケモモ，コミヤマカタ

バミ，ゴゼンタチバナ，ハリブキ，コガネイチゴ，ヒメタケシマラン，コフタバラン，オオバス

ノキ，ミツバオウレン，コイチヤクソウ，イチョウラン，ミヤマァオスゲなどを標徴種および区

分種としてシラビソートウヒ群団Abieto－PiceionMiyawaki，　OhbaetOkuda1968，シ

ラビソートウヒオーダーAbieto・Piceetalia　Miyawaki，OhbaetOkuda1968，コケモ

モートウヒクラスVaccinio－Piceetea　japoRicaeに上級単位がまとめられる。

　v三）群落の利用・保全：。従来行なわれていたシラビソーオオシラビソ群集の伐採，植林は多く

の問題をなげかけていた。寒冷で落葉の分解も遅く酸性の未分解土壌に生育するシラビソーオオ

シラビソ群集の広域的伐採は，安定した富谷の表層土，林床植生の流出を生み，土地が貧養化す

る。またチマキザサなどのササ類が地表を被い，シラビソ，カラマツ，ウラジロモミなど植林が

行なわれても生産性，経済性が保証できない。シラビソーオオシラビソ群集域は，自然公園域お

よびその隣接域が多く，景観保護という観点からも伐採はマイナスである。また水源・立地の保

全が保たれない。さらに植林に関連して設けられる林道の建設による立地の荒廃があげられる。

植生学的観点からは，シラビソーオオシラビソ群集の全面的保護・保全が提案される。
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　9．　カラマツ群落

　　　加rεκゆfoZ¢ρεs・Gese11schafも（饗aも・11，　Lege轟de　NL　7）

　i）根観。亜高山落葉針葉樹林

　ii）群落の形態。海抜1，600から海抜2，400（2，800）mにかけての火山灰地，崩壊地，水辺に生

育するカラマツ林。県下各地に広く植栽されているカラマツの自生地は富士山，金峰山などの秩

父山系，八ケ岳，南アルプスの鍾高山帯，とくにその上限，下限付近にみられる。今回植生調査

　　　　　　　Phot．17　野呂川上流のカラマツ群落。

五α万灘Z砂オoZ砂∫5．Gesellschaft　am　Oberlauf　de＄N◎ro・Flusses（1850皿）．
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資料が得られたのは八ケ岳（2地点）と富士山（1地点）であった。八ケ岳で調査されたカラマ

ツ群落は高木第！層に被度・群度3・3でカラマツが優占し，ヒメコマツ，コメツガ，クロベな

どシャクナゲークロベ群団の種を多く混生し，Aufロ，　Nr．1では低木層にバクサンシャクナゲが

被度・群度5・4で生育する。八ケ岳のカラマツ群落は，海抜2，000m付近の澗沢沿いの崩壊斜

面に生育した一斉林である。富士山で調査されたカラマツ群落は，イワダレゴケ，タチハイゴケ

などが高い植被率で生育するカラマツ林であり，新生火山特有の火山灰礫地に生育する。出現種

数は11～24種と呈示分毎に差が多く，カラマツ群落と結びつく種も，現段階では明確でない。

　カラマツはβ本で唯一の夏緑針葉樹であり，立地的にも常緑針葉樹林のシラビソ一書オシラビ

ン群集と夏緑広葉樹林やハイマツ林との接点付近，火ll【灰地や崩壊地水辺などの極端なところに

生育する独立姓の高い群落を形成する。今回は植生調査資料が3地点であったのでカラマツ群落

として報告される。

　三ii）群落の分布。現在自生地から遠く離れた北海道まで広く臼本各地で植栽されているカラマ

ツの自生地は浅闘山，八ケ岳，富士山，上高地，木曽御岳など中部日本を中心に北は宮城県刈田

郡馬神山，西は石馴県石川郡白山まで生育が報告されている（林！963）。

　iv）群落の動態。カラマツ群落は，シラビソ，オオシラビソ，コメツガ林（シラビソーオオシ

ラビソ群集他）あるいはブナ林（ヤマボウシーブナ群集他）が生育する立地に隣接した一面的で

極端な：立地に生育する。舘脇ら（！965）は，カラマツ林成立要因としてa．富士山や浅間山など

新生火山にみられる火山灰着地，b．男体山や富士由など所々の高山における永沢，　c．コメツ

ガやアヵエゾマッの同系の立地に似ている表土の浅い岩戸地，d．戦場ケ原に好例がある抽出溶

岩流，e。しばしば岩礫地と重なる急傾斜地，　f．信州の諸山や男体山にその好例が見られる崩

壊斜面，9。欝±山に好例がある雪代または雪崩跡地，h．信州山岳地帯の軽重上流で所々にみ

る河原，i．信州の山地にある放牧地，1．信州の山地にある耕作跡地をあげしばしば天然性一

斉林となるとしている。

　v）群落の区分。カラマツ群落は立地的に極端なところに生育するため，種組成，群落構造上

にも個々の株分により差異がある。カラマツ群落の上級単位はヒメコマツ，コメツガ，クロベ，

シラタマノキなどシャクナゲークロベ群団の種の生育を多くみるが，今後の課題である。

　vi）群落の保全・利用。カラマツ群落は亜高山の崩壊性の強い立地に先駆的に侵入し，先駆森

林植生を形成している。立地条件が改善されないかぎり持続群落として生育している。

　10．　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　　Alno－Beもuletum　eτmanii（饗aも．12，ぬege獄de　Nr．8）

　i）相観。亜高山低木林。

　ii）群落の形態。ミヤマハンノキーダケカンバ群集は亜高山～高山に生育するダケカンバなど

の広葉樹林からなる低木林である。シラビソーオオシラビソ群集など亜高山針葉樹林は海抜
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1，600m前後から海抜2，500m前後まで広い面積に亘って生育する。しかし冬季から初夏にかけ

てなだれや岩石がくずれやすい斜面では，直立した樹幹をなすシラビソ，コメツガ，トウヒ，オ

オシラビソの亜高山針葉樹は物理的破壊が著しくて生育できず，根系を発達させ幹がまがりくね

った状態でも十分生育できるミヤマハンノキ，ダケカンバの広葉樹林，つまりミヤマハンノキー

ダケカンバ群集が生育する。

　ミャマハンノキーダケカソバ群集は，3～13mの低木あるいは亜高木林で，ダケカンバ，ミヤ

マハンノキ，ウラジロナナカマド，ミネザクラなどの夏緑広葉樹が林冠を形成し，その下層には

！m前後の高さでタカネノガジヤス，コバイケイソウ，ミヤマメシダなどが高い植被率で生育す

る2層～3層構造の群落である。ミヤマハンノキーダケカンバ群集は群集標微種および区分種の

ダケカンバ，タケシマラン，ミネザクラ，クロウスゴ，ミヤマハンノキ，ミヤマホツツジ，タカ

ネノガリヤスの生育によって区分される。

　ミヤマハソノキーダケカンバ群集の優占種はダケカンバあるいはミヤマハソノキで林床は亜群

集以下の下位群落によってことなるがタカネノガリヤス，ミヤマメシダ，シラネワラビ，カニコ

ウモリ，イワノガリヤス，バクサンシャクナゲ，マイヅルソウなどが高い植被率で生育する。憺

存種はダケカンバの他に，タケシマラン，ミネザクラ，マイヅルソウ，ナナカマド，シラネワラ

ビである。

ミヤマハンノキーダケカンバ群集は融雪時に林冠を形成するダケカンバ，ミヤマハンノキなど夏

緑広葉樹の葉が十分に発達する前に林床植物のタケシマラン，コバイケイソウ，ハリブキ，コガ

ネギク，クルマユリ，グンナイフウロなどが生育，開花を行なう。崩壊性の強い立地では林下が

疎となり，林床に広葉草本植物が一面に生育する。出現種数は17～33種で隣接群落のカラクサイ

ノデーベニバナイチゴ群落など崩壊地の高茎草本植物群落との共通種も少なくない。

　iii）群落の分布。ミヤマハンノキーダケカンバ群集は海抜1，600nα以上の亜高山帯および高1⊥】

帯（コケモモートウヒクラス域）にみられ，今回は海抜2，200m～2，690mで植生調査資料が得ら

れた。山梨県下では北岳，熱型三山を中心とした南アルプス，八ケ岳，金峰山から雲取山に続く

秩父山塊，大菩薩嶺，富士山，節刀が岳，御坂山，三ツ峠などにミヤマハンノキーダケカンバ群

集が分布する。ミヤマハンノキーダケカンバ群集は日本各地のコケモモートウヒクラス域に生育

する。大場1973はミヤマハンノキーダケカンバ群集をウラジロナナカマドーダケカンバ上群集と

して位置づけ，裏日本のタカネノガリヤスーダケカンバ群集と裏日本のダケカンバ群集を区分し

新たに報告している。現存植生として生育するミヤマハンノキーダケカンバ群集は，自然植生が

良好に残されている亜高山帯以上であり，崩壊性の強い斜面でカラマツなどの植林地としても不

適地であるため，その生育地は潜：在自然植生としてのミヤマハンノキーダケカンバ群集の広がり

とほぼ一致する。

　iv）群落の動態。融雪顛こは芽ぶくダケカンバ，ミヤマハソノキの淡い緑とともに林床に草本

植物が黄，赤，白など美しい花を咲かせるミヤマハンノキーダケカンバ群集は，シラビソ㎜オオ
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シラビソ群集とコケモモーハイマツ群集の接点付近に多く八ケ岳や南アルプスではダケカンバ帯

と呼ばれることもある植生の広がりをなしている。尾根筋では風衝性が強くても立地が安定して

いるとミヤマハンノキーダケカンバ群集は発達しない。南アルプス，八ケ岳，秩父山塊では冬の

季節風の風背側で雪ぴや雪崩れが生じやすい南～南西斜面に著しく発達している。八ケ岳，南ア

ルプスでは，ダケカンバ林はブナクラス域とコケモモートウヒクラス域の境界付近で林床にミヤ

コザサ，スズタケが高い植被率で生育する林分も小面積ずつ見られる。この植分も値生帯の境界

付近をうめる自然植生の一タイプであり，植生図ではミヤマハンノキーダケカンバ群集と同一凡

例で示された。

　V）群落の区分。ミヤマハソノキーダケカンバ群集はシラビソーオオシラビソ群集の構成種で

あるシラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コメツガ，イワダレゴケの生育によって区分されるシラ

ビソ亜群集とハリブキ，コバイケイソウ，コガネギク，ウラジロナナカマド，ミヤマワラビ，タ

　Fig．12　ミヤマハンノキーダケカンバ群集断面模式

Vegetat玉onsprofildes　Alno．Betuletum　ermanii

1：ダケカンバ　B麗認48ノ？παノzガ

2：タケシマラン
　　　　5’7砂彦（脚55彦プ砂妙0∠48∫vaLノ砂・航z45

3：タカネノガリヤス　Cσ如加記9ノη5認∫∫α6乃αZ加8／z5な

4：コヨウラクツツジ　醜ノ罵f8∫∫α∫）6／z彦α刀♂ア‘α

5：ナナカマド50晒z‘∫coηηπ耽如

6：クロウスゴ　y曜6加伽灘。ηαZ⑳読〃z呂

7：ミヤマメシダノ銘左γノゴμ〃Z珊8Zαノ～0♂砂な

8：コバイケイソウ　y8ノτぬ一〃π説α1π∫ノ招κηz

9：ミネザクラPプ〃観∫πψヵ。π加

10＝エンレイソウ　Tノ’～”々〃ノ3∫11雄♂Zかど

11：ミヤマハソノキ　A伽～↓57πα厩ηzo割∫o£麗

12：オ’ガラバナAoεノ’罐z‘プ～〃π勉8／z∫8

13＝ミヤマホツツジ　聾ψ甜α♂6如δ解。忽α如
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カネノガリヤス，ミヤマハンノキ，オガラバナを区分種とするミヤマワラビ亜群集に下位区分さ

れる。シラビソ亜群集は雨冠を形成するダケカンバの下層にシラビソ，オオシラビソ，トウヒな

ど亜高山針葉樹が多く生育し，草本層は種組成が比較的貧弱である。立地的にはミヤマワラビ亜

群集より安定している。ミヤマワラビ亜群集はミヤマハンノキーダケカンバ群集の最も標準的林

分であり，シラビソ亜群集と比較して生育する面積も広い。林床にはタカネノガリヤス（イワノ

ガリヤス）が，ハリブキ，コバイケイソウ，コガネギク，ミヤマメシダ，シラネワラビなどの広

葉草本植物とともに高茎草原を形成している。ミヤマワラビ亜群集は八ケ岳の風衝側の暗部で生

育し，ゴゼンタチバナ，コヨウラクツツジ，コミヤマカタバミ，コガネイチゴ，タチハイゴケ，

チシマシッポゴケを区：分疏とするコガネイチゴ変群集，カラマツソウ，クルマユリ，オヤマリン

ドウ，グンナイフウロを区分種として広葉草本植物に富むクルマユリ変群集と変群集区：分種とし

て特別の種が生育しない典型変群集に下位区分される。

　ミヤマハンノキーダケカンバ群集はミヤマメシダ，カラクサイノデ，キヌガサソウなどを標徴

種および区分種として，本州のミヤマハンノキ，ダケカンバ，ヒロバカッラなどの林分をまとめ

たミドリユキザサーダケカンバ群団Smilacino　yesoensis－Betulion　er阻anii

Ohba　1973に上級単位が所属する。さらに，ミドリユキザサーダケカンバ群団は，オオバタケシ

マランーミヤマハンノキオーダーSt■eptopo－Alne℃aha　maximowiczii，　Ohba

1973，ダケカンバ・一ミヤマキンポウゲクラスBe£ulo－RallunculeteaOhba1967に．上級

単位がまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。各山系の尾根筋に設けられている登山道のほとんどはミヤマハンノキ

ーダケカンバ群集域をさけてある。山岳道路の建設は一部がミヤマハンノキーダケカンバ群集域

まで及んでいるが，野呂川付近，秩父山系など崩壊性の強い不安定な立地であるため立地化，道

路崩壊の例が少なくない。ミヤマハンノキーダケカンバ群集域の積極的土地利用は最：大限にさけ

なければならない。同時にやむをえずミヤマハンノキーダケカンバ群集に及ぶに際しては保安に

万全を機すことが要求される。

　11．　ワサガヤーヒロバカツラ群集

　　　C呈鷺盈al段tifol圭a－Cercidiphy韮蓋賦m烈ag筑if圭cu瓢一Ass．

　　　（Taわ．13，ぬegende　N浩8）

　i）相観。亜高山生河辺林。

　ii）群落の形態。ブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域にかけての河辺の崩壊性の

強い砂礫地に生育する森林植生。今回植生調査資料が得られたフサガヤーヒロバカツラ群集は南

アルプス大樺沢の海抜1，780mの地点である。樹高6mのヒロバカツラが高木層に被度・二度4，4

で優占し，隣接群落の構成種であるダケカンバ，オオィタヤメィゲッも高木層に生育する。崩壊

の強い礫地であるため優占種のヒロバカツラの幹は基部で大きく曲っている。低木層はオガラバ
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ナ，バイカウツギ，ミネザクラ，ヒロバッリバナなどがヤブ状に低く広がって生育している。

草本層はオシダ，ヤグルマソウ，オクノカンスゲ，サラシナショウマ，エンレイソウ，ホソイノ

デ，ツルアジサイ，ゴヨウイチゴが比較的高い植被率でみられる。フサガヤーヒロバカツラ群集

の出現種下が41種で，秋季には優占種のヒロバカツラが黄金色に紅葉して特異の美しい季観をな

す。その生育域は河辺に沿った崩壊性の強い立地であり，群集本来の生育地が海抜！，600mをこ

えるコケモモートウヒクラス域に限られているため現存植生あるいは潜在自然植生としての生育

面積は200m2をこえることがない。また水分条件にめぐまれた岩および砂礫地であるため，林床

植生の構成種および藤島にも電話分ごとに幅がみられる。立地は崩壊性が強く，崩れ易いが，隣

接するシラビソーオオシラビソ群集などから有機質に富んだ養分の供給があり，水分条件にめぐ

まれている。フサガヤーヒロバカツラ群集はヒロバカツラ，ヤグルマソウ，オシダ，フサガヤ，

エゾニワトコ，ヒロバッリバナを群集標徴種および区分種とする。

　iii）群落の分布。山梨県西部の南アルプスの各漢谷に沿って点々とみられ，大菩薩嶺，金峰山

～甲武信ケ岳の海抜1，800m前後にも生育する。

　iv）群落の動態。後背の山地斜面はシラビソ，トウヒ，コメツガ，オオシラビソなどが優占す

るシラビソーオオシラビソ群集が生育し，定期的な増水で流される河辺にはホッスガや群落，さ

らにドロノキー団扇バヤナギ群集がみられる。

　v）群集の区分。フサガヤーヒロバカッラ群集の上級単位は，ミヤマドジョウツナギ，オオ・メ

シダ，オガラバナ，ヒロバユキザサ，カラマツソウ，ミヤマハナシノブ，オオハナウド，サンカ

ヨウ，コバイケイソウ，クルマバツクバネソウを群集標徴種および区分種としてミドリユキザサ

ーダケカンバ群団Smilacino　yesoe葺sis－Betulionermanii　Ohba1973にまと

められる。

　vi）群落の保護・利用。フサガヤーヒロバカツラ群集は，コケモモートウヒクラス域を中心に，

河辺の水分条件にめぐまれ崩壊性の強い立地に生育し，その立地保全の機能も果している。コケ

モモートウヒクラス域に及ぶ登山道，幹線路の建設にともなって生じた中小漢谷沿いの裸馬・崩

壊地の修復・修景に7サガヤーヒロバカッラ群集およびその構成種の利用が望まれる。

　12．　オオバヤナギード日ノキ群集

　　　Toisuso・Popu孟eもum　maximowiczii（Tab．14，　Lege総deNτ．9）

　i）相観，亜高山生河辺林。

　玉i）群落の形態。ナナバヤナギードロノキ群集は海抜1，300m以上に生育する河辺林であり，

コケモモートウヒクラス域を中心に生育する。今回植生調査資料が得られたのは南アルプス広河

原であった。樹高12mの高木第1層にはオオバヤナギが優占し，6mの高木第2層ではオオバヤ

ナギ，サワグルミ，カツラ，ミヤマカワラハンノキ，ミズキが生育し，低木層はバイカウツギ，

ミヤマイボタなどが低い植被率でみられ，草本層はクサボタン，ヨモギ，タツノヒゲ，フキ，イ
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タドリ，テキリスゲ，オニシバリ，アカイシコウゾリナなどが生育する。コケモモートウヒクラ

ス域の河川敷は一般に発達がわるく，深いV二半谷を作ることが多い。南アルプス広河原などの

大きな山塊域では河川の上流に岩石でうづめられた大きな河床が発達する。このような立地に生

育するのがオオバヤナギードロノキ群集である。オオバヤナギードロノキ群集の標美馬および区

分種として，オオバヤナギ，（ドロノキ），オノエヤナギが生育する。オオバヤナギードロノキ群

集はヤナギ類，ハンノキ類，ヤマナラシ類などを中心に構成されている。他の河辺林と同様に林

床に生育する植物群は，個々の林分ごとに幅が異り，それが河辺林の特徴でもある。したがって

出現種数も幅があり，今回南アルプスで得られたオオバヤナギードロノキ群集は27種であった。

　iii）群落の分布。オオバヤナギードロノキ群集は，今回植生調査が得られた広河原の他に，野

呂川源流の三俣付近などでも，オオバヤナギ，ドロノキの巨木が移動する岩や礫によりなかば埋

づめられて生育するのが確認されている。オオバヤナギードロノキ群集は，広河原で帯状に生育

している三分を除いて皆無に近い。亜高山生河辺林として生育するオオバヤナギードロノキ群集

は，初夏の雪解けと降水量の増加が重なったり大型台風の到来によって水かさをました流水によ

って，岩や礫による埋没や，樹木の枯死等が定期的におこる立地に生育するものである。したが

って，時間の経過とともに移動する群落でもある。

　iv）群落の動態。亜高山帯を中心とする河川の湿地には，テキリスゲやホッスガヤが小塊状に

乙
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　　　　Fig．13オオバヤナギードロノキ群集断面模式

Vegetationsprofildes　Toisuso．Populetum　maximowiczii
1：オオバヤナギ丁擁5μ∫μπ酌αη～躍zα

2：ニシキウツギW8∫g8如4800海
3：カ　ツ　ラC8ノτ∫4ψ玩ソZZz‘ノπブ昭）o～パα〃π

4：クサボタソC♂81アzα毎5鉱α刀5

5：ヨ　モ　ギ五πα加3～αρプ加64｝5

6：バイカウツギP1認α48砂1彫53碗∫μノ疵

7：オノエヤナギ5α々即5αc1～認加θπ∫ガ∫
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahlne：

　Tab．14　オオバヤナギードロノキ群集

Toisuso・Populetum　maximow1czii

Gr6Be　d，　Pr・beflache（m2）：

H6he　Uber　Meer（m）：

H6he　d．　Baumschicht－1（m）l

Deckung　d．　Baumschicht－1（％）：

H6he　d．　Baumschicht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d・S£rauchschicht（％）：

Hbhe　d．　Krautschicht（m）：

Deckung（L　Krautschicht（％）：
Artenzah1

調査番号
調査年月B

調　査　面
海　　抜　　高
高木第一層の高さ

高木第一層植被率

高木第二層の高さ

高木第二層植被率

低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本層植被率
出　現　種　．数

　1
1973

　7
　24
200

1510

　12

　70

　6
　20

　3
　20
1．2

　30

　27

Kenn．u．　Trennar｛：en　d，　Ass．　u．　h6heren　Einheiten：

TO1∫μ∫，‘～〃カα〃～ご〃～α

　8α〃乙訓5α‘ゾ～α〃ノ～θ～∫ノ∫

Beg互e1ter：

　c々〃～α〃∫甜α〃5

　／1ノ’オ8ノ厩5ぬρヂ加‘，｛ψ5

　｝U8’9εZα6Z8coノ「α

　PILガ♂α44ρ1〃‘5∫α’3z〃〃∫

　α1℃認ψゐひ〃μノπノ4か。〃∫α〃〃

Pオ6ノリごα1＝yα漉。ヴb々α

λ421∫cαπ〃L～払∫5ゴπ8ノτ∫ガ∫
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生育し，巨岩の下流で砂や土が小面積で堆積した立地ではミヤマハンノキ，オノエヤナギなどが

オオバヤナギやドロノキとともに点々と侵入生育を始めている。根系を深く，広く延ばしたオオ

バヤナギ，ドPノキ，オノエヤナギなどがEi較差や水分条件の変動が大きく貧養な立地のため他

の植物が侵入できない間隙を利用して生育して発達するのがオオバヤナギードロノキ群集である。

コケモモートウヒクラス域の大部分が自然植生であり，オオバヤナギードロノキ群集も自然状態

に近い形で分布，生育する。しかし今後亜高1目帯のシラビソ，トウヒ，コメツガ，オオシラビソ

林まで皆伐，カラマツ植林等を行なうことによって山系の水資源調節のバランスがくずれ，増水

が重なったりすることによリオオバヤナギードロノキ群集の消滅も十分考えられる。

　v）群落の区分。オオバヤナギードロノキ群集は，今回広河原で生育がみられた他に大場！973

の赤石山脈，飛騨山脈，北アルプス針木岳，そして本州各地，北海道のコケモモートウヒクラス

域に生育し，上高地のケショウヤナギ群集などとともに日本の河辺林の上級単位オノエヤナギク

ラスSalicetea　sachalinensisOhba！973にまとめられている。

　vi）群落の保全・利用。オオバヤナギードロノキ群集は，立地が河川のはんらん原ということ

もあって個々の樹種は50年をこえることは少なく順次更新・移動をくり返す動的な林分である。

　13．　センジョウアザミーミヤマシシウド群集

　　　Cirsio　seRjoe譲sis－Angelicetumρubescenもis勲ats職murae
　　　（Taも・15，　Legende　Nぎ．10）

　量）相観。亜高山広葉草本植物群落。

　ii）群落の形態。亜高山帯の比較的湿潤な雪崩斜面や崖錐地に発達する高茎広葉草本植物群落

である。やわらかい広葉をもった草本植物が多く，一般的にくくお花畑”とよばれる草原である。

植生高は1m前後で，垂示率も！00％に近い密生した七分が広がっている。高茎豪物の下には30

cm以下のキバナノコマノツメ，キイトスゲ，サンリンソウなど小形草本植物が生育し，草本植

物2層群落を形成している。群落内ではミヤマシシウドやシラネセンキュウなどセリ科の植物が

特有なにおいをはなっている。紫，黄，白色の花をつけるゴマノバグサ科，キク科，セリ科植物

とミヤマメシダ，オオバショリマ，カラクサイノデなどのシダ植物が多く生育している。

　iii）群落の分布。積雪量の少ない赤石1．1係では雪崩斜面は部分的にしかみられず，大規模な広

葉草原は少ない。一般的には亜高1⊥1針葉樹林の上限付近，すなわち，海抜2，000～2，500mに分布

している。例外的に北岳の草すべりでは大雪漢が遅くまで残り，センジョウアザミーミヤマシシ

ウド群集が発達している。赤石山系霞有の群集といえる。

　iv）群落の動態。雪崩などの物理的破壊作用が弱まるとミヤマハンノキ，ウラジロナナカマド，

ダケカンバなどの木本植物が侵入し，亜高山夏緑広葉樹林へと移行する。立地が乾燥化するとそ

れに伴いヒデノガリヤス，タカネノガリヤス等のノガリヤス属（C認研zαgプ。漉のが優占する植分

となる。
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　　Phot．18　北岳。肩の小屋から水場へ下る三斜画のお花畑（センジョウァザミーミ

　　　　　　　ヤマシシウド群集他）　（2700m）。

BergK量tadake（2700m）Initdem　C1rsio　senjoensis－Ange1量cetum　pubescentis
matsumurae　und　anderen　alplnen　Wiesengesellschaf士en．

Phot．19　大樺沢の高茎草原センジョウアザミーミヤマシシウド群集（2200m）。

AlpineHochstaudenm呈t　Cifs1o　senjoensis－Angelicetuln　pubescentis
matsuIn　u　rae（Ohkanbasawa！2200ユ捻）．
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　v）群落の区分。センジョウアザミーミヤマシシウド群集はセγジョウアザミを標徴種とする

群集である。さらに，バイケイソウ，タカネスイバ，ミヤマメシダ，エゾシオガマ，バクサンフ

ウロ，ミヤマセンキュウなどの種群によりシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団，ダケカンバ

ーミヤマキンポウゲクラスの上級単位：に所属される（宮脇1967，大場1973，1974）。

　今回の調査で得られたセンジョウアザミーミヤマシシウド群集はシナノキンバイ，ミヤマキン

ポウゲ，タカネヨモギによって区分されるシナノキンバイ亜群集と，ミソガワソウ，ミヤマハナ

シノブ，イタドリなどを区分種とするミソガワソウ亜群集とに下位区分された。これらの亜群集

は地域的なもので，大場（1974）が赤石山系の高網広葉草原を詳細に調査した結果と比較してみ

ると，シナノキンバイ亜群集は典型亜群集の一部に含まれる。また，北岳の草すべり周辺の低海

抜地に生育しているミソガワソウ亜群集は生育場所や群落区分種の類似（イタドリ，オニシモツ

ケ，ミヤマハナシノブ）からイワノガリヤス亜群集と同様なものと考えられる。

　大場（1974）は八ケ岱山群では赤石山系のセンジョウアザミがヤッガタケアザミに置き換った

ヤッガタケアザミーミヤマシシウド群集を報告しているが，センジョウアザミーミヤマシシウド

群集に近似した種組成をもつとも指摘し，今回の調査資料も少ないので，八ケ岳の高茎広葉草原

も一括して広義のセンジョウアザミーミヤマシシウド群集として取り扱った。

　v呈）群落の保全・利用。センジョウアザミーミヤマシシウド群集は崩壊性の強い斜面に生育す

る草木植物群落であり，その立地は著しく不安定で，登山道などの設置もできるだけさけること

が好しい。

　14．　フジ口汚ザオーオンタデ群集

　　　Arabiδo・Polygoneもum　weyrichi圭alpinae（Tab．16，　LegenδeNτ．11）

　i）発令，亜高山生先野地植生。

　ii）群落の形態。富士山の海抜2，500職をこえる火山荒原の砂礫地には出現種数5種以下でオ

ンタデ，イワツメクサ，フジ写照ザオ，ミヤマオトコヨモギなどが1～20％の植被率，群落の高

さ50～20cmで生育するフジハタザオーオンタデ群集が斑紋状に見られる。

　砂礫の移動が続き有機質の蓄積がない立地では完全な黒地（海抜3，300m以上を中心に）とな

っている。無植生域に接して100m2に1株程度（宮鵬ら！971）と低植字率で生育するオンタデが

先駆的に侵入する。礫の大きさ，斜面の傾斜，基盤の差異に応じて立地の安定にともないフジハ

タザオ，イワツメクサ，イワスゲなどが順次混生する。フジハタザオーオンタデ群集は，立地的

に不安定な，有機質の蓄積のほとんどないコケモモートウヒクラス域に生育する砂礫地植生であ

る。そのため，5種以下と限られた出現計数と調査区毎に差が多い出現種，学齢率を示す。

　iii）群落の分布。富士山を中心としたフォッサーマグナ地域を分布域とするフジハタザオが，フ

ジハタザオーオンタデ群集の標徴種である。フジハタザオーオンタデ群集は低海抜地でフジアザ

ミーヤマホタルブクロ群集と接する。フジアザミーヤマホタルブクロ群集とフジハタザオーオン
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　　Tab．16　イワヒゲーツガザクラ群落およびフジハタザオーオンタデ群集（火山飛原砂

　　　　　礫地植生）

　　　　　　　　　Cα∬ぽ砂84y60読。ゴ46∫．P1耽y〃040‘6／z也ρoノ～ゼごα，Gesellschaft　und

　　　　　　　　　Arabldo．Polygonetum　weyτ玉ch三重alp三nae

　　　　1：Cα∬如ρθ4yco読擁4θ∫一PんひノZZo4066〃～1功。痂αz－Gesellschaftイワヒゲーツガザクラ群落

　　　2－5＝Arabido－Polygonetum　weyrichii　alpillae　フジ・・タザオーオンタデ群集

　　　　　2＝Subass．　von　Carex　sterlarltha　イワスゲ亜罪F鱗乏

　　　　　3：Typische　Subass．典型亜群集

　　　　　4；Subass．　von　Carex　doen玉tzii　コタヌキラン亜群集

　　　　　5＝Subass．　von　Astragalus　adsurgens　ムラサキモメソヅル亜群集

N，。d，　Sp。1、。。、　　　　　群落番．歩皆　　　11　2　3　4　5
Z。hld．　A。f。。h＿、　　　調査区数　　　i、3　、9　25　6　6
M董・・1・・eA・…zahl・　　　・F均蹴鱗　　i　2　4　2　6　4
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タデ群集は海抜2，000～2，200mを境として分布する。また海抜2，500m以上（富士由）では，オ

ンタデ，イワツメクサ，ミヤマオトコヨモギが主な購成種である植生域が広がっており，フジハ

タザオを欠くが，フジハタザオーオンタデ群集の典型亜群集と判定される。

　玉v）群落の動態。フジハタザオーオンタデ群集は，海抜2，000mをこえるコケモモートウヒク

ラス域を中心に生育する。フジハタザオーオンタデ群集は，隣接群落として，より不安定立地で
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裸地化したり，大きな岩の風背側や回状地でイワヒゲ，ツガザクラ，イワスゲなどの生育するイ

ワヒゲーッガザクラ群落（Tab．16）の生地となっている。これらの各群落がモザイク状の広が

りをなしている。オソタデーフジハタザオ群集は夏季から秋季にかけてが植生調査の最適時期で

あり，大部分の構成種は冬季に種子として越冬し，なだれなどのある不安定地では，次年度に裸

地化したり，年次毎の生育域の変動が著しい。

　v）群落の区分。富士山を中心とする限られた広さの分布をなすフジハタザナーオンタデ群集

は，立地的に極端であるため，細かな立地条件の差異に応じて種組成的にも変化が著しい。富士

山で得られたフジハタザオーオンタデ群集も，イワスゲ亜群集，典型亜群集，コタヌキラン亜群

集さらにムラサキモメンヅル亜群集の4亜群集に下位区分される。

　強風，心計，乾湿の差がはげしいなどもっとも不安定できびしい立地条件下に生育するのが典

型亜群集で，特別の亜群集区：分種をもたない。イワスゲ亜群集は溶岩流の露出部など岩石の移動

の少ない基質上に生育し，亜群集区分種であるイワスゲが礫の陰や溶岩のあいだのわずかな凹状

地などに特徴的にみられる。コタヌキランが株状に生育し，緩生しているミヤマハンノキにより

区分されるコタヌキラン亜群集は，堆積する砂礫層は薄いがやや凹状地で細礫が多く，また土壌

水分も安定している立地上に生育する。ムラサキモメンヅル亜群集は，ムラサキモメンヅルを亜

群集区分種とし，海抜400～2，100mと他の3亜群集と比較して低海抜地に生育する。ムラサキモ

メンヅル距群集はフジアザミーーヤマホタルブクロ群集とモザイク状に生育したり接することも少

なくない。

　vi）群落の保全・利用。コケモモートウヒクラス域以上の高海抜地は山梨県の中央部に大きな

盆地を形成するようにとりかこんでおり，一部の伐採，植林が行われたところを除き広く自然植

生で占められている。しかし，コケモモートウヒクラス域以上では限られた人為的干渉であって

も，たとえば山岳道路の建設や小面積の山火事でも，崩壊地の増加や二次的な植生の荒廃の例が

各地でみられ，フジハタザオーオンタデ群集およびその断片的な植生生育域の拡大がみられる。

したがって，フジハタザオーオンタデ群集など崩壊地植生の動態は比較的自然が良く残されてい

るコケモモートウヒクラス域の植生あるいは自然環境の均衡を知る指標の一つと判断される。

　得、　チョウジコメツツジ群集

　　　Rhodoδendretum　tschonosk隻玉tetrameru瓢（Tab．17）

　i）相観。岩上，岩礫地罎生低木林。

　iま）群落の形態。チョウジコメツツジ群集はコケモモートウヒクラス域の岩上および砂礫地に

生育する群落の高さ20～10cmの三生低木林である。今回植生調査資料が得られたチョウジコメ

ツツジ群集は，南アルプスの甲斐駒ケ岳，広河原峠の野呂川方面，早川尾根の海抜2，700エn前後

および海抜2，150mの地点である。生育地は岩上，岩礫の風衝地に限られている。チョウジコメ

ツツジ群集はチョウジコメツツジ，ヒメイワカガミが群集，群団標微種および区分種として生育
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　　　　Tab．！7チョウジコメツツジ群集

Rhododendretum　tschonoskii　tetramerum

Nr．　d．　Aufnahlne：

Datum　d．　Aufnahlne：

　Gr6Be　d．　Probeflache（　　　ワIn”）；

　H6he琶ber　Meer（m）：

　Exposition：

　Ne玉gung　（。）　：

　H6he　d，　Krautschichit（n1）　＝

　Deckung　d．　Krautschicht（％）：

　Deckung　d，　Moosschicht（％）：

　Aτtenzahl：

Kennarten　d．　Ass．　und　Verb．＝

調　査　番　．号

調査年月日

調　査　面

海　　抜　　二

方　　　　　位

傾　　　　　斜

草本層の高さ
草：本層植被率

コケ層植被率
出　現　種　数

1　　2　　3　　4
’73　　’73　　，73　　’73

7　　7　　7　　9

25　25　26　8
4　　9　16　20

2735　2720　2570　2150

SWSWSW　S
40　　40　　40　　60

20　　　20　　　20　　　10

70　　　70　　　70　　　15

（5）　（20）　（30）

3　　6　　6　　9

Rlzo40dθ〃6♂ノー。π灘01LO1～o読ガvar．観ノーαノ〃．θ〃〃μ

ε130ノー彦∫α∫・♂4αノz8♂♂・漉5　var．〃∫αケb〃α

▽【α6c∫ノz∫z‘〃，7μ∫5．’‘～αごα

伽ノ¶ガ540〃螂αvar．‘z♂μcO♂α

cαノー。ω尻砂1zαπα〃プ》α

Cα♂α〃zα8”η5距∫5αc1～α♂ガ〃β1～5’5

F8∫孟κ6α・励Zαvar．・‘砂～〃α

＆z～‘∬Z〃層ω’プψ孟8／ufOrma〃zゴπ01『

∫灘8’闇～55’・♂・〃．ヴ診’uforma　5～〃～‘α’α

Cα1・儂。曜yα〃4プα

ル鳶〃蔑65∫α汐θπ如π4ノπ

αη厭τノζ～68ノ～∫

ゐ・～κ・〃法・89’1紛・α〃‘乙var．・痂〃9施〃α

50ノゐZ，5‘0〃〃μ∫ユ：’‘Z

T読ノz9’α孟α01z∫プ061

1－2：甲斐駒ケ岳Berg　Kai－koma

3：早川尾根　　Hayakawa・one

群集・群団標記種および区分種…

　　　チョウジコメツツジ　　4・44・44・42・2
　　　ヒメイワカガミ　　　　　十・2　1・2　1・2　十

コ口モモ

タカネニガナ

ショウジョウスゲ

タカネノガリヤス

ミヤマウシノケグサ

タカネヒゴタイ

キクバジシバリ

ヒメスゲ

コヨウラクツツジ

ハガクレスゲ

ハナヒリノキ

ナナカマド

ミヤマウイキョウ

十　　！・2

・　1・2

・　　十

・　！・2

0　　　　　　　　・

●　　　　　　　　o

o　　　　　　　　●

o　　　　　　　　o

o　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●

　●

　●

　●

　●

　●

　●

十・2

十・2

十。2

十。2

十

十

十

し，出現丁数3～9種である。全植被率は70（15）％でチョウジコメツツジが被度・群度4・4

（2・2）で優占する。

　チョウジコメツツジ群集の生育地は，今回植生調査資料が得られた4地点においては，傾斜角

度40～60。，方位西南西と夏季の季節風をまともに受ける：立地に限られていた。

　iii）群落の分布。チョウジコメツツジ群集がみられるような岩上，岩礫地の媛生低木群落は，ツ

ツジ科コメツツジ群のコメツツジRん0404β7Z4ノ’0π孟∫論07ZO漁∫∫，オオコメツツジR．≠プ加8r肥，チ

ョウジコメツツジR・診5議02ZO読だvar・あ診ノ”αフノZ〃Z切Zの三種とハコネコメッッジR，’5♂‘5f（～♪んッZZZ〃73

の生育によって特徴づけられる。チョウジコメツツジ群集は，赤石山系（Ohba　1973），八ケ岳



70

（Ohba　1973他），乗鞍（宮脇飽1969）で報告されており，南アルプス，八ケ岳を中心に黒蜜，

横尾山などにも小面積ずつながら生育する。本群集の同位群落，類縁群落であるオノエランーハ

コネコメツツジ群集Orchi－Rhododendretum　tsusiophyllaeは，前川（1948）の

Fossa－Magna要素の・・コネコメツツジ，オノエラン，コイワカガミを標徴種および区分種とし，

秩父山系（海抜1，700～2，500m），御坂（1，500～！，780m田代1966），箱根（宮脇ら1969，1971）

でその生育が報告されている。

　iv）群落の動態。一般にその生育面積は限られており，安定するとダケカンバ，ミヤマハンノ

キなどが侵入してくる例も少なくない。また風衝性が強い立地ではタカネノガリヤス，ミヤマウ

シノケグサなどのイネ科植物が混生する。人為的干渉が加えられると，チョウジコメツツジ群集

は容易に破壊され聖地化する。

　v）群落の区分。チョウジコメツツジ群集など岩礫地筆生低木群落の体系について，宮脇・大

場・村瀬1969はオノエランーハコネコメツツジ群集をハコネコメッッジ群団Rhododendr一

玉on　tsusiophyllaeに所属させて，ススキクラスにまとめた。また大場（1973）はコメツ

ツジーハコネコメツツジクラスRhododendτetea　tschonoskii－tsusiophyllae

を設けてオノエランーハコネコメツツジ群集，チョウジコメツツジ群集などを所属させた。それ

によると，チョウジコメツツジ群集の上級単位はツガザクラ群団Phyllodocion　nipPon－

icae，コメツツジ一隅コネコメツッジォーダーRhododeRdエetaha　tschonoskii－

tsusiophyllae，コメツツジーハコネコメツツジクラスRhododeIldretea　tschon－

oskii－tsusiophyhaeセこまとめられている。

　vi）群落の保全・利用。チョウジコメツツジ群集は，恥辱種のチョウジコメツツジが夏季に白

い小さな花を咲かせ，岩添地に美しい相観が楽しめる。同時に，一度破壊すると十分にチョウジ

コメツツジが生育するには数年以上の時間を要する。したがって，チョウジコメツツジ群集の生

育地は積極的保護が要求される。

　16．　ウラハゲサーサラサドウダン群落

　　　1ヨ1αた。πθcんZoα7παω’α鱒1〃πκεαπ舌ん麗8　cαエπραππ’αfπ8・Gesel茎sch駄ft（Tab。18）

　i）相観。亜高山生低木林。

　ii）群落の形態。麗高山帯下部の低木群落であるウラバグサーサラサドウダン群落は，樹高

1．5～3田でサラサドウダン，トウゴクミツバツツジ，ツクバネウツギなどが低木層に優占する。

10～30cmの草本層にはウラバグサ，シモツケソウ，ショウジョウスゲ，イトスゲ，ミヤコザサが

比較的高い詰論率で生育する。今回櫃生調査資料が得られたのは海抜2，500m前後の三ツ峠の北

西斜面である。ウラバグサーサラサドウダン群落は群落区分種としてサラサドウダン，トウゴク

ミツバツツジ，ツクバネウツギ，ホツツジ，ウラバグサ，リョウブが生育する。ウラバグサーサ

ラサドウダン群落は，冬季北西の季節風をまともに受ける乾燥した尾根筋斜面を中心に生育し，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7エ

マッキー状の群落をなす。生育面積は三ツ陣の100m2以下と限られており，出現種数は26～27種

である。

　iii）群落の薄命。富士山を中心とするフォッサ・マグナ帯に生育し，今圓生育がみられたのは

三ツ峠の海抜1，750m前後といった霧の発生しやすいところであった。

　iv）群落の動態。海抜1，600mを越えるとシラビソーオオシラビソ群集を中心とした亜高ぼ；針

葉樹林が広い面積で被う。シラビソ一義オシラビン群集が自然植生として生育しない立地は，崩

壊性の強い不安定立地でミヤマハンノキーダケカンバ群集，ベニバナイチゴ群落が生育するなど，

極端な立地である。ウラバグサーサラサドウダン群落も，尾根筋の風衝性の強い食養な北郊斜面

であり，乾燥立地であるために持続群落を形成している。

　v）群落の区分。今回は植生調査資料が2地点であるため下位区分はされなかった。

　vi）群落の．保全・利用。ウラバグサーサラサドウダン群落は，サラサドウダンの赤白色，トウ

ゴクミツバツツジの赤紫色，ツクバネウツギ，ホツツジ，リョウブの白色と緑が美しい調和をな

して三ツ峠の景観を形成する重要な要因となっている。

　c．ブナクラス域（出地帯）

　　　Fagletea　cren融tae・Gebiet（Monta強eStufe）

　富±川に沿った県南から甲府盆地にかけて，また相模湖から桂川沿いに大月付近にかけてはシ

ラカシ，アラカシ，ウラジロガシ，ヤブッバキ，ピサカキなど常緑広葉樹の生育するヤブツバキ

クラス域である。ヤブツバキクラス域は海抜800m前後を上限とする。海抜800mをこえるとミズ

ナラ，イタヤカエデ，イヌブナ，ブナ，サワシバ，シラカンバ，ダケカンバなどの夏緑広葉樹が

特徴的に生育する植生域，すなわちブナクラス域（Fagetea　crenatae－Gebiet）となって

いる。ブナクラス域は，自然植生あるいは潜在自然植生として広い面積を占めるオオモミジガサ

ーブナ群集，ヤマボウシーブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落，ミヤマクマワラビーシオジ

群集，代償植生，二次林のクリーコナラ群集，タリーミズナラ群集などブナクラスにまとめられ

る群集および群落の生育域である。海抜1，600m付近でシラビソ一溜オシラビン群集などコヶモ

モートウヒクラス域と上限を接するブナクラス域は，山梨県の住宅地の一部，水田，畑など耕作

地，スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツなど植林，ミズナラを中心とする二次林で大部分が占め

られている。したがって，景観上，土地利用形態からブナクラス域は耕作地から植林まで含めた

生産緑地ともいえる。

　ブナクラス域の森林植生は，岩盤地，極端な乾生立地に生育するアカマツ，ツガ，ヒノキ，コ

メツガ，ウラジロモミなど常緑鉗葉樹林を除いて，ミズナラ，ブナなど夏緑広葉樹林で広く占め

られている。ミズナラ，ブナなど夏緑広葉樹の優照するブナクラス域の森林植生は，高木層およ

び低木層の構成種の大部分がミズナラ，クロモジ，ミヤマガマズミ，サワシバ，ミヤマイボタ，

リョウブ，ツノハシバミなど夏緑広葉樹からなり，イヌガヤ，ウラジローモミ，カヤ，ミヤマシキ
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ミ，ミヤマカンスゲなど常緑の植物の生育は限られている。林床には高さ！～2mでミヤコザサ，

スズタケなどササ類の混生をみることもブナクラス域の森林植生の特徴であり，同位の植生域で

あるヨーロッパのヨ一塁ヅパミズナラ一霞ーPッパブナクラスQuerco－Fagetea　Br．・BL

et　Ulieger　1973域や北米の夏緑広葉樹林域との相異点でもある。

　山梨県下の夏緑広葉樹林はブナクラス域の自然林および二次林を中心にコケモモートウヒクラ

ス域にダケカンバの二次林（ネコシデーダケカンバ群落），ヤブツバキクラス域のコナラの二次

林（クヌギーコナラ群集）などがある。このダケカンバ林やコナラ林の種組成をブナクラス域の

夏緑広葉樹林と比較すると，ブナクラスの夏緑広葉樹林の種組成的貧化をしたのがコケモモート

ウヒクラス域のダケカンバ林であり，ヤブツバキクラス域のコナラ林である。つまり，コケモモ

ートウヒクラス域およびヤブッバキクラス域の二次林に限って生育する種に欠け，構成種の大部

分がブナクラス域の夏緑広葉樹林の構成種と共通する。

　日本列島のブナクラス域は冬季に積雪をみる。冬季に日本海から湿気を多く含んだ北西の季節

風は北陸から葉北にかけて多くの積雪を生み，太平洋側のブナクラス域は乾燥し，lmをこえる

積雪をみることは少ない。このことは植物地理学上，植生学一ヒにからも興味ある植生配分を規定

している。山梨県のブナクラス域は冬季積雪が1mをこえない表田本型のブナクラス域，つまり

スズタケーブナオーダー域にまとめられる。さらに細かくみると，八ケ岳一帯は，松本から諏訪

湖にかけて内陸の日較差，年較差の著しく大きい，いわゆる大陸性，内陸型の気候条件と火山灰

地であるため，ブナ，イヌブナなどFα9郡の優占する林分はほとんどみられず，自然植生ある

いは潜在自然植生としてミズナラの優目する林分の生育地となっている。

　山梨県のブナクラス域の特徴として，また，太乎洋側から｝ヨ本下側まで最も距離のある，いわ

ゆる日本列島でも一番奥深い地域であり，フォッサ・マグナ帯と称される地域が県下の広い地．域

を占め，古くから下士火山帯に属する各火山活動の影響を受けた地域が重なりあいをみせている。

そのため冨士山麓のハリモミ林を始め植生学的にも興味深い植生が多くみられる。

　17．　ウラジロモミー＝コメツガ群落：

　　　適薬88ゐ。配。～epεs－T8πσαdεひεr8ガ。‘εα・Gesel蓋schaft（「£ab．19，　LegeRde　Nr．12）

　i）相観。常緑針葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。ウラジロモミーコメツが群落は，高さ12～25mの高木第1層にコメツガ，ウ

ラジロモミ，シラビソなど常緑針葉樹が優序する。高木第1層にはダケカンバ，オオイタヤメイ

ゲツとイタヤカエデも富木的に混生する。ウラジロモミーコメツが群落の高木第1層および高木

第2層の植：被率は必ずしも均一ではなく，高木第1層が70％をこえる植被率の林分では，高さ10

m前後の高木第2層の植被率は著しく低く，枯木や倒木があったり高木第！層の植被率が60％以

下の林分では高木第2層にウラジロモミ，コメツガなどが高い植．被率になる。高木第2層および

高さ（0．5）3～5mの低木趨は，オオイタヤメイゲツ，イタヤカエデ，シナノキ，ミヤマイボタ，
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　　　Phot　20野呂川岸のウラジロモミーコメツが群落。このように急傾斜の懸板地に

　　　　　　　はコメツガが多い。

　且ゐ∫θ∫1zo〃βoZ（ψ’∫．T5～‘8と乙4加eア・5ぴb〃α，Gesell＄chaft　auf　dem　Steilhang　am　Flusses　Noro（！900m）．

ナナカマド，ミヤマアオダモ，オオカメノキ，ミヤマガマズミ，マメザクラ，ツタウルシなどブ

ナクラスに属する夏緑広葉樹を中心に季ll摯成される。草本層は，スズタケが高い難度で優占する林

分とシラネワラビ，カニコウモリ，テンニンソウなどが高い難度で生育する林分とが区分され

る。出現種数32～42種，平均1二i二1現種数36種を数える。生育地は，基盤の露壮｝があるような乾生立

地を中心にあり，富士由の南斜面（静剛艮）などでは広い爾積を占めている。ウラジロモミーコ

メツが群落は，今回資料が得られた林分ではウラジPモミの優占する林分が多いが，大菩薩嶺，
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　　　　Phot．21　ウラジロモミーコメッが群落（芦安村）

メ1∂輔翼。〃～o砂μ∫，T5多‘gαめこノθノ・5ヴ読α．Gesellschaft（Ashiyasumura　170011⇒．

金峰山付近から県西端付近にかけてコメツガの優占する林分も多い。金峰山の海抜2，300m付近

の母岩が露出している乾生立地で，ヒメコマツ，バクサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ，ホソ

シャクナゲなどを混じえるコメツガ林が生育する。この林分は，ウラジロモミーコメツが群落と

同一凡例として植生図上に記された。

　iii）群落の分布。ウラジロモミーコメツが群落ぱ，海抜！，400m付近を下限に，一部はコケモ

モートウヒクラス域に及ぶ。基盤の露繊している向陽地で，土壌の堆積がほとんどない。山梨県
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　　　　Fig．14　ウラジロモミーコメツが群落断面模式

Vegetationsprofil　des／1～，1651zo〃’o♂4）’∫。T51‘8㍑‘Z加61・5・ヴb〃α．Gesellschaft
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下では，大菩薩嶺東斜面，丹波川沿い国師岳，金峰山，瑞摘山から須玉町にかけて，鳳園山，駒

ケ岳，仙丈ケ岳の山腹，早川沿いの急斜面，三ツ峠，富士山一帯などに分布する。優占種のコメ

ツガはブナクラス域の中部以上から海抜2，500m付近まで，各地に広く分布しており，ウラジロ

モミも，表日本のブナクラス域を中心に広く分布している。

　iv）群落の動態、。ウラジロモミーコメツが群落は，山梨県下では海抜1，400m以上に分布する

針葉樹林で，乾生貧養立地であり，尾根筋などに細長い広がりが見られるにとどまるため，生産

緑地としての利用価値は低く，細長く残された林分もみられる。ウラジロモミーコメツが群落の

二次林はアカマツ林（ヤマツツジーアカマツ群集）の生育をみる。二次草原としてススキ草原

（キバナカワラマツバーススキ群落）やミヤコザサ群落が生育し，一度代償植生にかえられると，

自然植生としてウラジロモミーコメツが群落に遷移するのに多くの時閥を要する。

　v）群落の区分。ウラジロモミーコメツが群落は，コメツガ，ウラジロモミ，ナナカマド，シ

ラネワラビ，ダケカンバの生育によって区分される。この群落は海抜1，400m付近を上限として

生育しているコカンスゲーツが群集の中で高い常在度で生育しているツガ，リョウブ，オトコヨ
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ウヅメ，ウラジロヨウラク，クマシデ，コカンスゲなどが生育しないことによっても区分される。

山梨県に生育するウラジロモミーコメツが群落の類縁群落としては，天竜川一ヒ流で鈴木時夫1949

のマイヅルソウーコメツが群集として記載があり，大場ら（1967）の表日本のコメツガ林として

クロソヨゴーコメツが群集の記載がある。しかし，ブナクラス域を主な生育地とするヒノキ型，

ウラジロモミ型，コメツガ型，ツガ型などさまざまな針葉樹が優占する林分について総含的比較

研究が行なわれた群落単位の決定がまだ行われておらず，今後の研究にまたれる。

　vi）群落の保全・利用。コメツガーウラジロモミ群集は，夏緑広葉樹の優占するブナクラス域

にあって，ヤマツツジーアカマッ群集とともに限られた針葉樹林であり，特微的景観を形成して

いる。土壌の堆積のほとんどない立地に生育し，一度破壊しつくすと復元まで多大の期聞を要す

る林分である。同時に，ウラジロモミーコメツが群落が生育することによって岩盤地に強く根系

をのぼすため立地の安定，立地保全の機能は少なくない。

　！8．　オオモミジガサーブナ群集

　　　瑚【iricaca玉手。・Fagetu瓢　crenatae（「蟄ab．20，　Legende　Nr．13）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。オオモミジガサーブナ群集は，林床にアサマヒゴタイ，サラシナショウマ，

ヤグルマソウなど広葉草本植物が高い植被率で生育するブナ林あるいはミズナラーブナ林であ

る。12～15mの高木第！層は，ブナ，ミズナラを中心に夏緑広葉樹が，70～80霧の植被率で林冠を

占める。高木第2眉および低木層は植傷率が10～30％と低い内分が多い。高木第2層および低木

層の構成種は，マルバマンサク，アオダモ，ミズナラ，ミヤマイボタ，ツリバナ，ハウチワカエデ，

ツノハシバミ，オオカメノキ，ウリハダカエデ，コゴメウツギなど夏緑広葉樹で大部分を占める。

草本層はスズタケの植被は少なく，コウモリソウ属C鷹α傭，オオモミジガサ属M∫プ磁。α伽な

どキク科植物やサラシナショウマ域α漉。加8π，シロカネソウ属盈ψッrz〃πなど広葉のキンポ

ウゲ科の草本植物が高い植被をなす。高木第1層に優隣するブナは，林分によリウラジロモミを

多く混じえたり，シナノキ，オオイタヤメイゲツ，ミズナラ，イヌブナと混生をなすことも少な

くない。オオモミジガサーブナ群集は，御坂峠，三ツ峠，大室山などの海抜1，400m以上で，年

間を通じ雲や霧の発生を多くみる立地を生育地とする。オオモミジガサーブナ群集は太平洋から

吹く湿気を多く含んだ空気が吹き込み，各山塊に直接あたることによって雲霧を生じやすい立地

となっている。雲霧帯のブナ林であり，吊手湿度が高く保たれるため嵩現翠柳3！～47種を数える。

　iii）群落の分布。オオモミジガサーブナ群集は宮脇・大場・村瀬1964により丹沢山塊において

報告されたブナ林である。海抜1，400mを下限に海抜1，700m前後まで分布し，夏季に太平洋から

の湿潤な季節風により霧の発生しやすい立地を生育地とする。三ツ峠のオナモミジガサーブナ群

集は特微的にウPジロモミを多く混生する。山梨県下では，丹沢山地，御正体山，三ツ峠，御坂

由地がオオモミジガサーブナ群集の生育地であり，県南に限られて分布する。
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　　　　Fig．！5　川西モミジガサーブナ群集断面模式
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　iv）群落の動態。オオモミジガサーブナ群集は林床に広葉草本植物が高い植被を示す，日本で

も限られた林床型のブナ林である。オオモミジガサーブナ群集の二次林は，ブナクラス域上部で

あるためもあり，ダケカンバ，ウダイカンバなどカンパ属B一如を多く混生するミズナラ林を

形成することが多い。湿潤な立地のため，二次的な植生であっても，モミジバグマ，コウモリソ

ウ，タガネソウ，ヤマタイミンガサなど草本植物の生育は良妊である。

　v）群落の区分。オオモミジガサーブナ群集はヤグルマソウ，サラシナショウマ，ツルキンバ

イ，アサマヒゴタイ，ワダソウ，ユキザサ，オオバショウマ，レンゲショウマ，ソバナ，クサレ

ダマを標徴種および区分種とする。

　vi）群落の保護・利用。山樂県下に残存するオオモミジガサーブナ群集は，その大部分が国立

公園，県立公園など自然公園内にあり，林分が十分保護されている。オオモミジガサーブナ群集は，

北半球の夏緑広葉樹林の代表的樹種であるブナ属．Fαg螂の優占する林分であり，しかも東アジ

アではチシマザサ，スズタケなど林床にササ類が繁茂する林分が多い中で，数少ない広葉草本植
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　　　Phot，22　オオモミジガサーブナ群集の林床。団団バショウマ，ヤグルマソウ，テ
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物を林床にもつブナ林である。そのため，オオモミジガサーブナ群集は，学術的にも価値が高い。

　19．　ヤマボウシーブナ群集

　　　Corno・Fagetu瓢crenatae（Tab．20，LegendeNL　14）

　i）相観。夏緑．広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。ヤマボウシーブナ群集は，山梨県下の海抜1，200～1，700mに分布するブナ林

である。15～！7mの高木第1層は被度・難度2・2～4・3でブナが優占し，ミズナラ，オオイタヤメ

イゲツ，イタヤカエデ，ウラジロモミを混生する。高木第2層はヒメシャラ，オオイタヤメイゲ

ツ，ブナ，ハウチワカエデなどが高さ8～！0m，植被率30～40％を示す。林床は高さ1～2mの

スズタケが難度・群度4・4～5・5とカーペット状の生育をなし，限られた難度でアオダモ，ミヤマ

イボタ，ミヤマガマズミ，ツリバナ，ヒロハツリバナ，叢叢イタヤメイゲツ，コミネカエデ，ナ

ナカマド，オオカメノキ，トウゴクミツバツツジ，ノリウツギ，コシアブラ，ヤマウルシなど夏

緑広葉樹が生育し，ゴトウヅル，イワガラミ，ツタウルシ，イトスゲなどもみられる。高い被度

を占めるスズタケの生育は，日射量の限定と生育の物理的制限を意味し，出現種数，｛頁存種の貧

化を生んでいる。冬季積雪量が1m以下で夏季に多くの降水量をみる表臼本に分布するヤマボウ
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シーブナ群集は，裏日本の冬季多雪地に分布するヒメアオキーブナ群集やマルバマンサクーブナ

群集と比較して，林床のスズタケ（ミヤコザサ）とチシマザサを始めイヌガヤとハイイヌガヤ，

カヤとチャボガヤ，クロモジとオオバクロモジと同位の種の分化とヤマボウシーブナ群集がウラ

ジロモミ，ツガ（コメツガ）など針葉樹を多く混生している点が指摘される。

　iii）群落の分布。ヤマボウシーブナ群集ぱ宮脇・大場・村瀬1964により神奈川県丹沢山塊によ

り報告された植生である。ヤマボウシーブナ群集は太平洋型気候条件下に生育し，林床にスズタ

ケが密生する典型的な表Ei本型のブナ林である。1．U梨県下の海抜1，200～1，700m付近には，笛吹

川，御岳林道などに残存する自然度の高い林分からブナが単木的に残存する林分まで点在してい

る。しかし，その残存面積は限られている。

　iv）群落の動態。ヤマボウシーブナ群集を潜在自然植生とする立地の大部分はカラマツ植林と

タリーミズナラ群集で占められている。ヤマボウシーブナ群集の高木第1層を構成するブナ，ウ

ラジロモミなどは古くから用材，パルプ材などとして用いられ，伐採されてきた。ヤマボウシー

ブナ群集は伐採跡地に生育するヤナギラン群落，ニシキウツギ群落など夏緑広葉樹の低木林の段
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　　　　Fig．16　ヤマボゥシーブナ群集断面模式
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階を経て，タリーミズナラ群集へ遷移する。ヤマボウシーブナ群集は，潜在自然植生として大き

な広がりをもっため，人為的干渉の程度に応じてさまざまな代償植生の生育が見られる。

　v）群落の区分。ヤマボウシーブナ群集は，ナナカマド，シナノキ，コミネカエデ，ヒロハツ

リバナを群集包丁種および区分種として，ブナの優塾する林分である。

　ヤマボウシーブナ群集は目凹イタヤメイゲツとヒメシャラが高木層に生育し，ゴトウヅル，ニ

キシウッギとともに亜群集区分種となるヒメシャラ亜群集とコメツガを区分種とするコメツガ亜

群集に下位区分繊来る。ヒメシャラ亜群集は立地的に土壌の堆積が厚い林分である。

　ヤマボウシーブナ群集は，オオモミジガサーブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落などとウ

ラジロモミ，ミツバツツジ，オオモミジ，イトスゲ，ヤマボウシ，クロモジ，スズタケ，ミヤコ

ザサなどの生育により標微および区分されるスズタケーブナ群団Sasamorpho－Fagion

crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964にまとめられる。さらに，ブナ，イタヤカエデ，

オオカメノキ，シナノキ，イワガラミ，ミズナラ，サワシバ，ツノハシバミ，シナノキなどを標

二種および区分種として，ササーブナオーダー　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．

！966，ブナクラスFagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964に上級単位が

まとめられる。

　vi）群落の保金・利用。ヤマボウシーブナ群集は，林床にスズタケが高い被度で生育するブナ

林であり，典型的な表日本型のブナ林である。ヤマボウシーブナ群集で代衰されるようなブナ林

は，山梨県を始め表日本のブナクラス域で最も安定した立地に発達する高木林であり，時間が経

過しても個々の構成種が消長をくり返し，世代交代をくり返しながらも，一定の群落構造と種組

成が維持される。

　20．　バクウンボクーイヌブナ群落

　　　Sf〃rακoδα8伽一Fα9π8ノμpoπεcα一Gesellsch麟（㌘aわ．20，二egende　Nr45）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。バクウンボクーイヌブナ群落はブナクラス域下部に自然植生として生育する

イヌブナ林，イヌブナーツが林である。バクウンボクーイヌブナ群落は高さ13～25mで植被率60

～90％の高木第1層にイヌブナ，ツガが優占し，ブナ，モミ，ミズナラ，抵ウチワカエデ，アカ

シデも混生する。高さ8～！2mを上限とする高木第2層はイヌブナ，ツガ，リョウブ，ウリハダ

ヵエデ，ウラジロモミ，サワシバ，カヤなどにより構成される。低木層は各植分により幅のある

高さと植被率で，コァジサイ，アオダモ，マルバウツギ，ダンコウバイ，クロモジ，ツジバナ，

ヤマウルシ，ヤマモミジ，ハリギリ，アカシデ，アワブキ，サワシバ，バクウンボク，ヤマツツ

ジ，ナツツバキ，ハコネウツギ，アプラチャン，ツリバナ，トウゴクミツバツツジ，ミヤマガマ

ズミなど夏緑広葉樹を中心に生育する。しかし，これら夏緑広葉樹の低木林の下層に0．5～2m

でスズタケあるいはミヤコザサが高い被度で生育する。草本層は0．5m前後で繁茂するスズタケ，
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ミヤコザサなどササ類を除くと5～30％の植被率でチゴユリ，ヘビノネゴザ，コカンスゲ，イワ

ガラミ，トラノオシダ，オシダ，ヒメカンスゲ，ミヤマイタチシダ，オクモミジバグマ，ヒメノ

ガリヤスなどが生育する。出現種数は22～56種と’下位単位により差があるが，自然度が高く発達

した林分であるバクウンボクーイヌブナ群落のマルバウツギ下位単位では35～45種の出現をみる。

高木第1層の優占種はイヌブナであり，ツガを多く混生し，一部の植分ではツガがイヌブナより

高い丁度で繁茂する。バクウンボクーイヌブナ群落はリョウブ，トウゴクミツバツツジ，ミツバ

ツツジ，ネジキ，ヤマツツジ，ウラジロノキなど火山灰地など酸性立地，基盤の露頭もみられる

ような乾生：立地と結びついて多く出現する種も高い常在度で生育する。山梨県下のバクウンボク

ーイヌブナ群落の立地は，その大部分が古来，富士火山帯の火山活動により火山灰をかぶってい

ることと，地形的にも起伏に富むブナクラス域下部であることがこれらの種の混生をうながして

いる。ヤマボウシーブナ群集など同じブナクラス域の夏緑広葉樹林と比較してバクウンボクーイ

ヌブナ群落は，高木第1層目常緑針葉樹のツガを多く混生しており，混交林としての相観を示す

林分が多い。やや凹状の緩斜面ではイヌブナがほぼ単一樹種で高木第1層に優占し，河川沿いの

急傾斜地，羅根に近く土壌の堆積の少ない立地ではツガを多く混生する。

　iiD群落の分布。山梨県下の海抜800m前後以上のブナクラス域で海抜！，200m前後以下のいわ

ゆるブナクラス域下部に生育する自然植生がバクウンボクーイヌブナ群落である。ウラジロガシ，

シラカシ，ピサカキ，アオキ，ヤブニッケイなど常緑広葉鮒の分布の上限はヤブツバキクラス域

の上限である。丹沢山塊や南日本，裏日本などではヤブツバキクラス域の上限に接してヒメナオ

キーブナ群集などブナの優占する林分が生育する。しかし，山梨梁の大菩薩嶺，秩父山塊，南ア

ルプスなどでは，年較差が大きく降水量：がやや少ない内陸性気候条件とフォッサ・マグナ帯と呼

ばれる比較的新しい地史の地域であるためブナ林の生育下限がヤブツバキクラス域の上限と一致

しない。吉岡（1952）らは中間温帯あるいは間帯として独立した植生域を主張している。バクウ

ンボクーイヌブナ群落は，丹波漢谷や柳沢川沿いの岩盤の北斜面にイヌシデ，サワシバ，クマシ

デ，アカシデなどイヌシデ属Cα2：勿zz‘∫の優占するミツデカエデークマシデ群落とともにブナの

優弄する林分にかわってブナクラス域下端付近の中生立地に生育する自然林である。

　イヌブナやクマシデ，サワシバなどクマシデ属Cαゆη鋸の優回する自然林が生育するのは海

からの影響を受けない表日本のブナクラス域下部を中心に分布し，東北地方南東部から九州まで

不連続ながら自然植生あるいは潜在自然植生としての生育地がある。

　iv）群落の動態。バクウンボクーイヌブナ群落は隣i接群落としてアブラチャソーケヤキ群集，

タマアジサイーフサザクラ群集，ヤシャブシ群落など砂礫の散在するやや不安定な立地を指標す

る植生が多く，バクウンボクーイヌブナ群落も，その多くが急駿な地形をなし，ツガを混生す

る。したがって，バクウンボクーイヌブナ群落の二次植生は，ヤシャブシ群落やタマアジサイー

フサザクラ群集に類似する林分が成立する。

　v）群落の区分。バクウンボクーイヌブナ群落は，群落区分種としてイヌブナ，ツガ，バクウ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　賎譲・，

灘難

難。

馨1

　騰難

　　　Pho毛．23　白鳳漢谷のバクウンボクーイヌブナ群蕗。

3孟ッ1η¢o加∬ピα．Ezgπ∫ブ硯ρo／zゼ。α．Gesellschaft　im　Hakho，Ta1（1700m）．

ンボク，コアジサイ，ナツツバキが生育する。バクウンボクーイヌブナ群落は，下位単位区分種

が生育しない典型亜群集とマルバウツギ，ダンコウバイ，チゴユリ，カヤ，コバノガマズミ，モ

ミ，ヒメカンスゲ，シラキ，ミヤマハハソ，アワブキを区分種とするカヤ亜群集に細区分され

る。典型亜群集は林床にスズタケが高い植被率で生育し，出現種数も19～41種と少ない。カヤ亜

群集は｝：1二｝現種数35～6！種を数え，海抜800m前後のヤブツバキクラス域と接する付9近の林分など

が含まれる。
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譲灘．

蟻鍵震 ・熱闘）罐，

Phot．24　ウラジロモミ，ツガを混じえるバクウンボクーイヌブナ群落（早川）。

5オ：yノη滋。わα∬’α一難9～‘∫ブ41）oπ沈α一Gesellschaft　mit託1房e51～oノπo♂ゆピ5，　lr∫z‘9α読η8ノ昌∫ヴbあα

（Hayakawa，1500m）．

　バクウンボクーイヌブナ群落と類似する林分としてサワシバ，クマシデ，アカシデなどの優占

するミツデカエデークマシデ群落が丹波漢谷付近に限られた面積ずつながら生育しており，植生

図では同一凡例としてまとめられた。

　vi）群落の保全・利用。甲武儒岳から雲取山にかけての南斜面，大菩薩嶺の川榎，三ツ峰，県

断端の各峰々の中腹に不連続にバクウンボクーイヌブナ群落が生育しており，イヌブナ，ツガ，
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ミズナラ，ウラジロモミなどの大木が多くみられ，用材，パルプ材などとして現在も伐採されて

いる林分もある。しかし，バクウンボクーイヌブナ群落域は，カラマツ植林の良好な生育が必ず

しも保証されず，真木小金沢付近などでは土壌侵食，土地の二次的荒廃をまねいている地点もみ

られる。

　21．　シノブカゲマーヒ：ノキ群集

　　　Rumohro騨Cha】割aecypar至et眠m　o憂｝tusae（Lege轟deNr．16）

　i）相観。常緑針葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。富士山北西の裾野の青木ケ原溶岩流は，青木ケ原樹海とも呼ばれ，ツガ，ヒ

ノキの優占するシノブヵグマーヒノキ群集が広い生育域を占めている。青木ケ原樹海に生育する

シノブカグマーヒノキ群集は高木第1層の樹高が14～22mに達っし，ツガ，ヒノキ’，ヒメコマツ，

ハリモミなど針葉樹を中心にヨグソミネバリ，ミズナラ，コハウチワカェデなど夏緑広葉樹も単

木的ではあるが高い常在度で生育する。植被率75～80％で高木第1層が被われる林内は比較的貧

弱である。高さ8～12mの高木第2層の植被率は10～30％，2～6mの低木層の植下率は3～20

（70）％と低い。立地は864年（貞観6年）に長尾山寄生火口から流出し約1，100年程経過した青木

ケ原溶岩流上であり，凹凸に富む地形で土壌の発達は十分とはいえない。そのためクロソヨゴ，

ソヨゴ，アセビ，タカノツメ，ミツバツツジ，ホツツジ，スノキなどが高木第2層以下に特微的

に生育する。冬季，夏季を問わず多くの降雨日数，降雪日数を数え，年間2，000mmを越える降

水量があり，湿潤な立地あるいは多湿地となっている。三冠をツガやヒノキが厚く被うため門内

の照度は低く，風穴の例からも判定されるように低い林床気温を示す。そのため海抜1，000斑前

後にもかかわらずブナ，イタヤカエデ，コミネカエデ，イチョウラン，ツマトリソウ，ゴカヨウ

オウレンなど海抜1，400n1以上（ブナクラス域中部以上）に主に分布する種群がみられる。

　草本層は亜群集によって大きく植被率を異にするがシノブカグマ，ツルアリドウシ，ホソバ】・

ウゲシバ，ミヤマイタチシダ，ヘビノネゴザ，ミヤマウズラ，夏緑広葉樹の幼樹が生育する。

　シノブカグマーヒノキ群集にまとめられる青木ケ原樹海はツガ，ヒノキの針葉樹と，ミズナラ

を中心とする下縁広葉樹などによって相観や高木第1屡の優占種を異にする林分が含まれている。

このような変化性がシノブカグマーヒノキ群集の他の群集とは異った特徴ともなっている。

　iii）群落の分布。シノブカグマーヒノキ群集は山梨県下では青木ケ原の海抜goo～1，300m付近

に主な生育域をもつ。青木ケ原は東西8km，南北6kmで，一部がカラマツなどの植林やミズナ

ラなどの二次林，低木林となっているが，大部分をシノブカグマーヒノキ群集で占められる。

　iv）群落の動態。シノブカグマーヒノキ群集は，凹凸に富む立地条件であるため，相観的にも，

種組成上も，群落構造上も林分によって幅があり，特異な群落を形成している。同時に，青木ケ

原はヒノキを中心に古くから間伐など人為的干渉が加えられてきており，原生林として残存する

シノブカグマーヒノキ群集から夏緑広葉樹の低木林，二次林まで必ずしも明確な境界をもたずに
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　　　　　　　　　　　Fig．！7　シノブカグマーヒノキ群集断面模式

　　　　　Vegetationsprofil　des　Rumohro－Chamaecyparietum　obtusae
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複雑にからみあって生育している。一度伐採されたシノブカグマーヒノキ群集は，ミズナラ林ま

での復元が行なわれるがツガ，ヒノキの優了する自然林に復元するにはかなり長い時間を要する

傾向がある。

　v）群落の区分。シノブカグマーヒノキ群集はツガ，クロソヨゴ，ヒノキ，ミツバツツジ，ヒ

メコマツ，ソヨゴを標三種および区分種とする。シノブカグマーヒノキ群集は前田禎三（195！）

のヒノキ型森林についての群落学的研究により報告されたものであり，青木ケ原のヒノキ林はシ

ノブカグマーヒノキ群集のアセビ亜群集とされる。また，鈴木時夫1952はアセビーツが群集とし

て同一の林分を報告している。ヒノキ型森林については総合的な比較検討の余地が残されている。

　vi）群落の保全・利用。シノブカグマーヒノキ群集は，富士山の溶岩流上に生育するヒノキー

ツガ林であり，ブナクラス域下部にあるにもかかわらず，海抜1，400m以上に主な生育域を有す

るツマトリソウ，ゴカヨウオウレンなどの種群の生育もみられる特異な林分であり，残存面積も

画として広がりを多くもっている貴重な植生の一・つとしてあげられる。交通量の増加は青木ケ環〔

のシノブカグマーヒノキ群集に不健全な影響を及ぼしつつある。
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　22．　ハリモミ群落

　　　P∫cθαpo砒α・Gesel藍scha£t（Tab．21，　Legende　Nr．17）

　i）相観。常緑針葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。山中湖の北側，鷹丸尾（山梨県忍野村）にはハリモミの純林が約60ha残存し

ている。樹高が15～18mに生育し，樹令250年，胸高直径30～40cmにたつするハリモミが高木

第1層に優配するハジモミ群落は，富士山中腹より流れる鷹丸尾溶岩流の末端に位置している。

ハリモミ群落は高木第1層に優占する・・リモミの下層にあたる高木第2層を欠き，3～4mの低

木層にリョウブ，ウリカエデ，ツクバネウツギ，サワダッ，ダンコウバイ，ソヨゴ，ヤマウルシ，

ミヤマイボタ，マメザクラ，ツノハシバミ，ハナイカダ，サワフタギ，オトコヨウゾメ，スノキ，

ムラサキシキブ，コハウチワ八口デ，アズキナシ，ヒロハツリバナ，サワシノ㍉ノリウツギ，メ

ギ，アオハダ，コゴメウツギ，ナナカマド，カンボク，イタヤカエデ，コマユミ，バイカウツギ，

カマツカ，ウツギ，サラサドウダン，トウゴクミツバツツジ，サルナシ，ナツツバキ，ミヤマガ

マズミ，ハリギリ，ミズナラなど夏緑広葉樹が混生している。草本層は30～40％の植被率でヒメ

ノガリヤス，マイヅルソウ，イワガラミ，ツルアジサイ，クジャクシダ，タチツボスミレ，ヤマ

ウグイスカグラ，イワイタチシダがみられる。ハリモミ群落は，溶岩流の末端で山中湖からの伏

流があるような水分条件にめぐまれた，あるいは地下水位が高い立地となっており，タチハイゴ

ケなど蘇苔類の生育もみられる。

　ハリモミ群落は出現種数54～60種となり，ミヤマクマワラビ，ノリウツギ，クサソテツ，ジュ

ウモンジシダ，ミゾシダ，タニタデ，イヌガンソクなど水分条件にめぐまれた立地と結びついた

種群の生育と，リョウブ，ソヨゴ，ヤマウルシ，スノキ，ツクバネウツギ，ヒメノガリヤスなど

溶岩流上の酸性立地と結びついた種群の混生がみられる。ハリモミ群落はこれらの種群が細かく

凹凸に富む溶岩流の地形の差に応じてモザイク状に成立している。

　iii）群落の分布。ハリモミの天然分布は福島県南端の帝釈山，八溝山を北限に，夏季に多くの

降水量をみる表日本のブナクラス域に点在し，鹿児島県の高歯山を南限とする。ハリモミの多く

はモミ，ツガ，ウラジロモミ，コメツガなど針葉樹やブナ，イヌブナ，ミズナラなど夏緑広葉樹

と混在して林冠を形成することが多い。鷹丸尾のようにハリモミの純林は，現在窟士山北側の溶

岩流上を除いて他には見られない。ハリモミは冬季に多くの降水量（多雪）のある裏日本型気候

条件下にはまったく分布をみないで，一般に適潤地からやや湿潤な立地，さらに溶岩地や傾斜の

ゆるやかな斜面に多く分布する（林1969）。

　iv）群落の動態。鷹：丸尾のハリモミ群落は，かつてより広い生育面積を占めていたが，道路の

建設，明治以来の伐採や山火事などにより約60ha残るにとどまっている。しかも，高木第2層を

欠くハジモミ林であり，群落構造上もやや不安定となり，一部では高木第2層のハリモミの枯死

も少なくない。限られた残存面積と群落構造上の閲題点は，ハリモミ群落の退行遷移を生み，ウ

ツギ，ヤマツツジ，ニシキウツギなど低木林やススキを混生する林分を形成している。
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　v）群落の区分。ハリモミ群落は，高木第1層にハリモミが優占して生育することによって区

分される。同時に，溶岩流上という貧養：立地を指標してリョウブ，ソヨゴ，ヤマウルシ，トウゴ

クミツバツツジ，スノキなどの種群と，ジュウモンジシダ，リョウメンシダ，ミヤマクマワラビ

など湿潤な立地条件と結びついた種群との混生が持徴的である。

　vi）群落の線全・利粥。鷹丸尾に生育するハリモミ群落は日本で残存するハリモミ純林として

唯一のものであり，晶出由の溶岩流上に生育する自然植生として学衝的評価の高いものである。

しかし，ハリモミ群落の保：護は完全：なものではなく，枯死木も目立ち退行遷移を示す林分も少な

くない。天然記念物指定と柵の設定がハリモミ群落の録護を意味するのではなく，より詳細な学

術調査とそれに基づく保護・保全策を行なうことによってはじめてハリモミ群落が持続的な価値

を課証される。

　23．　コカンスゲーツが群集

　　　Car呈ci印Tsugeもum　sie凌｝oldii（Tab．22，　LegendeNr．18）

　i）相観。常緑針葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。コカンスゲーツが群：集は！3～22m，憾被率70～80％の高木第1層に常緑針葉

樹であるツガが優占する。ツガの他に，高木第1層を構成する樹種はイヌブナ，クマシデ，ヤエ

ガワカンバである。高さ7～10m，植被率25～40％の高木第2層および高さ2．5～3．5m，野州率

25～40％の低木層は，ツガ，ウラジロモミなど針葉樹の他にリョウブ，ダンコウバイ，アオハダ，

ヤマツツジ，ミツバツツジ，ミヤマガマズミ，ミズナラ，アオダモ，イヌブナ，ハウチワカエデ，

クロモジなど夏緑広葉樹が多く生育している。これらの夏緑広葉極1はスズタケーブナ群団やコナ

ラーミズナラオーダーとの共通種でもある。高さ0．3～0．6mの草本層ぱ植被率！0～40％となる。

ヘビノネゴザ，コカンスゲ，オクモミジバグマ，アキノキリンソウ，ナルコユリなど草本植物の

他にアオダモ，ツガ，ダンコウバイ，ウラジロヨウラクなど低木層を構成する．種の幼樹が草本層

にも生育している。

　コカンスゲーツが群集は，高木第！層にツガが高い被度で優出し，高木第2層および低木層に

は夏緑広葉樹を中心に生育し，草本層の禺現高数は少なく，植被率も低い。出現忌数14～58種と

立地の安定度や隣接群落など林分によって幅があり，コカンスゲーッが群集の特徴ともなってい

る。韮崎市甘利出のさわら池脇のツガ林の立地は人頭大のレキ地である。コカソスゲーツが群集

は土壌の厚くない向陽斜面を中心に線または小塊状に生育域をもつ。

　iii）群落の分布。ツガ林は関東地方以南の海抜1，500m付近以低に分布域をもち，コカンスゲ

ーツが群集は鈴木時夫1949によって天竜川上流域の海抜750～！，540m付近で報告されており，1」．1

梨県下のツガ林も同一群集にまとめられる。

　コカンスゲーツが群集の具体的な位1置と広がりが植生図hに寿ミされているように，県下の海抜

1，400m付近以低のブナクラス域には点々とコカンスゲーツが群集の生育をみることができる。
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　　　Fig．18　コカンスゲーツが群集断面模式
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とくに大菩薩嶺から黒岳にかけての東斜面，早川流域およびその支流沿いには数多くのコカンス

ゲーツが群集が線状あるいは小塊状に分布する。

　iv）群落の動態。コカンスゲーツが群集を潜在自然植生とする立地は，一度破壊されると所々

に岩礫があらわれススキ，トダシバ，ニシキウツギ，ウツギ，ナワシロイチゴなどが生育する荒

地の様子を呈することが多く，破壊されたあとの遷移の進行は著しくおそい。
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　v）群落の区分。コカンスゲーツが群集は，ツガ，コカンスゲ，オトコヨウゾメとウラジロヨ

ウラクが群集標徴種および区分種’として生育することによって区分される。ほぼ同一の立地に生

育し海抜1，400～1，500mを境として垂直的にコカンスゲーッが群集とウラジロモミーコメツが群

落はすみわけている。コカンスゲーツが群集には，ウラジロモミを混生する林分もあるが，リョ

ウブ，オトコヨウゾメ，ツガ，コカンスゲなどの生育によってもウラジロモミーコメツが群落と

は区分することができる。

　vi）群落の保全・利用。コカンスゲーツが群集は，一度伐採その他によって破壊すると限られ

た厚さで堆積している表層土も流出して夕冷や基盤が露験してしまう。長い時聞をかけて堆積し

た薄い土壌下上のツガ，リョウブなどの広く張った根系は急傾斜地や尾根筋で土砂の移動を最小

限にとどめ，立地の安定をもはかっている。

　24．ヤマツツジーアカマツ群集

　　　Rhododendro　kae】飢茎）feri－P圭netum　densif隻。習ae（Tab．23，LegendeRτ・玉9）

　i）相観。常緑針葉樹林。

　ii）群落の形態。富士山麓の剣丸尾などの溶岩流上，昇伯峡を中心とする安山岩，尉面岩など

の母岩露廷1の向砂地にはヤマツツジーアカマツ群集にまとめられる自然植生としてのアカマツ林

が生育している。ヤマツツジーアカマツ群集は，関蔭以西に分布するモチッツジーアカマツ群集，

コバノミツバツッジーアカマッ群集に対して関東，東北を中心に生育するアカマツ林であり，自

然植生から代．償植生（二次林）まで広く含まれる。自然植生のヤマツツジーアカマツ群集から二

次林さらに植林されたアカマツ林まで，種組成的にも群落構造上も漸新的変化であり明確な境界

は見出せない。本報告においては，アカマツ植林とアカマツニ次林を凡例番号44とし，ヤマツツ

ジーアカマツ群集にまとめられ，自然植生および自然植生に準じる植生が凡例番号19として区分

された。したがって以下に述べられるヤマツツジ～アカマツ群集は自然植生を中心とする狭義の

群落である。

　ヤマツッジーアカマッ群集は土壌の厚さや立地の安定度により高木層に優占するアカマツの樹

高も7～17mに及ぶ。アカマツを中心とする高木層の植被率は40～60％と疎林の傾向を示す。低

木層は2～4mの高さでネジキ，ヤマツツジ，ミツバツツジ，トウゴクミツバツツジ，サラサド

ウダン，ナツハゼ，ネズなどアカマツ群団の種群や，コナラ，ヤマウルシ，アオダモ，ウリカエ

デ，ツクバネウツギ，コバノガマズミ，オi・コヨウゾメ，アオハダ，ガマズミなど夏緑広葉樹が

生育する。草本層は！0～20（50）％と低い植被率でワラビ，コウヤボウキ，オオアブラススキ，シ

ュンラン，オケラ，タチドコロ，アキノキリンソウ，サルマメなどが生育する。出現画数は平均

種数が23種で9種から34種まで幅がある。限られた厚さの土壌しか堆積しない岩盤地であっても

アカマツを始め根系を縦横に張りめぐらされ，シモプリゴケなど蘇苔地衣類の生育もみられる。

　iii）群落の分布。ヤマツツジーアカマツ群集として今回調査資料が得られたのは，塩山，昇仙
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　　　Phot．25岩盤が露辻1し土壌の堆積のない立地に自然植生として生育するモチツツ

　　　　　　　ジーアカマツ群集（昇仙峡）。

　　Rhododendro　kaempferi．Pinetum　densiflorae　alsnat荘rlicheVegetation
　　auf　entb16Btem　Gestein　und　Felsen（Shosenkyo，550m），

峡，千代田湖の海抜450～610mの各地点である。県下には富士由麓の剣丸尾，敷島町から甲府市

北部にかけての昇仙峡を始めとして海抜1，2GOm前後以下のブナクラス域，ヤブツバキクラス域

の母岩露編地，貧養護生な尾根筋などに小面積で線状または帯状に立地条件に対応してヤマッツ

ジーーアカマツ群集が分布する。限られた面積の林分も含めるとコケモモートウヒクラス域以上の

高地を除く県下ほぼ全域にわたって分布している。
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　iv）群落の動態。比較的新しい溶岩流上や安山岩，審尋岩など母岩の露出している向陽地を主

な生育地とするヤマツツジーアカマツ群集は，台風や大爾などの影響，伐採・山火事など人為的

撹乱が行なわれることにより，植被率の低いススキ草原に退行遷移し，その復元には多くの時間

を要する。尾根筋など水分条件にめぐまれない向陽斜面では，軽度の人為的掩乱が行なわれても

表層土の流出と貧養化を招き，ヤマツツジーアカマッ群集の生育地となる。

　v）群落の区分。ヤマツツジーアカマツ群集はアカマツ，ネジキ，ヤマツツジ，ネズ，ミツバ

ツツジ，トウゴクミツバツツジ，ヒノキ，リョウブ，サラサドウダンとナッハゼの生育により標徴

および区分される。しかも，これらの種群の大部分はアカマツ群団P短ion　densiflorae

の標徴種および区分種である。中部地方以東，関東，東北に分布するヤマツッジーアカマッ群集

は，近畿以西に分布するコバノミツバツツジーアカマツ群集，モチツツジーアカマツ群集と同位

の群落である。

　vi）群落の保金・利用。ヤマツツジーアカマツ群集は，土壌の堆積のほとんどない乾生な向陽

立地に生育する森林植生である。したがって，ヤマッツジーアカマツ群集の伐採は，限られた厚

さの土壌の流出と土砂の移動を意味する。

　ヤマッッジーアヵマツ群集は，高木層に40～60％の被度で生育するアカマツの高木層の林床に

2m以下の低木層および草本層の三三する林分であり，群落構造は高木林であるにもかかわらず

貧弱となっており，各種施設や道路を設けるには適地とはいえない。

　25、　アブラチャンーケヤキ群集

　　　Para贋）enzo　praecox－Ze玉koveもum（Tab．24LegenδeRr．20）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。アブラチャンーケヤキ群集は，高さ！8～22mにたつする高木第1層にケヤキ

が高い植被率で優罪する夏緑広葉樹林である。群落の階層は4～5層構造をなし，高木第！層は

ケヤキ，クマノミズキ，ウラゲエンコウカエデ，イヌシデなどが生育し，高木第2層および低木

層はヤマブキ，ダンコウバイ，アプラチャン，コナラ，ガマズミ，イロハモミジ，ハナイカダ，

サンショウ，バイカウツギ，アズキナシ，サワシバ，コマユミ，コバノガマズミ，アサダ，ヤマ

コウバシ，ケンポナシ，イタヤカエデ，ウリノキ，マルバウツギなど夏緑広葉樹を中心にイヌガ

ヤ，カヤ，フジなども生育する。高木第2層および草本層は植被率が30～65％を占めるのに対し，

草本層は！0～40（50）％とやや低い植被率をなす。草本層の主な構成種はチヂミザサ，イヌワラビ，

フタリシズカ，ヒカゲスゲ，ナルコユリ，タチツボスミレ，クマワラビ，ミズヒキ，アケビ，フ

キ，クジャクシダである。

　アブラチャンーケヤキ群集は太平洋のブナクラス域下部に生育する漢谷林であり，V砂谷に帯

状の分布や，凹状斜面に沿って扇状の広がりをなす砂礫の散在するような斜面であり，崩積土の

移動もあるため林床の植生は必ずしも均質ではない。したがって出現種数も33～57種と輻がある。
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　iii）群落の分布。今回植生調査資料が得られた山梨県下のアブラチャンーケヤキ群集は安部川

林道，保之瀬，塩川，増窟，寸拝11山，上九一一色，Fl三殊の海抜500～930mの各地点である。

　アブラチャンーケヤキ群集は山梨県下のブナクラス域に生育するケヤキ林であり，三珠町，下

部町の西側などでは家屋の裏手，周囲などに単木的にケヤキーの残存生育を多くみる。表日本のケ

ヤキ林はヤブツバキクラス域でイロハモミジーケヤキ群集，コクサギーケヤキ群集，シラカシ群

集ケヤキ亜群集がまとめられており，ブナクラス域のケヤキ林は，その大部分が今回山梨県で生

育がみとめられたアブラチャンーケヤキ群集と考察される。アブラチャンーケヤキ群集は海抜

1000m付近で上限をミヤマクマワラビーシオジ群集，海抜500～800mで下限をイロハモミジーケ

ヤキ群集に接する。

　iv）群落の動態。アブラチャンーケヤキ群集は，夏緑広葉樹からなる漢谷林であり，より不安

定立地でタマアジサイーフサザクラ群集，ヤマハンノキ群落など亜高木林の生育地となり，より

乾生な立地ではコナラ，ミズナラさらにモミ，ツガの優曝する林分を形成する。したがって，ア

ブラチャソーケヤキ群集としてとりあっかわれた林分の一部に土砂の移．動のみられる部分がある

ことも少なくない。タマアジサイ，クサコアカソ，フキ，ノイバラなどアブラチャンーケヤキ群

集にはタマアジサイーケヤキ群集など不安定立地に生育する群落と共通種が混生する。また，芦

川や桂川およびその支流など河川の南側に大きな峰の連なりのあるところでは，日射量：が極端に

　滋羅薬綜転灘暗黙蓼繋犠鵜縫

　　　　　　Phot．26　アブラチャンーケヤキ群集の相観（上九一色村）。

Physiognomie（les　Paエabenzo　Pτaecox－Zelkovetum（Kamiku・isshiki，850m）・
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少なく，微気象的にも寒冷な立地となり海抜800m以下のヤブツバキクラス域でも，アブラチャ

ンーケヤキ群集の生育をみる。

　v）群落の区分。アブラチャンーケヤキ群集は，ケヤキ，ヤマブキ，ダンコウバイ，イロハモ

ミジ，アプラチャン，クマノミズキ，ミズキ，イヌワラビなど夏緑広葉樹の漢谷林のケヤキ林共

通の群団であるケヤキ群囲Zelkovion　serratae　Miyawakieta1．！977の種の生育により

特徴づけられる。富山県などで発表されているチャボガヤーケヤキ群集，ケンポナシーケヤキ群

落（宮脇ら1977他）など裏日本に主な生育域をもつケヤキ群団の各群落とはカヤ，イヌガヤ，コ

ゴメウツギ，クロモジ，バイカウツギなどの生育と，チャボガヤ，ヒメアオキ，オオバクμモジ，

醗ζミ）の
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　　　　Fig．19　アブラチャンーケヤキ群集断面模式
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ハイイヌガヤ，オクノカンスゲ，サカゲイノデなどが生育しないことにより区分される。同じ表

日本に生育するケヤキ林であるイロハモミジーケヤキ群集とは，ジャノヒゲ，ヤブラン，アラカ

シ，ナンテン，ヤブコウジ，ヤブッバキ，シラカシなどヤブツバキクラスの種が混生しないで，

バイカウツギ，ウツギ，サンショウ，イヌシデ，チヂミザサ，トラノオシダ，タマアジサイが生

育することにより険嶺および区分される。

　アブラチャンーケヤキ群集はアカシデ，ミツデカエデ，チドリノキ，コンテリギを区分種とす

るミツデカエデ亜群集とクマシデ，ウラゲエンコウカエデ，フタリシズカ，コゴメウツギ，ヤマ

ウルシ，ッノハシバミ，ハンショウヅル，ヒカゲスゲを区分種とするヤマウルシ亜群集に下位区

分される。ミッデカエデ亜群集は，亜群集区分種がバクウンボクーイヌブナ群落の区分種あるい

は恒存種であることからも判断されるように，ヤマウルシ亜群集より水分条件にめぐまれた，土

壌の堆積が比較的厚い林分である。ヤマウルシ亜群集は，林床に礫が多く散在することの多い立

地や人為的干渉あるいは土砂の移動のあるところに生育する林分である。ヤマウルシ亜群集はさ

らにニシキギ変群集，典型変群集，カスミザクラ変群集に細区分される。ニシキギ，キブシ，ホ

ソバヵンスゲ，カラマツソウを区分種とするニシキギ変群集は塩川や増血で得られたケヤキ林で

あり，やや風化した基盤上に崩積土，集積土や礫などがやや不均質に堆積している。そのため出

現種壷44～56種と多い。典型変群集は患現種壷が33種と少なく，二次的なケヤキ林とされる。カ

スミザクラ変群集には，三珠町の亜高木林も含められるが，上九一色で得られたケヤキ林である。

上九一色のカスミザクラ変群集はヤブツバキクラス域の上端付近の北斜面に生育する林分である。

各植分は線状あるいは小塊状であり，スギやモウソウチクなどの混生も少なくない。アブラチャ

ンーケヤキ群集は，イロハモミジーケヤキ群集，富山など（宮脇ら1977）で発表されているチャ

ボガヤーケヤキ群集，男鹿（宮脇ら1972）のケンポナシーケヤキ群落などとケヤキ，ヤマブキ，

ダンコウバイ，ケンポナシ，イロハモミジ，アプラチャン，クマノミズキ，ミズキ，イヌワラビ

などを標徴種および区分種としてケヤキ群団Zelkovio穀serrataeMiyawakietal．1977

にまとめられる。ケヤキ群団は，さらにコナラ，ツリバナ，ガマズミ，コマユミ，ウワミズザク

ラ，アズキナシなどを標微雨および区分種としてコナラーミズナラオーダーQuercetaha

se∬ato－grosseserratae　Miyawakle£al，1971にまとめられる。　　，

　v圭）群落の保全・利用。アブラチャンーケヤキ群集は，漢谷沿いに小面積で残されており，断

片的なものや高木第1層に優臥するケヤキの植栽が集落やその裏手にみられることも少なくない。

一定の土壌の堆積と水分条件が満されるとケヤキの生育は著しく良く，林分としての復元が短期

間に可能である。しかし，アブラチャンーケヤキ群集の生育地は，必ずしも安定した立地ではな

く，伐採等により二次的に土砂崩壊の生じやすい立地である。したがって，潜在自然植生がアブ

ラチャンーケヤキ群集域は建造物の設置など積極的土地利用には十分な注意を必要とする。アブ

ラチャンーケヤキ群集域は土壌の堆積が少ない砂礫地であり桑畑，コンニャク畑などの生産緑地
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として利用されているにとどまっている。

　26。　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　Hydra滋geo・Eupte董etum　polyanむae（ワab・25，Lege賊eN二21）

　i）相観。夏緑広葉樹の亜高木林。

　ii）群落の形態。ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけての面谷沿いなど崩壊

性の強い立地に生育するのがタマアジサイーフサザクラ群集である。今回植生調査資料が得られ

たタマアジサイーフサザクラ群集は南都留郡道志，大菩薩嶺東部山麓の小金沢，鉄心，南巨摩郡

増穂町金山鉱泉，芦川村の地点で海抜550～980mに及んでいる。タマアジサイーフサザクラ群集

は樹高が10m前後のフサザクラ，ヤマハンノキ，ミズキ，イヌシデなど夏緑広葉樹が林冠を形成

する亜高木林である。水分条件にめぐまれ，あるいは数年に一回の増水時の土砂の流出により物

理的破壊作用を受ける谷状地で，比較的養分供給が豊かな崩壊性の強い立地である。そのためタ

マアジサイーフサザクラ群集を構成する亜高木は一般に樹高に比較して直径が細い。タマアジサ

イーフサザクラ群集は，安定した立地で20mに達する林分（箱根他）も一部にあるが，一般に斜面

に沿って細長くあるいは塊状に生育し，林冠を形成するフサザクラの他にタマアジサイ，ムラサ

キシキブ，サワシバ，アプラチャン，ウツギ，ムカゴイラクサが高い常在度でみられる。崩壊性

の強い立地は，そこに生育する植生の均質性が低く，今回5つの調査地点で得られたタマアジサ

イーフサザクラ群集にあっても出現種数21～70種と差が著しく，出現区数1回の種も少なくない。

　タマアジサイーフサザクラ群集は標五種および区分種としてフサザクラ，タマアジサイ，ムカ

ゴイラクサ，ヤマアジサイの生育により区分される。タマアジサイーフサザクラ群集の生育地は

人頭大の印面が散在しており，同時に隣接地から流入した有機質に富む土壌が岩心を埋めるよう

に厚い堆積がみられる。

　iii）群落の分布。タマアジサイーフサザクラ群集は山梨県下で海抜500m前後からアブラチャ

ンーケヤキ群集の上限である海抜1，100m前後までの漢谷沿いに生育する。その生育面積はきわ

めて限られており植生図上では一部がアブラチャンーケヤキ群集とほぼ同一地にみられる。神奈

川県下の丹沢山塊や箱根山域では海抜500～1，250m前後に渡っての生育が報告されている（宮脇

三口972）。タマアジサイの分布域が東北南部から近畿東部にかけての表日本であることもあり，

タマァジサイーフサザクラ群集の生育地は，本州中部の表日本を中心にヤブツバキクラス域上部

からブナクラス域下部に及んでいる。

　iv）群落の動態。自然植生として生育するタマアジサイーフサザクラ群集はアブラチャンーケ

ヤキ群集あるいはイ・ハモミジーケヤキ群集のマント群落の性格をもち，ケヤキ林より不安定立

地に生育した亜高木林である。しかし新たに設けられたノリ面岩礫地，ケヤキ林伐採後地，河辺

の岩礫地にもタマアジサイーフサザクラ群集あるいはその断片的な林分の生育がみられる。しか

しその生育面積は限られている。またタマアジサイーフサザクラ群集は増水による土砂移動，隣
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　　　　Fig．20　タマァジサイーフサザクラ群集断面模式
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接する植生の破壊等によっても二次的に破壊されたり林分の後退をみる。植林地としても不適地

であり，林分の現存量も多くないので林分の伐採等は従来あまり行われていなかった。しかし間

接的に林分の荒廃が著しく，種組成的にも個々の調査地点毎に変動が大きい群落である。

　v）群落の区分。今回5地点で調査資料が得られたタマアジサイーフサザクラ群集は，エンコ

ウカエデ，ホオノキ，アオハダ，カマツカ，ウリハダカエデ，ミズナラ，ツルニンジン，サンシ

ョウ，マメザクラを区分種とするミズナラ亜群集と亜群集区分種として特別の種が生育しない典

型！距群集に下位区分される。典型亜群集は出現種数2！～40種で傾斜角が35。と急斜面でより不安

定立地に生育する。ミズナラ亜群集は海抜高度が典型亜群集より高いブナクラス域に生育し，出

現種数も59～70種と豊かである。

　タマアジサイーフサザクラ群集はコナラーミズナラ林（クリーコナラ群集，クヌギーコナラ群
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集など），の上級単位であるイヌシデーコナラ群団Carpinio－Quercion　serratae，

Miyawakietal．1971コナラーミズナラオーダーQuercetaliaseτrato－grosseser－

ratae　Miyawakieta1．197！に，サワシバ，チドジノキ，クマシデ，イヌシデなどを標徴種

および区分種としてまとめられる。

　v）群落の保全・利用。タマアジサイーフサザクラ群集の立地は植林など積極的土地利用に不

適地であるため水源保安林，斜面保全林として機能してきた。またケヤマハンノキなどタマアジサ
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Phot．27　ブナクラス域の漢谷林であるミヤマクマワラビーシオジ群集（真木小金沢林道1！00m）。

　　　Dryoptrio－Fraxinetum　spaethlanae，　Berg．Schluchtwaldiin　Fagetea
　　　crenatae．Gebiet（Makl．Kogamezawa，1！00m）．
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イーブサザクラ群集の構成種の一部は道路のり面などに植栽して斜面保全の機能を果してきた。

　27．　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　　1）rypもerio鱒F罫ax三口etu凱　spaethiauae（Tab．26，1・ege餓deNL　22）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林，漢谷林。

　ii）群落の形態。高木第1層にシオジが優占し，高木第2層，低木層，および草本層にもそれ

ぞれシオジの若令木が多数生育している。高木第2層にはシオジの他にホオノキ，チドリノキ，

ヒナウチワカエデ，オニイタや等とカエデ類A66プが多く混生しているがそれらの植被率は小さ

い。低木層にはヒナウチワカエデ，アサノハカエデ，コハウチワカエヂ，ウリカエデのカエデ類，

ミヤマイボタ，コマユミ，ヤマアジサイ等を混生している。これらの低木類の植被率も小さく，

シオジの若三木が50％以上の植被率を占めている。草本層の植被率は20％ほどでミヤマクマワラ

ビ，ミヤマシケシダ，ジュウモンジシダ，ホソイノデ，ヘビノネゴザのシダ類，カメバヒキオコ

シ，テバコモミジガサ，シラネセンキュウなどの比較的高層の草本植物が散生している。

　iii）群落の分布。山梨県下では大菩薩嶺など海抜1，000m付近以上のブナクラス域の漢谷林と

してミヤマクマワラビーシオジ群集が生育する。

　ミヤマクマワラビーシオジ群集は今日まで中部地方内陸部，中国地方の瀬戸内海側，四園，九

州北部から報告されている。

　iv）群落の動態。ミヤマクマワラビーシオジ群集は漢谷林であり，山地谷部斜面から谷底に発

達するが，土壌条件的には水はけの良い二王地に発達している。気候条件的にはこのミヤマクマ

スワラビーシオジ群集の分布に示されるように太平洋岸側気候条件下に発達し，日本海型気候下

に発達するジュウモンジシダーサワグルミ群集に対応している。

　また山崎・植松1963は小武川，鳥居峠でハシドイーチョウセンゴミシ群集，また，金山沢でも

ハシドイ林が知られているが，今回はそれにあたるものは調査し得なかった。

　v）群落の区分。ミヤマクマワラビ，シオジを標三種としてミヤマクマワラビーシオジ群集に

まとめられる。

　サワグルミ群団Pterocaryon　rho三foliae，ニレーシォ・ジォ＿ダ＿，　Fraxino．

Ulmetalia，ブナクラスFage重ea　crena捻eに属する。

　iv）群落の保全・利用。ミヤマクマワラビーシオジ群集は漢谷の礫岩地に発達し，経済林とし

ての利用には不適である。河川上流域の立地安定，水源保安林として重要である。

28．　ツルシqカネソウーシオジ群集

　　Isopyro．Fraxinetu凱spaeもk呈anae（LegenδeN鵡22）

i）相観。夏緑広葉樹の高木林，漢谷林。

ii）群落の形態。高木層にはブナ，イタヤカエデ，サワシバ，ヒメシャラ，サワグルミが混生
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しており，群落高20mを越え植被率60％ほどである。！臣高木層には高木層と同じ種類の若木の他

にマメザクラ，ヤマボウシ，アオダモ等を混生し植被率は約20弩である。低木層は高さ3m，30

％の植被率でミヤマイボタ，ミヤマガマズミ，コミネ吸根デ，サンショウ，アプラチャン等の他

高木，亜高木層を占める種群の若木も多数見られる。草本層の高さ60cm，植被率約60％でオオ

イトスゲ，モミジガサ，ムカゴイラクサ，ウワバミソウ，ヘビノネゴザ，シロバナネコノメ，ホ

ソエノアザミなど多くの種籾が生育している。

　iii）群落の分布。ツルシロカネソウーシオジ群集は中部地方南部フォッサ・マグナ地帯にその

分布が限られている。山梨県内では，富士山麓に分布している。

　圭v）群落の動態。谷部の両斜面から谷底の河岸段丘上にかけて発達し，ミヤマクマワラビーシ

オジ群集と同様に，水はけのよい礫状地に発達する。

　v）群落の区分。フォッサ・マグナ要素の種群であるツルシロカネソウ，ホソエノアザミ，イ

ヌヤマハッカ，バライチゴを群集標微種，区分種として，ツルシロカネソウーシオジ群集として

まとめられる。

　海抜1，300～1，400mの凹状地で土壌条件の良好な立地では高木層にサワグルミを混じえ，さら

にニワトコ，タニソバ，イワボタンを区分種としてサワグルミ亜群集が認められる。

　標高1，000～！，200mのより低海抜地ではブナ，イタヤカエデ，ミズナラ，サワシバ，ヒメシャ

ラが高木層を占め，イヌヤマハッカ，ミヤマタニソバ，クルマムグラ，フタリシズカ，オオモミ

ジ，ヤマシロギクの区分種によリイヌヤマハヅカ亜群集が区分される。

　このツルシロカネソウーシオジ群集は，サワグルミ群団Pterocaryon　rhoifoliae，

ニレーシオジオーダーFraxi籍。－Ulmetalia，ブナクラスFagetea　crenataeに

上級単位が属する。

　vi）群落の保全・利用。ツルシロカネソウーシオジ群集はミヤマクマワラビーシナジ群集と同

様に，漢谷底の礫地に発達し，経済林としての利用価値は低いが，河川上流の礫砂の移動を抑え，

水源保安林として，育成保全する必要がある。

　29．　ニシキウツギ群落他（夏緑低木群落，一部代償植生）

　　　擢εεgθ～α｛∫θ¢orα・Gese覧lschafもu．　a．（Sommergr抵ne　Geh6藍z・Gesellschaften，　inkL　einige

　　　Ersaもzgesellschaften）　（Lege陰de　Nr．23）

　i）相観。夏緑低木林。

　ii）群落の形態。河川，林縁や添乳数年のところには群落の高さ1．5～4mで夏緑の複葉木本植

物，有棘植物のハゼノキ，ヤマウルシ，ヌルデ，タラノキ，カラスザンショウ，ヤマブキなどや

ニシキウツギ，ウツギ，アカメガシワ，クマイチゴ，ニガイチゴ，モミジイチゴなどキイチゴ属

R励螂，ツル植物のハンショウヅル，ヤマノイモ，ヤマブドウ，クズを主な構成種とする夏緑低

木林がみられる。ニシキウツギ群落などこれらの植生は林縁低木林で，マント群落Mantelgese一
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11schaft呼ばれる。夏緑低木林は，自然植生として河川や裸地と森林植生との接点付近に境界

植生として帯をなし生育する。崩壊性の強い砂礫地では地形が凹凸に富み，大きな凹状地では有

機質に富む土壌の堆積とヤシャブシ群落，ニシキウツギ群落などの低木林が限られた高さの群急

速で小塊状をなす。さらにニシキウツギ群落などは代償植生のマント群落として，森林植生の縁

に生育する。

　iii）群落の分布。自然植生あるいは代績植生として生育するニシキウツギ群落など夏緑低木林

は，限られた面積ずつながら県下のヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけて広く分布す

る。したがって縮尺1：50，000の現存植生図あるいは潜在自然植生図上に示される植分は金峰山

付近など数ケ所に限られる。

　iv）群落の動態。ニシキウツギ群落など林縁植生は，空間的に森林植生と開放景観域との接点

付近に生育し，無害的にはヤナギラン群落やススキ草原の次の遷移段階，タリーミズナラ群集な

どの前遷移段階として生育する。

　v）群落の区分。ニシキウツギ群落は，ニシキウツギ，ハコネウツギ，ウツギ，ヤマブキなど

低木類が高い植被をなすことによって区分される林分である。

　vi）群落の保全・利用。ニシキウツギ群落など林縁群落の構成種は，山梨県を始め各地の道路

建設，造成工事等によって新たに生じた裸地の保全に積極的に導入し，その土地本来の種による

斜面保全，環境保全策が必要とされる。

　30．　アカソーイタドリ群落およびクサコアカソ群落他（林縁草本植物群落）

　　　βoθ；‘3πεrεα！fr∫c配Spε8・PoZ〃goππ配0π8P’dαオπ〃ひGese1正schaft・Boθん’πerεα舌rfcπ8Pε3　var・εεπεひ

　　　侃3Pεs・Gesel茎schaft　u．　a．（Saumgesellschaften）（里aも．28，29，　Legende　Rr．24）

　i）相観。淋縁草本植物群落。

　ii）群落の形態。森林植生が開放景観域に接するところに生育する草本植物群落。ソデ群落

Saumgesellschaftと呼ばれる林縁草本植物群落は，隣接する森林植生や立地条件の差異に応じて，

優占種，虚心．成などに変化が著しい。今回資料が得られたアカソーイタドリ群落は1スギ植林とや

や段差がある未舗装路との境界のやや湿潤な立地に生育する。群落の高さ1．2mでアカソ，イタ

ドリ，イタチササゲ，ヨモギ，ハンショウヅルが高い植被率で生育する。生育地は隣接するスギ

植林に沿って幅60～1．2mの細長い帯をなして生育する。南側から西側にかけて10mをこえるス

ギ植林であるため日射量が少なく，陰湿な立地となっている。

　クサコアカソ群落はアブラチャンーケヤキ群集に接した湿潤な砂礫地に生育する。土砂の移動

によって生じた裸地に接し，やや凹状の斜面下端付近に小塊状に生育するのがクサコアカソ群落

で，水分の流入，養分の移入もひんぱんに生じる。クサコアカソ群落は，隣接するアブラチャン

ーケヤキ群集のケヤキが樹冠を広げているため日射量は限定される。クサコアカソ群落は出現種

数が19種で，クサコアカソを優占種に，ヨモギ，フキ，リュウノウギク，ナワシロイチゴ，キハ
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　　　　　　　Fig．21　アカソーイタドリ群落断πfi模式

Vegαationsprof登　des　ノ★ノピん〃’（’ノ旋‘々鳶‘‘∫／）～忘1）o～3／gη〃1〃〃ご8‘らρ～‘～ζε々’〃’．Geseilschaft

1：アカソノ30e／L〃擢1ゴα‘1’勘’‘51）～5

2：リュウノウギク　Cん’＝y5α1～”擢〃〃’〃’〃’αた1ノ～θ

3＝　ヨ　　モ　　 ギ　’レ”6〃’～∫～α」ρ1’～〃α4）5

　　　4：イタドリ∫「04ygoノ遅‘〃z　6～‘型〉∫6～α加〃ノL

～　　　51ハンショウヅル　α6〃～αが5ノごψo〃1α孟

ギなどがやや高い植被率をなす。

　iii）群落の分布。クサコアカソ群落，アカソーイタドリ群落など鴨脚草本群落は，自然植生と

して河辺や自然裸地，崩壊地に接して生育し，代償植生として道路脇や盛土や切り通しに接した

細長い帯状に見られる。したがって，個々の髄分の生育衝積は限られており，臼射量：と土壌の十

分にある立地ではナワシロイチゴ，クマイチゴなどキイチゴ1萬Rz‘伽∫，ヤマウ・レシ，ハゼノキ，

タラノキなどが優占する低木林が繁茂する。今回資料が得られなかったが，ヤブッバキクラス域

からブナクラス域にかけてカラムシ（アオカラムシ）の優占する林縁草本植物群落もみられる。

　iv）群落の区分。自然楠生あるいは代歯植生として森林と裸地との接点に生育するソデ群落は，

細かな立地条件の差異や人為的干渉の程度に応じてアカソ，コアカソ，イタドリ，ヨモギ（オオ

ヨモギ），カラムシなどが個々に優占種となり得る。クサコアカソ，ヨモギ，フキ，ヤマホタル

ブクロ，タケニグサを区分種とするクサコアカソ群落が甘利山で生育し，上黒駒ではアカソ，イ

タドリ，ハンショウヅル，イカリソウを区分種としてアカソーイタドリ群落がみられた。

　v）群落の保：全・利用。森イ木鍍生は，直接に開放景観域と接するのでなく，林縁性の低木林
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．28　クサコアカソ群落

　　　　　　　　　　　β08ん〃3θrごαオ万cz彫》おvar．　z〃zガα‘ゆか5・Gese11schaft

Nr．　d．　Aufnahme＝　　　　　　　　　調査番号
Dat．　d．　Aufnahme（1972）＝　　　　　　　調査月日

Gr68e　d，　Probeflache（m2）：

且δhe茸．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（鵬）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査面積
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

植生の高さ
植　　被　　率

出　現種数

1

9

12

12

830

W
45

1

90

19

Trennarten　d．　Gesellsch．：

　B・81〃πθ廊魏・κ吻3var，2〃Z加卿5

　漁ブ’6〃z麟αρプごπαψ5

　P8オα5漉5ノ＠o痂麗5

　Cα2ノ脚πz4α餌ノzα‘‘αψαvar．ゐ・ノz4・8／z5お

　M々6Z雌yαco2’4α如

Sonstlge　Arten：

　C硬y5α1～彦1露θ’〃〃ノ呂〃～α肋多。ゴ

　Rz伽‘5μプη⑳伽5

　L卿θ4θ噛みz‘θ779飢

　Rz4伽5漉。プ（ψ妙Z♂z‘5

　Rlzz‘∫ノ⑳απf6α

　防。ガ硯‘吻z‘9α

　R♂めz65μノπα彦z‘5　var．吻ゆ1b伽5

　ムy5加α61盤割彦ん7て泥θ5

　D∫05607℃α彦0々02・〇

　五5診6ズα9獺診0ゴ46∫var．0ηα彦z捗5

　W魏θ磁∫Zo必％π融

　磁15αz／z魏㍑∫∫∫ηβπ5お

　Gθノ忽1z加7z〃zzρめ8／lgガ

　ル観翻改yz〃π声プ〃z‘ノπ

　Fundort：甘利山Amari－yama

群落区分種

　　クサコアカソ

　　ヨモギ

　　フキ

　　ヤマホタルブクロ

　　タケニグサ

その他の種

　　リュウノウギク

　　ナワシロイチゴ

　　キハギ

　　ニガイチゴ

　　ヌルデ

　　ナンテンハギ

　　モミジイチゴ

　　オカトラノオ

　　トコロ

　　ノコンギク

　　フジ

　　ススキ

　　ゲンノショウコ

　　ブシグロ

3・3

1・2

1・2

十

十

1・2

1・2

1・1

十・2

十・2

十・2

　十

　十

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

（マント群落）や草本植生（ソデ群落）の確保によって始めて持続的生育が保証される。植林な

どにおいても，時間の経過とともに自然の治癒組織としてマント群落およびソデ群落が生育する

ことによって植栽樹種の安定した生育を保証する。しかし，森林を新たに切り開いた林道や幹線

路の建設は，急速な環境の改変と完成後の車輔の通行にともなった生育環境の悪化を意味し，隣

接する森林への影響は少なくない。新たな開放景観域の設定は隣接する森林植生への影響を最小

限にとどめるため，アカソーイタドリ群落，コアカソ群落などソデ群落，低木林からなるマント

群落構成種の補植等による森林保護のための措置が必要とされる。
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　　　　　Tab．26　アカソーイタドリ群落

β06んノπ61β∫α〃”oμψ∫5．Pδllygoπz6〃ゐα‘功∫（泡臨7ルGesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Dat・d・Aufnahme（1974）：

Gr6Be　d．　Probef1益che（m2）＝

Hδhe茸．　Meer（m）：

Exp．　U，　Neigung：

H6he　d．　VegetatiOn（m）；

Deckung　d．　Vegetati・n（％）：

Artenzahl：

調査番号
調査　月　日

調査面積
海　　抜　　高

傾　　　　斜

植生の高さ
植　　被　　率

出現種数

　1

7

28

　6

960

L
1。2

95

23

Trennart　d．　Gesel玉sch．：

　Boθ1Lηz81’∫α‘プ∫o泓功ガ∫

　Po4y8切zz‘η3α｛砂磁z彦z〃ノz

　αθノ～磁ゴ5．吻。／2ゴ‘π

彫〃π84伽zgノπノz4卯・1W／zvar，漉襯みα窟乞

Begleiter：

　ゐ旧友yブz‘5面豊∫読’ゼ

　孟プ孟8〃涯∫∫α1》1カzc（4＞∫

　Rz‘ゐz6∫6プα如㎎ケb疏‘5

　E望κガ56舐ノノ占α1’u6π∫θ

　Co〃’〃’θ石㍑αご01μノノ占～〃琵∫

　C1〃＝y5απ孟んβ〃凄～6〃凄〃’α規ηo∫

　且Z｛ヨζあr∫α　5Cαπぬ〃5　var．〃彦α〃・8ご

　W6’8冨μ漉00ノ刀

　！）o砂goπz〃μρε1プbたζz旗配

　Cノ楚渉。孟α6πfαブ妙。／z∫cα

　迎ζηZ如90α5惚’～ατ

　3η琵zαユコ（ソLfπα

　Rz4翫4∫汐αプ”ゲb蹟‘∫

　Z8♂々0ηα58～γα’α

　正乏y爵縛αノzg8α♪αノz∫α‘zα彦α

　Kθη俺如ブ妙。π∫oα

　Pんζy孟θ〃παブ妙。ηfω27忽

　エ）α‘’之∫ασ・6πα彦α

　Gα♂謡ノノτ♪5640一α功7’6♂♂耀π

群落区分種

　　アカソ

　　イタドリ

　　ハンショウヅル

　　イカリソウ

随伴種

　　イタチササゲ

　　ヨモギ

　　クマイチゴ

　　スギナ

　　ツユクサ

　　リュウノウギク

　　ヘクソカズラ

　　ニシキウツギ

　　イシミカワ

　　ミツバ

　　オオバコ

　　サルトリイノミラ

　　ナワシロイチゴ

　　ケヤキ

　　ノリウツギ

　　ヤマブキ

　　シデシャジソ

　　ウツギ

　　オオバノヤエムグラ

3・3

2・2

1・2

十

2・2

1・2

十・2

十。2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Fundort：上黒駒Kamikurokoma

31．　タチコゴメゲサーミヤコザサ群落およびスズランーシモツケソウ群落

　　　βμP海rαsεα7παxεηじ。ωεc2εε・Sα8απε」ρρoπεcα騨Gese董lschaf毛und　Coπoαπαrεα

　　κeεsんθε一Fε琵Pθπ伽‘αηεμZ晦麗σα一GeseHscha£t（Tab。30，　Lege識de　Nr．25）

i）相観。山地風衝草原。

ii）群落の形態。海抜1，500m以上のブナクラス域からコケモモートウヒクラス域下部にかけ
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ての尾根筋，峠の風衝地には，シモツケ，シモツケソウ，ヒデノガリヤス，ヒメノガリヤス，ミ

ヤコザサなどの生育する自然草原がみられる。秩父山系の雁峠，雁坂峠，金峰山，八ケ岳，大菩

薩嶺から小金沢山，大室山，御坂山塊さらに県西部の山地には谷風をまともに受ける峠，風衝性

の強い尾根を中心に，自然草原が分布している。今回植生調査資料が得られたのは，秩父山系の

雁坂峠，八ケ岳真教寺尾根である。雁坂峠の山地風衝草原は群落の高さが30～40cm，植被率70

～85％でミヤコザサ，ツクバスゲ，アカギキンポウゲ，イワノガリヤス，イワイソチン，シモツ

ケソウ，ヤマハハコ，ウシノケグサ，ミヤマコンギクなどが比較的高い植被率で生育しており，

その生育地は峠付近に大きな広がりとなっている。この風衝草原はタチコゴメグサーミヤコザサ

群落としてまとめられ出現種数が21～27種を数える。タチコゴメグサーミヤコザサ群落は，花期

には黄色い花をつけるアヵギキソポウゲ，カラマツソウ，コガネギク，イワインチン，紅色の花

が咲くハナチダケサシ，シモツケソウ，白い花のタチコゴメグサ，オオバギボウシ，ウスユキソ

ウ，ウメバチソウ，青から紫色の花のリンドウ，ヤハズヒゴタイ，クガイソウが特異の色彩を示

し，訪れる人々の昌を楽しませてくれる。タチコゴメグサーミヤコザサ群落の隣接群落はシラビ

ソーオオシうどソ群集であり，風当りが強いため倒木が多く，樹高も限られている。雁坂峠付近

では，峠の近くまで植林されており，タチコゴメグサーミヤコザサ群落と共通種が多いススキ草

原（キバナカワラマツバーススキ群落）が生育する。

　　　　の　ノ
ゴ％　　猛　雛

諺朔櫛
　　　　．霞ぎ

2

ノ

1

謡
窒　・’

轍・

禁

壌

ミリしら

孝嫉趣酵
　　　　　　♂’ll｛’　　争　　＝　　冤

湿，

3　4　　1　5

鯖，

、繊騨

1　　6　7　8．

⑨“

　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　9

　　　　　Fig．22　スズランーシモツケソウ群落断面模式
Vegetationsprofil　des　Coノ～ηα”αノ『’αたθノ5た81・F躍ψ8／zdz‘Zα〃臨Z彦々μgα．Gesellscha長

1：ヒデノガリヤス

2ニクガイソウ
3：ス　ズ　ラ　ン

4＝ワ　レモ　コ　ウ

5：シナノオトギリ

C副αノ〃α9’一〇∫孟おあ1zgお8如

Ve1一ω1∫Cα5孟1・ε‘〃L　5∫～）∫，・ゼαρπ

CO／Zτα♂Zαプどα々8’∫たθガ

5α〃gκど50ノわα（浄ヒflzα♂～5

∫加61噂～α〃μたα〃μ5‘／～α〃α〃〃

　　　　　var．　∫（ノ〃αノ～6〃36

6；シナノキンバイ

7：アカショウマ

8：シモツケソウ

9：ノコギ’リソウ

7’1η♂♂ゴκ5プ～εゴ6，・～α〃Zび

　　　　　var・ノ砂・ノZ磁5

∫窪5’～乃6〃zz〃zゐθ’9～ガ

Fだψ6ノ～6♂‘4α〃副孟り‘‘9て‘

∫．161～だ♂ω5～海，プ6‘ど
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　また八ケ年山系の海抜1，760～2，100m付近にはスズランーシモツケソウ群落にまとめられる自

然草原が見られる。立地が貧養化した風立地であるため長い聞にわたって持続群落として存続し

ている。群落の高さ1（0．5）磁で90％をこえる植被率で，ヒデノガリヤスが被度・吉辰2・3～3・4

で優占する。ヒデノガリヤス，タカトウダイ，クガイソウ，ヤマオダマキ，ノコギリソウ，スス

キ，アカショウマ，シナノオトギリ，ヨツバヒョドリ，シナノキンバイ，ミツバツチグリ，ニガ

ナ，ノアザミ，ツリガネニンジンが高い常在度で生育し，その面積は小塊状で比較的限られてい

る。スズランーシモツケソウ群落はコケモモートウヒクラス域の中部以下に生育する風衝草原で

あり，尾根筋の乾燥した立地に生育する。タチコゴメグサーミヤコザサ群落と比心して，スズラ

ンーシモツケソウ群落は海抜高がやや低く，またススキ，ニガナ，シシウド，ノアザミ，ワレモ

コウ，キバナカワラマツバ，ヤマヌカボなどススキ草原との共通種も多い。しかし，シラビソー

オオシラビソ群集の生育する距高μ滞の風衝地であるため半自然植生として長い間にわたって持

続群落として存続している。

　iii）群落の分布。今回調査資料が得られたタチコゴメグサーミヤコザサ群落は雁坂峠の海抜

2，200m前後の地点であり，スズランーシモツケソウ群落は八ケ岳の南斜面，真教寺尾根を中心

とする海抜1，760～2，100mの地点である。いずれの群落も風衝性の強い立地に生育し，県下各地

のブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域にかけた山地の尾根，峠に限られた面積で冤

られる。

　iv）群落の動態。タチコゴメグサーミヤコザサ群落，スズランーシモツケソウ群落など山地風

衝草．原は，その生育地，生育面積が一定でない。台風の影響，大雨で立地崩壊が広範囲に及んだ

りすると隣接する森林植生が後退して山地風衝草原の生育域が拡大される。しかし安定すると，

また森林化が進行し，数十年あるいはそれ以上の長期にわたってはで持続群落が存続しないこと

も少なくない。

　v）群落の区分。ウメバチソウ，ツクバスゲ，イブキトラノオ，アヵギキンポウゲ，タチコゴ

メグサ，ハナチダケサシ，ウスユキソウ，リンドウ，ヤハズヒゴタイ，イワノガリヤス，ミヤマ

コンギク，イワインチンを区分種としてタチコゴメグサーミヤコザサ群落にまとめられる。ヒデ

ノガリヤス，タカトウダイ，レンゲツツジ，シナノキンバイ，シナノオトギリ，アカショウマ，

ヨツバヒヨドリ，アサマフウロ，スズランを区分種としてスズランーシモツケソウ群落にまとめ

られる。スズランーシモツケソウ群落は，さらに，オオヨモギ，オニシモツケ，バクサンフウロ

を区分種とするオオヨモギ下位単位，ノハナショウブ，ワラビ，キリガミネトウヒレン，ショウ

ジョウスゲ，コバイケイソウ，ムカゴトラノオを区分種とするノハナショウブ下位単位，特別の

区分種をもたない典型下位単位に下位区分される。オオヨモギ下位群落は亜高山の高寄広葉草本

植物群落がまとめられているアカソ心骨オヨモギ群団の構成種であるナオヨモギ，オニシモツケ，

バクサンフウロが区分種として比較的安定した富養地に生育する。ノハナショウブ下位単位は出

現種数が43～49種と多く，そのほとんどはブナクラス域に広がるススキ草原との共通種である。
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調査資料が得られた地点も海抜高が1，760mとコケモモートウヒクラス域とブナクラス域の接点

に位置する。また人為的干渉あるいは自然災害の影響を受けた半自然植生としての性格も強い。

　山梨県南東部の大宮山などには，神奈川県の箱根，丹沢で報告があるフジアカショウマーシモ

ツケソウ群集あるいはその断片的なものの生育が予想されるが，確認されなかった。

　タチコゴメグサーミヤコザサ群落，スズランーシモツケソウ群落は，フジアカショウマーシモ

ツケソウ群集などとシモツケ，シモツケソウ，クガイソウ，カラマツソウ，キリンソウ，ミヤコ

ザサが共通して特徴的に生育しており，キリンソウーシモツケソウ群団（仮）Sedo－Filipen’

dulion　mul£ijugae　prov．といった群団レベルでのまとまりを認めることができる。さ

らにシオガマギク，オオバギボウシ，ノコギリソウ，ススキ，ミツバツチグリ，オトコエシ，ニ

ガナ，ヤマオダマキ，ノアザミ，ツリガネニンジン，コガネギク，シュロソウ，ハンゴンソウ，

ワレモコウ，キバナカワラマツバ，ヤマヌカボなどが生育しており，これらの種群を標微種およ

び区分種としてススキオーダーMiscanthetalia　slnensis，　Miyawaldet　Ohba1970

ススキクラスMiscanthetea　sineRsisMiya照kietOhba1970に上級単位の所属が考

察される。

　vi）群落の保全・利用。タチコゴメグサーミヤコザサ群落，スズランーシモツケソウ群落の構

成種の多くは，様々な色の花をつけ特徴的な群落景観を呈する。そのためこれらの植生の生育地

を訪れる入の数も少なくない。車道から遠い山奥の峠，尾根であれば良いが，近くまでの林道の

開通はより多くの人々の訪れる地となり，植生への影響も少なくない。ij．i地風衝草原は立地的に

きびしいところに生育する植生であり，容易に裸地化することも少なくない。したがって，植生

が破壊される前に散策路の完備が十分になされなければならない。

　32．　フジアザミーヤマホタルブク臼群集

　　　Cirs童。－Campan腿let縫m　hondoens隻s（Tab・31，Lege無deNy．26）

　i）相観。崩壊地草本植物群落。

　圭i）群落の形態。ブナクラス域の崩壊地に生育する草本植物群落。フジアザミーヤマホタルブ

クロ群集の分布域は山梨県のほぼ全域が含まれるフォッサ・マグナ地域（前川1949）である。県

下では富士山，三ツ峠，金峰山一帯，韮崎，身延，八ケ岳（真教寺尾根），丸由林道を始めブナ

クラス域に広くみられる。火山灰，砂，礫などの基物が風や雨によって絶えず移動する立地に生

育するフジアザミーヤマホタルブクロ群集は，日本に生育するアザミ属αア擁謝3中で最大で8

月から10月にかけて紫の花をつけるフジアザミが斑紋状に優接して生育する。フジァザミーヤマ

ホタルブクロ群集はPhot．28でも相観されるように30～40％の植被率で崩壊性砂礫地に生育す

る群落でフジアザミ，ヤマホタルブクロ，クサボタンが群集標微種および区分種として生育する。

出現種数は3～！2種と少なく，恒存種はフジアザミ，ヤマホタルブクロ，クサボタンの他にイタ

ドリが生育する。大きな株をなすフジアザミが点々と崩壊性の強い砂礫地に生育する間に20CIn
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Nr．　d，　Aufnahme：

Dat，　d．　Aufnahne　l

Tab．31　フジアザミーヤマホタルブクロ群集

Cirsio－Campanuletum　hondoensis
　　　　　　　　　　　　　　　　　i

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）

H6he費ber　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（傷）

Artenzahl：

調査番号
調査年月ヨ

調　下面　積
海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

植生の高さ
植　　被　　三

関　王種　数

i

1

73

7

27

1

ig90

S

30

2

73

7

27

10

1ggo

S

30

3

73

7

27

10

ig90

S

40

4

73

7

27

12

1990

S

30

5

73

7

27

1

1ggo

S

30

6

73

6

30

32

7　8　9
7373常在度
6　　6　　Stetig－

　　　　keits
28　28

50　50

1170　　1180

　　　　　　　　　　　SW一　一

　　　　　　　　　　　　35　45　45

0．10．20．3◎・20．150．60．40．8

30　　30　　30　　30　　30　　40　　70　　30

563558812
KeDn．u．　Trennarten　d。　Ass．：

　　　　　　　　　　　　　　　群集・群団標微種および区分種

　C力囑∫∫z‘蹴／）z〃プ）z〃欄ごz彦z‘規　　　　　　　フジアザミ

　Cα7砂α7zz4αρZ〃～απα如var，1z伽4・θノz∫∫5ヤマホタルブクロ・

　α8η3碗お∫彦απ∫　　　　　　　クサボタン

Trennarten　d．　Subass．：　　　　亜群集区分種

　A漉η砂hoプα2Z漁08／Z舘∫　　　　ヒメシャジン

　∫bαgZαπ‘α　　　　　　　　　タカネタチイチゴツナギ

Trennarten　d．　Subass。：　　　　　亜群集区分種

　％砂9ωzz〃π”の沈屈var．αゆ諏‘η忽　オンタデ

　A7・αろお5αγα如　　　　　　　　フジ馬賊ザオ

　A3ρη9α伽5α♂∫Z〃g8／Z∫　　　　ムラサキモメソヅル

　5冨㍑7・8加ガ　　　　　　　　　　ミヤマヤナギ

　Aプ渉8加お∫α！）8漉〃zoz冨05α　　　　ミヤマオトコヨモギ

　CαZαη3曜ノη5’お11罐。／z6η9お　　　ヒメノガリヤス

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　Po4ygoη躍乃α‘砂’冨α’脚π　　　　　イタドリ

P伽躍8∫ゴ妙。η伽∫　　　　フキ
　Cゐπy5αη訪8／2zz‘2／3η3αん’刀。ガ　　　リュウノウギク

　β08んノπε1響忽翅〉詫α如　　　　　　 コアカソ

　Cα7敏τ408’z∫舵だ　　　　　　　コタヌキラン

　乱酔α万αη吻0短0α　　　　　イワツメクサ

　飾4y∫αプz〃π妙f6∫oゴ6θ∫　　　　　　イワオウギ

　五α2ゼ¢Zゆ’oZψお　　　　　　　 カラマツ

　Agブ。戯5ガαo漉ぬ　　　　　　 ミヤマヌカボ

　均田闇磁η3カφ∫αノ卿～56　　　フジオトギリ

　ατプ（π0澱yαπ漉π　　　　　　　ヒメスゲ

み銘∬∂θ漉z‘πろ81「9密var．ノ勉戸5α228π豆∫フジアカショウマ

i

i…

i2・22・32。22・32。33・33・32．2　W2＿＋
i＋　．　．＋．2＋　＋　．　．　瓢レ＋

［・　1・2　・　一←　　・　十　　・　→一　十1

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i十●2十・2十　　一1一　十●21・

1十●2十●2十　　十　　十　　1・

●　　　　　　．　　　　　　o　　　　　　●

o　　　　　　●

●　　　　　　●　　　　　　o

●　　　　　　●　　　　　　●

●　　　　　　　o

●　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　●

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　●

・　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　…

●　　　　　　　o ●　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　●

●　　　　　　o　　　　　　●

2・2十

■

　コ　じ　ド　　　コロ　り　にり　　

・iIV2一。

・iI＞卜＋

・…皿3一＋

・i巫2．＋

・…m・一＋

・1狙・一．

3・31・2十・22．21・2　W3＿＋

●　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　・

o　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　．

o　　　　　　o

o　　　　　　　　●

1・2十　　・　・

十

●　　　　　　　o

●

十

十

十

。　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　●

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　．　　　　　　o

● ●　　　　　　●　　　　　　●

●

o　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　O　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　・

●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●

●

o　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　O　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・

●

●

∬2．÷

L．＋

∬2．＋

皿1一＋

∬＋

r＋

r2

r＋

Auβerdem　le　einmal　in　Aufnahme　Nr．2：施∫餓。α7ρκ∂ノーαオオウシノケグサ十，in　51　C8rα5オ砒η3∫c痂之（1♪6一

如♂z4ηzミヤマミミナグサ十，　in　6＝・Rzめん5α野口gぴb11獅クマイチゴ十，Pα置プ1痂αオ2露。ろαコキンレイカ

十，in　71　Eg厩5θ如2～αプリ81噛5θスギナ！・2，　A2’∫θ厩5ぬρブ加。己桝∫ヨモギ，」勉6厚s舘oZoπ漉7uイワニガナ十，

A5詑r加∫o∫磁伽5ハコネギク十・2，　in　8：孟伽π∫∫カ’〃zαヤシャブシ1・2，　Dε漉蕩αcプ伽α彦αウツギ1・L

ム4お。απ彦1臨55∫πθη∫おススキ十，W8確θ如1主07・詑η豆5タニウツギ　十，5如61姻μ7靱∫ργαεco認キブシ　十，

V∫oZα9ノ砂。‘θノ『α5タチツボスミレ十．9：富士山，宮脇他1971，Zahl　d．　Aufnahmen：49，　H6he曲er　Meer：

1，600～2，250m，　Mittlere　Artenzahl：6．8．　Fundorte　1－5：八ケ緕真教寺竃根Berg　yatsu，6　：丸山

Maruyama，7－8　三ツ峠PaB　MItsu－toge　g：富士レU　Berg　Fujl－san
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内外の草丈のクサボタン，ヤマホタルブクロが比較的砂の移動の少ない大きな礫に沿って一般に

低い植被率でみられる。八ケ岳，富士掬など火由灰を基質とする崩壊地では広くその生育域をみ

るが，海抜1，000m前後の崖錐地，森林伐採後の崩壊地縫にもフジアザミーヤマホタルブクロ群

集，あるいはフジアザミが一種だけ特徴的に生育する櫨分（フジアザミーヤマホタルブクロ群集

先駆相）が小面積ずつながらみられる。盛夏にフジアザミ，ヤマホタルブクロ，クサボタンの紫

鐵鐸

蒙第1・

・麟轟

…噂

「．講

簿

開削

灘壌，

灘彰

　　灘，
　、r　　　臼 識謬．

　　　　．．累鍵

　　　　み罵。、、

　》鍵
丹．語懸鯛、

　Phot．28　フジアザミーヤマホタルブクμ群集のフジアザミ（甘利【」」1，200m）。

　　αノ・5～z〃〃μψ〃’α‘z〃ノ～im　Clrs1o・Campa頁uletum　hondoensi＄（Berg

Amari！200m）
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の花が順次咲きその立地とともに特徴的な季観を示す。

　iii）群落の分布。富士山を中心としたフォッサ・マグナ地域の夏緑広葉樹帯に主として生育す

る。富士山で最も広い生育簡積の植分を見ることができる。自然植生のフジアザミーヤマホタル

ブクロ群集は，森林伐採，切り土等により，生育面積を二次的に広げる傾向にある。フジアザミ

ーヤマホタルブクロ群集はより高海抜地でオンタデーフジハタザオ群集，あるいはイワツメクサ

クラスの植生が生育する。

　iv）群落の動態。フジアザミーヤマホタルブクロ群集は風雨により砂礫の移動が多く，移動す

る砂，礫の堆積に耐えうるロゼット型の根出葉で特徴づけられるフジアザミ，ヤマホタルブクロな

どの多年生草本植物からなる。先駆的に土砂の移動が減少されるとともにヤシャブシなど低木類

の侵入生育をみる。また砂礫の移動が増すと添地化する。構成種が比較的動的な群落といえる。

　富士山ではフジアザミーヤマホタルブクロ群集が海抜2，000m前後までみられ，それ以上の高

海抜地ではオンタデーフジハタザオ群集が生育する。オンタデーフジハタザオ群集は宮脇・菅原

・浜田1971が富士山で，オンタデ，フジハタザオ，ミヤマオトコヨモギ，ムラサキモメンヅルを

標徴種および区分種として報告がある。立地的に乾燥した貧養地であれば，フジアザミーヤマホ

タルブクロ群集は先駆的，断片的であっても比較的容易に侵入して生育する。

　v）群落の区分。今回資料が収集されたフジアザミーヤマホタルブクロ群集はヒメシャジン，

タカネタチイチゴッナギを区分種とするヒメシャジン亜群集と，オンタデ，フジハタザオ，ムラ

サキモメンヅル，ミヤマヤナギ，ミヤマオトコヨモギ，ヒメノガリヤスを区分種とするオンタデ

亜群集および亜群集区分種有しない典型亜群集に下位区分される。

　ヒメシャジン亜群集は八ケ岳真教寺尾根の海抜1，990m付近の南斜面に生育する。出現外数3

～5種で，植生調査資料が得られた7月下旬にはフジアザミの開花に早く，ロゼット葉のみの個

Nr．　d．　Aufname：

Datum　d．　Aufnahme：

　　　　Tab．32　オオヌマハリイ群落
磁。・1～αが∫ノ7～αη3∫ZZα如var．　oツご♂・6αψα一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　調査年月日

Gr68e　d．　Probeflache（m2）：

H6he曲er　Meer：（m）：

Wassertief（cm）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetat玉on（％）：

Artenzahl：

調　査　禰

海　　抜　　高

水　　　　　深

植生の高さ
植　　被　　率

出　現　種　数

1

’72

9

王2

2

30

40

30

70

1

2

，72

9

12

2

40

50

40

80

1

Trennar仁（1．　Gesellschaft：

規θ・61Zαブ∠∫ノ♪～α〃認Z伽var．　Cツ6♂・0α脚

Fundort調査地；サワラ池Sawara－ike

群落区分種

　　オオヌマハリイ 3・4　4・4
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体も少なくなかった。

　オンタデ亜群集は富士山に生育するフジアザミーヤマホタルブクロ群集であり，禺現種数は典

型亜群集，ヒメシャジン亜群集に比較して5～10種で多い。典型亜群集は，海抜1，200m前後の

丸山林道沿いの崩壊地，三ツ峠の崩壊性の強い立地に生育する植分である。

　フジァザミーヤマホタルブクロ群集は，ブナクラス域を中心に生育し，ヒメシャジン亜群集な

どはコヶモモートウヒクラス域下部まで分布する。群団，オーダーおよびクラスの所属は，今後，

類縁群落の調査資料の収集をまって決定される。

　vi）群落の保全・利用。フジアザミーヤマホタルブクロ群集はブナクラス域の道路建設等によ

って新たに生じた心地，ノリ面，切り通し等の修景として，現在用いられているケンタッキー31

等の外来牧草の画一的吹きつけにかわって積極的な利用が望まれる。

　33．　オオヌマハリイ群落

　　　　研θocんαrεs　7πα而πα‘αvar．　c〃cZocα加α一Gesellsckaft（饗ab．32，Legende　Nr．27）

　i）相観。抽水植物群落

　圭i）群落の形態。北海道から九州の山地までの池沼中に生育するオオヌマハリイー種からなる

試論植物群落。今回資料が得られたオオヌマハリイ群落は山梨県士官部のサワラ池で，水深が30

～40cmである。水深が60cm以下の池の周囲をとりかこむように生育するオオヌマハリイ群落は，

その構成種である自評ヌマハリィを区分種とする。オオヌマハリィは高さ50cm前後で長い糊飼

枝をつけ軟かい桿は丸く，乾燥すると扁平となる。

　iii）群落の分布。二水植物群落のオオヌマハリイ群落は，現在サワラ池の他に県の北藩部でみ

られた程度できわめて限られているが，潜在自然植生のオオヌマハリィの分布域はブナクラス域

を中心とする池沼で水深10～60cmの付近に広く生育する。

　iv）群落の動態。オオヌマハリイ群落の立地は水深60cm前後以下である。より水深が増加す

るとヒルムシロクラスPotamogetoneteaやウキクサクラスLemneteaの各群落が

生育する。ウキクサクラス，ヒルムシ・クラスなど開放水域植物群落Offene　Wassergesellscha－

ftenと同様にオオヌマハリイ群落などの抽水植物群落は，立地的に特異なところに生育する一年

生～多年生草本群落であり，人為的干渉や水位の変動などで容易に無植生化する。

　v）群落の区分。オオヌマハリイ群落は，課試ヌマハリイの生育によって区分される純群落で

ある。

　vl）群落の保全・利用。池沼の水際に生育する自然植生のオオヌマハリィ群落は水際保全と水

質浄化，景観保全など多様な機能を果している。
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　　Phot．29　甲府市武田神社の常緑広葉樹林。潜在自然植生のシラカシ群集の構成種

　　　　　　の生育も多い。

　ImmergrUner　Laubwal（l　am　Shinto．Schrein　Takeda　in　der　Stadt　Kofu．　Hier　wachsell　mehrere

ArtendesQuercetum　myrsi員aefohae，　dashiesd量epotentiellenat荘rlicheist．

d．ヤブツバキクラス域（低地・丘陵帯）

　　CameHietea　jaPonic＆e齢Ge丑）iet（Co1蓋ineu．plan＆reStufe）

　ヤブツバキクラス域は，自然植生，潜在自然植生としてヤブツバキクラスにまとめられる常緑

広葉樹林で広く占められている。乾生立地，貧養立地に生育するヤマツッジーアカマツ群集，河

辺植生としてのタチヤナギ群落など立地的に極端なところを除く大部分のヤブツバキクラス域の

自然植生が，シラカシ，アラカシ，ピサカキ，ヤブッバキ，アオキ，シロダモ，ヤブニッヶイ，

ヤブコウジ，テイカカズラなど常緑広葉樹を中心とした構成種による常緑広葉樹林である。ぼ【梨

県下のヤブツバキクラス域は，富士川に沿って甲府盆地までを中心に多摩湖付近，大月付近にも

分布する。

　ヤブッバキクラス域の上限は海抜800m付近で，夏緑広葉樹林であるブナクラス域と接する。

ヤブッバキクラス域は気候的にも県下で最も温暖であり，多くの人々の住むところとなってい

る。そのため残存する自然植生は，武田神社，南部町の井出八幡神社，市川大門町二之宮など神

社林，社寺林を中心に，きわめて限られた地点に見られるにとどまる。
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　　Phot．30　富沢町付近の斜面に残存するモミ群落。

A飯β∫！7ブ〃zα．Gesellschaft　auf　einem　Ha且g　bei　Tomizawa（ca．300m）．

　34．　モミ群落

　　　ノ室6εθ8プεr〃εα・Gesel叢scka至t（Tab．33，　Legende　Nr．28）

　i）相観。常緑広葉樹を混じえる常緑針葉樹林。L

　ii）群落の形態。県下の海抜700m前後以下の1－Li腹部，斜面には林床に常緑植物が生育し，ウ

ラジロガシ，アラカシなどを混じえるモミ林がみられる。モミ群落は，シラカシ群集より高海抜

のヤブツバキクラス域」二限付近を中心に不連続的に分布，生育している。また海抜400m以下で

もモミ群落は火山灰をほとんど欠く母岩の露繊した立地に生育がみられ海抜100m付近を下限と

して県下では残存生育している。今回調査資料が得られたのは富士川沿いの富沢，粛部の海抜

650m前後である。モミ群落は高さ16～22mの高木第1層に被度・霧鐘3・3～4・4でモミが優馨し，

高木第2層はアラカシ，イヌシデ，カヤ，低木層以下は常緑植物が多く生育し，4～5層の群落

構造をなす。常緑針葉樹が優慶し，高木第2層以下は常緑広葉樹を中心とした植物が生育する高

木林である。海抜400mを越えるヤブツバキクラス域の上限付近では神社の裏手山腹部などに塊

状にみられるが，海抜400m以下では尾根筋や河川沿いなどに線状または帯状に残存生育する。

モミ群落の大部分は集落や住宅域に近いこと，カラマツ，スギなどの人工林化により代償植生の

構成種の生育，群落構成種の貧化した林分である。モミ群落は高木層にモミA伽∫ル7麗が優
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則し，高木第2層および低木層にアラカシ，ピサカキ，草：本四にテイカカズラが比較的高い植被

率で生育し，恒存度の高い構成種は，モミノキ，アラカシ，ピサカキ，イヌガヤ，ジャノヒゲ，

ヤブコウジ，アオキ，テイカカズラなどヤブツバキクラスの種を中心にアカシデ，イヌシデ，コ

バノガマズミなどである。高木層に生育しているモミの被度や二度によって高木第2層以下の構

成種，群落構造等に幅がみられる。出現種数35～41種，平均出現種数39．6種と同じヤブツバキク

ラスのシラカシ群集典型亜群集，ケヤキ亜群集と比較して少ない。今回資料が得られたモミ群落

は代償植生の構成種の侵入が比較的多い，より原（始）植生に近いモミ群落では刷子丁数30種前

後となる。モミ群落の構成種は，大部分がモミ，カヤ，イヌガヤなどの常緑の針葉樹，ピサカキ，

アラカシ，ナンテン，ヤブツバキなど常緑の広葉樹，ベニシダ，クマワラビなど常緑のシダ植物

であるため野営の変化は少ないが，アカシデ，イヌシデ，ダンコウバイなど夏緑広葉樹も混生す

るため秋季には紅（黄）結した広葉樹と深い緑色をなす常緑植物が美しい対比を示す。モミ群落

はより低海抜地のシラカシ群集，ヤブツバキクラス域上限付近に生育するウラジロガシーアラカ

シ群落と類縁スペクトルを示す。

　iii）群落の分布。県南の富沢，南部から富士川にそって甲府盆地をかこむ山腹一帯，山中湖か

ら河口湖にかけて，上野原から大月にかけての桂川沿い，奥多摩湖から西に延びる多摩川（丹波

川）上流沿いに生育がみられる。現存するモミ群落は急峻な地形のところを中心にきわめて隈ら

れており，隣接する植生はスギ，アカマツ，カラマツなどの人工林化やコナラ，ミズナラなどの

二次林からなり，自然度の低下が著しい。潜在霞然植生としてのモミ群落はヤブツバキクラス域

の上製付近を中心に尾根筋，急傾斜地にそってより低海抜地までその生育の幅が広い。

　iv）群落の動態。モミ群落の代償植生はコナラーアカマツ林，夏緑植物を多く混生するアラカ

シ林である。モミ群落の立地はヤブッバキクラス域の上部あるいは男声立地であるため一度伐採

など人為干渉が加えられると自然椋生への復元に多くの時間を必要とする。

　v）群落の区分。モミ群落はカヤ，ダンコウバイ，ナンテン，イヌガヤ，シュロ，チャノキ，

ツルマサキ，ヤマヤブソテツが区分種として生育し，同時にこれらの種群を標微種および区分種

とするサカキーウラジロガシ群団Sakakieto℃yclobalanoPsion　Suganumaet

Suz．・Tok．！965に上級単位が所属する。シキミ，ミヤマシキミ，アセビなど，シキミーモミ群集

の標三種および区分種，上級単位の種を多く欠くため山梨県のモミの優占する林分は，モミ群落

として区分され報告される。今回調査資料が得られたモミ群落はシキミーモミ群集の断片的なも

のと考察されるが，今後隣接地のモミ優占林分の植生調査資料の収集をまって群落単位の決定が

なされる。サカキーウラジロガシ群団は，より温暖な沿海部に生育するイノデータブ群集Poレ

ysticho－Machile蝕m　thunbergii，ヤブコゥジースタジィ群集Ardis圭。－Cas－

tanopsietum　sieboldiiなどのシイータブ林がまとめられるヤブコウジースダジイ群団

にヌ寸応し，ヤブツバキクラス域でもより内陸に生育する常緑広葉樹林（ヤブッバキクラスの植生）
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でシラカシ群集Quercetum　myrsinaefoliae，イスノキーウラジロガシ群集Dist・

ylio－Cyclobalanopsietun1などヵミ含まれる。サカキーウラジロガシ群団はヤブコウ

ジースダジイ群団とともにヤブツバキオーダーCamellietalia　japo甫cae　Odaet

Sumata！966，ヤブツバキクラス　Camellietea　japonieae　Miyawaki　et　Ohba1963

に上級単位がまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。モミ群落は，ヤブッバキクラス域とブナクラス域との境界付近，尾根

筋，射爆な地形と立地的に不安定なところに生育し，生産性が必ずしも高くない。植生の後退は

隣接群落の伐採等によっても進行しやすい。そのためモミ林や，肘木的に残存生育がみられるモ

ミの減少も著しい。モミ林の保全は，その生育地が人々の生活域やその後背地にあり，立地的に

極端であるために，景観保全，立地保全さらに環境保全，環境形成要素として保全が望まれる。

　35．　ウラジロガシーアラカシ群落

　　　Qπθrcωs　sα」ε伽α・Q郡θrc麗s　g置απcα・Gese韮lscha墾t（τaも．33，　Legende　Nr，28）

　D相観。常緑広葉樹林

　iD群落の形態。シラカシ群集と生育域をほぼ同じくするが，やや崩壊性があり不安定立地，

河川沿いの段丘斜面を中心に生育するアラカシ林，ウラジロガシ林である。今回植生調査資料が

得られたのは，身延の海抜220mで2地点，塩山の海抜450mの1地点であり，高さ14～20mの高

木第1層にはアラカシが被度・湿度5・4～4・2で優旧して生育している。恒存種はナソテソ，カヤ，

イヌガヤが低木層に，ジャノヒゲ，キヅタ，シュンランが草本層に生育し，随伴種でナキリスゲ，

ムラサキシキブ，ハナイカダ，イロハモミジ，ヤマウルシ，メダケなども高い常在度を示してい

る。平均出現種数が30種である。

　山梨県下に生育するウPジロガシーアラカシ群落は，内陸性気候特有の冬季気潟の低下と平均

気温5℃をこえる植物の生育期間の短かさが制限要因となるため，その構成種にムラサキシキブ，

ハナイカダなど夏緑植物を混生する自然植生あるいは半自然植生である。その自然生門地はヤブ

ッキクラス域の上部を中心に，比較的限られていたものと考察される。

　iii）群落の分布。身延から鰍沢にかけての津具川の各支流ぞい，桂川沿いの大月周辺，塩山市

北部に小面積ずつながら残存生育がみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　iv）群落の動態。ウラジロガシーアラカシ群落は日射量が多い南向斜面を中心に生育するのに

対し北向斜面ではケヤキ林（イロハモミジーケヤキ群集）が生育し，より緩斜面で耕作地として

土地利用が行われている立地ではシラカシ群集の潜在自然立地となる。今回資料が得られたウラ

ジロガシーアラカシ群落は，30～50cmの礫を多く含み，土壌の発達は必ずしもわるくなかった

が，落葉層が厚いのが特徴的であった。

　v）群落の区分。ヤブツバキクラスのモミ群落，シラカシ群集と比較して，低木層にシラカシ

の生育があることを除いて，アカシデ，イヌシデなどモミ群落の区分種，オオバジャノヒゲ，ヤ
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マブキ，ヤブラン，アプラチャンなどシラカシ群集の標微種および区分種が生育せず，高木層に

ウラジロガシ，アラカシが優黙することにより群落区分される。ウラジロガシーアラカシ群落は，

ナンテン，カヤ，イヌガヤ，ヤマヤブソテツ，ダンコウバイ，チャノキが生育することより，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れらの種群を区分種とするサカキーウラジロガシ群園，さらに，生育するジャノヒゲ，キツタ，

シュンラン，クマワラビ，アオキ，ヤマイタチシダ，慰霊バノイノモトソウなどを標三種および

区分種としてヤブッバキオーダー，ヤブッバキクラスに上級単位がまとめられる。

　　　　　　Phot．31南部町八木沢のシラカシ群集

Quercetum　myrsinaefoliaedesYagisawainNanbu－cho（350m）
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　v圭）群落の利用・保全。残存生育するウラジロガシーアラカシ群落はヤブッバキクラス域の上

部を中心に河川沿いの斜面，急傾斜地などに限られており，いずれも斜面保全林として機能して

いる。

　36．　シラカシ群集

　　　Quercetum　myrsinaefoliae（Tab．33，LegendeNr．29）

　i）相観。常緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。海抜600（750）m以下の盆地，河川沿いの段丘面，火山灰に被われた丘陵・低

山には常緑広葉樹のシラカシが高木層に生育するシラカシ群集が生育する。今回植生調査資料が

得られたのは海抜95mの富沢から富士川にそって身延，増穂さらに甲府盆地の武田神社，勝沼，

桂川沿いの大月・岩殿，奈良子などである。シラカシ群集は15（8）～23mの高木第1層にシラカ

シ，モミ，ケヤキが生育し，高木第2層，低木層，草本層に常緑植物が生育し，4～5層の群落

階層をなす。現在県下に残存するシラカシ群集の大部分は神社林，屋敷林であり，必ずしも十分

な広さの残存植生ではないが塊状に生育するためにヤブッバキクラスの種が多く生育し，自然度

が高い林分と評価されるシラカシ群集もみられる。高木第1層の優占種は麗群集によって異なり，

シラカシ（典型亜群集），ケヤキ（ケヤキ亜群集），モミ（モミ亜群集）が優出する。シラカシ群

集の恒存種は群集標野種であるシラカシの他に，ヤブラン，ダンコウバイ，ナンテン，アラカシ，

ジャノヒゲ，キヅタ，シュンラン，クマワラビ，テイカカズラが生育する。シラカシ群集の出現

種子は45種（典型亜群集の平均出現階数）前後で，亜群集により幅がみられる。

　紛群落の分布。シラカシ群集は，富士川にそった県南部から甲府盆地およびその扇状地，山

腹部および桂川に沿った段丘面など海抜600（750）m付近まで残存生育がみられ，潜在自然植生域

もほぼ一致する。シラカシ群集域に沿った尾根筋，より高海抜の山地ではシキミーモミ群集の生

育地となり，谷筋のより湿潤な立地ではイロハモミジーケヤキ群集とその生育地を接する。

　iv）群落の動態。シラカシ群集はヤブツバキクラス域のより内陸，より高海抜地に生育する常

緑広葉樹林であり，人為的干渉の程度により，クヌギーコナラ群集，アズマネザサーススキ群集，

カラスビシャクーニシキソウ群集と退行遷移する。

　シラカシ群集が潜在自然植生である立地は，一般に安定した立地であり，耕作畑，住宅地とし

ての土地利用が最初に行なわれてきている。したがって最期に森林が伐採された植生の一つであ

り，放置することによってクヌギ，コナラ，エゴノキなどの雑木林（クヌギーコナラ群集）への

復元が比較的早い植生域である。

　v）群落の区分。シラカシ群集はシラカシが群集標徴種として生育し，オオバジャノヒゲ，ヤ

マブキ，ヤブラン，アプラチャンが地域的標記種および区分種として生育する。シラカシ群集は

宮脇・大場1965により関東平野の自然植生として報告されており，現在まで関東平野各地，（宮

脇1967，1968，宮脇他1970，1971，1972，1974，1975，1976），東北地方南部（宮脇他1976），東海地方
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（宮脇他1976）などで生育が報告されている。既発表のシラカシ群集と比較検討の結果，（a）モミ

亜群集，（b）典型亜群集，（c）ケヤキ亜群集の3壷群集が下位区分される。

　（a）モミ亜群集は，高木層にモミノキを混生し，火山灰質の土壌がほとんどない尾根筋，急傾斜

地，モミ群落と接する海抜500m以上を中心に生育する。出現内数29種と典型亜群集およびケヤ

キ亜群集と比較して20～30％少ない。

　（b）典型亜群集は上位の河川段丘面を中心に比較的乾燥した立地から中生立地に生育し，亜群集

区分種は特別生育しない。シラカシ群集の基準群落であり，高木層にシラカシが高い植被率で生

育する。

　（C）ケヤキ亜群集は，湿潤立地と結びつくエノキ，ムクノキ，ヤマコウバシ，ヒトリシズカ，ニ

シキギが生育することによって区分される。ケヤキ亜群集は高木第1層にケヤキ，シラカシが優

占し，神奈川（宮脇他1972），千葉（宮脇・鈴木1974他），埼玉（宮脇他1973）他で区分されたシ

ラカシ群集ケヤキ亜群集と同一の群落として区分された。ケヤキ亜群集の生育地は富士川，桂川

沿いの沖積面，下位段丘面，扇状地下部を中心に生育する。

　シラカシ群集の上級単位は，モミ群落，ウラジロガシーアラカシ群落などとサカキーウラジロ

ガシ群団Sakakieto－Cyclobalanopsion　SugantlmaetSuz．一Tok．1965に，さらに

ヤブツバキオーダーCamelhetalia　laponicae　OdaetSumata1966，ヤブツバキク

ラスCamellietea　laponicaeMiyawakietOhba1963にまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。シラカシ群集は武田神社を始めとする神社林，富沢から韮崎にかけて

の屋敷林として点々とその残存生育がみられる。シラカシ群集は常緑の植物を主な構i成種とする

植生であり，その構i成種は現在建設が進められている中央自動箪道を始めとする幹線路の環境保

全：緑地の中枢として潜在自然植生のちがいに応じた積極的活用が期待されている。

　37．　イノデータブ群集

　　　Polysticho－Mach圭韮etum　もhunbergii（LegendeNぞ．30）

　i）相観。常緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。駿河湾にそそぐ富士川に沿って，より温暖な気候条件下に生育する植生が，

一部山梨県まで延びている。イノデータブ群集は，種組成的にも完全なものとは譜えないが山梨

県下でも，もっとも温暖多雨な気候条件にある南部町，富沢町を中心に見られる。爾部町の井出

八幡神社ではタブの大木を中心にカゴノキ，ヤブニッケイ，アオキ，ムベ，キチジョウソウ，ビ

ナンカズラが生育している。

　イノデータブ群集は，タブが高木第1層に優卸する常緑広葉樹林であり，立地的に富養地に生

育域をもつ。駿河湾沿岸などの水分条件にめぐまれた立地を中心に広い分布をなす林分で，ヤブ

コウジースダジイ群集と立地的すみわけをしながら，ほぼ同じ広がりをみせる。

　iii）群落の分布。タブ林は県南の海抜300m付近以下に散在して残存する、，カゴノキ，ヤブニ
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ッケイ，キチジョウソウ，ムベなどイノデータブ群集の構成種を多くもったタブ林は少なく，シ

ラカシ群集にタブノキを混生するものが多い。

　イノデータブ群集は東北地方南部以西の本州の沿海部のヤブツバキクラス域に広く分布域をも

つ。

　iv）群落の動態。イノデータブ群集域は，県下でも温暖で，水分条件にめぐまれた立地である

ため，その生育域は限られており，古くから耕作地，住宅地として広く利用されつくされてきた。

したがって社寺林としてわずかに残存するにとどまる。

　v）群落の区分。県下のイノデータブ群集は，駿河湾から広く分布する群落分布域の北限にあ

たり，種組成的にも，残存する林分としても貧弱である。しかし，カゴノキ，キチジョウソウ，

アオキ，タブノキ，ムベなどの生育によってイノデータブ群集と判定される。

　イノデータブ群集は，タブノキ，カゴノキ，イノデ，トヘラなどの生育によってヤブコウジー

スダジイ群団Ardisio－Castanopsion　Miyawakietal．1971，さらにヤブッバキオー

ダーCamellietalia　japonicaeOdaetSumata1966，ヤブツバキクラスCame11－

ietea　japonicae　MiyawakietOhba！963に上級単位がまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。山梨県下に生育するイノデータブ群集は，群集の北限に位置する林分

であり，井出八幡神社など残存する林分の価値が高い。

　38．　イ“ハモミジーケヤキ群集

　　　Acero－Zelkovetum（Tab．2虫LegendeNr．31）

　i）相観。林床にヤブツバキクラスの種が生育する夏緑広葉樹林。

　i圭）群落の形態。海抜800m以下のヤブツバキクラス域の凹面地，斜面下部に生育するケヤキ

ーイロハモミジ林がイロハモミジーケヤキ群集である。高さ15～25mの高木第1層には夏緑広葉

樹のケヤキ，イロハモミジが高い植被率で優占し，高木第2層および低木層には常緑広葉樹のア

ラカシ，シラカシ，ヤブツバキ，アオキ，ナンテン，チャノキ，マサキなどヤブツバキクラスの

種の生育と，夏緑広葉樹のアプラチャン，ハナイカダ，ツリバナ，ガマズミ，ムラサキシキブ，

ヤマブキ，コマユミ，クマノミズキ，ウワミズザクラ，エノキ，ヤマモミジなどの出現がみられ

る。高さ0．8～0．5mの草本層は植被率30～50％でヤブッバキクラスの種であるオオバジャノヒゲ，

ジャノヒゲ，ヤブラン，ヤブコウジ，テイカカズラ，キヅタ，ヤマイタチシダなどを中心とした

種群の生育をみる。イロハモミジーケヤキ群集は水分条件にめぐまれた砂礫層土が主な生育地で

あり，沖積層と洪積層との接点，中小河川沿いの斜面など線状あるいは帯状をなす。したがって

隣接するシラカシ群集やアラカシーウラジロガシ群落などと比較して限られた広さの生育域をも

っている。イロハモミジーケヤキ群集の出現母数は29～49種（平均出現種数37種）を数える。イ

ロハモミジーケヤキ群集は，宮脇・藤原1970により大阪府箕面で始めて報告され，ブナクラス域

を中心に生育するアブラチャンーケヤキ群集との区分種としてジャノヒゲ，ヤブラン，モミノキ，
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アラカシ，シラカシ，ナンテン，ヤブコウジ，ヤブツバキ，オオバジャノヒゲ，シュロ，チャノ

キ，アオキの生育があげられる。さらに，アブラチャンーケヤキ群集との共通種としてケヤキ林，

イロハモミジーケヤキ林を指標する種としてケヤキ，イロハモミジ，ヤマブキ，ダンコウバイ，

クマノミズキ，エノキなどがあげられる。

　iii）群落の分布。山梨県下のイロハモミジーケヤキ群集は敷島町，韮崎市，富士川およびその

支流沿いの斜面を中心に生育する。イロハモミジーケヤキ群集は関東地方から関西地方にかけて

の漢谷林として生育し，大阪府箕面（宮脇・藤原！970），和泉葛誠山系（宮脇他1971），紳奈川県

下各地（宮脇他1972他）で報告がなされている。日本海岸のヤブツツバキクラス域は，チャボガ
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Fig．23　イロハモミジーケヤキ群集断面模式
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ヤーケヤキ群落（宮脇他1977）として報告されており，ハイイヌガヤ，ヒメアオキ，オオバクロ

モジ，オクノカンスゲ，チャボガヤなど多くの区分種の生育をみる。

　iv）群落の動態。イμハモミジーケヤキ群集は，　V字薫修を中心とした凹状斜面を中心に分布

し，立地的にやや崩壊性の強いこともあり隣接群落の破壊により林床が荒れた林分も少なくない。

イロハモミジーケヤキ群集の代償植生あるいは中黒群落はミズキ，クマノミズキ，イヌシデなど

の亜高木林，アカソーオオヨモギ群落，モウソウチク林などがあげられ，カラスビシャクーニシ

キソウ群集，ウリカワーコナギ群集，ノミノフスマーケキッネノボタン群集などの生育する耕作

地はほとんどない。三珠町，市川大門町の一部でクワ畑として，イ点点モミジーケヤキ群集を潜

在自然植生とする立地の利用がある。

　v）群落の区分。イロハモミジーケヤキ群集は，山梨県など表日本のブナクラス域を中心に生

育するアブラチャンーケヤキ群集との区分種としてジャノヒゲ，ヤブラン，モミノキ，アラカシ，

ナンテン，シラカシ，ヤブコウジ，オオバジャノヒゲ，シュロ，チャノキ，アオキなどヤブツバ

キクラスの種があげられる。バイカウツギ，ウツギ，サンショウ，チヂミザサなどを標徴種およ

び区分種とするアブラチャソーケヤキ群集，さらに日本海側のケヤキ林であるチャボガヤーケヤ

キ群落，ケンポナシーケヤキ群落（宮脇他！977）とともにイロハモミジーケヤキ群集は，共通種

としてケヤキ，ヤマブキ，ダンコウバイ，イロハモミジ，クマノミズキ，エノキなどが生育する。

これらの種群を群団標雷干および区分種としてイロハモミジーケヤキ群集以下のケヤキ林はケヤ

キ群団Zelkovion　Miyawakieta1．1977にまとめられる。従来イロ・・モミジーケヤキ群

集は，ヤブツバキクラス，ヤブッバキオー・ダー，ヤブコウジースダジィ群騒に所属がなされてき

たQ　しかし，コナラーミズナラナーダー　Quercetalia　serrato－grosseserratae

に属する群団としてケヤキ林がケヤキ群団としてのまとまりがあり，イロハモミジーケヤキ群集

も，同一群団への所属が植物社会学的に考察される。

　iv）群落の保全・利用。イロハモミジーケヤキ群集を潜在自然植生，自然植生とする立地は，

クワ畑，モウソウチク林，ミズキの二次林が主な土地利用形態であることからも判定されるよう

に，耕作地として高い生産性の追求はむずかしい。イロハモミジーケヤキ群集の生育する立地は

砂礫層の崩壊牲の強い立地であるため，タマアジサィーフサザクラ群集やヤシャブシ群落が二次

的に生育することも少なくない。水分供給にめぐまれ，各種養分の供給も多いためケヤキの高木，

アオキ，ヤブツバキなど低木，さらに草本層の生育が早い。イPハモミジーケヤキ群集域では一

時的に崩壊があっても復元が比較的早く，森林の景観形成も他の林分より短い期間に可能である。

したがって，斜面保全林としてイ一膳モミジーケヤキ群集はの存続評価される。同時に，イロハ

モミジケヤキ群集の安易な伐採は大葬時などに急速な土砂の移動が起ることも十分予想される。

39．　タチヤナギ群落

　　8α麗κsπbfrασε泥8・Gesellschaft（Tab．34，1」egenδe　KL　32）
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　i）相観。夏緑低木林。

　ii）群落の形態。河辺や湖沼の水際に生育するヤナギ林。今回調査資料が得られたタチヤナギ

群落は，河欝湖畔でヨシ群落にかこまれて生育していた。高さ6mのタチヤナギが被度・群度3・3

で小塊状に生育し，高さ3mのヨシを中心にスイカズラ，カナムグラ，ノイバラ，ヘクソカズラ

が草本層を形成している。出現種数は6種で，混生するヨシ，スイカズラ，カナムグラ，ヘクソ

カズラなどの種はタチヤナギ群落などヤナギ林に高い常在度で生育する種であるがヤナギ林本来

の種というより，生長したヤナギ林の成立により物理的に富養化をともなって生育するものであ

る。したがいタチヤナギ群落はタチヤナギ1種の生育により特徴ずけられ，区分される。調査区

数1と限られており，詳細は隣接地の類似群落の植生調査資料の収集をまって明確にされる。

　iii）群落の分布。河口湖畔を始め笛吹川，富士川沿いに一部ヤナギ林が生育する。本来の生育

分布域は，河辺や湖沼周囲など砂質の水分条件にめぐまれたところにみられる。

　iv）群落の動態。汀線沿いのより冠水しやすい湿潤な立地では草丈1～3mのヨシ，ツルヨシ，

オギなどの草本群落が生育し，これらの群落に囲まれ生育するのがタチヤナギ群落などヤナギ林

で，林床植生は一般にハコベ，スイバ，ヘクソカズラなど好窒素性植物が高さ30cm以下で生育

する。タチヤナギ群落は増水時，人為的干渉により流出し欝欝化することも少なくない。

　v）群落の区分。タチヤナギ群落は高さ6mに生育するタチヤナギの生育により区分される。

講難灘議雛嚢四這畿墾二黒擁縷轟礁藪鑑叢

　　Phot．32　釜無川のタチヤナギ群落

3α1㍑3z’～ゾ〉『α9～1∫＆Gesellschaft（Flu8　Kamanashi）
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Dec1（ung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　（至．　Krautschicht　（m）＝

Deckung　d，　Krautschlcht（傷）：

Artenzahl：

Tab．34　タチヤナギ群落

5α〃エ5ψプ〉・αg～〃＆Gesellschaft

　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　調査年月　Ei

調　査　面

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出　現　種　数

1

，74

11

17

28

6

50

3

60

6

Trennart　d．　GeseUsch．：

　8α♂濡5～必読η9’〃5

Begleiter：

　Pんノ・α9〃磁85‘o〃〃♪」～で～～～5

　五〇ノ～加ノηノ‘ψ07zガ。α

　昂4〃」Z磁5ノ妙。ノ～～αぐ5

　Ro∫α〃㍑4Z乙ゲZo1η

　1≧牙846～，¶’ごZ　5CαノZ46／Z5　var．　〃’αゴノ・81

　Fundort調査地：河口湖畔See　Kawaguchi

群落区分種

　　タチヤナギ

随伴種

　　ヨシ

　　スイカズラ

　　カナムグラ

　　ノイバラ

　　ヘクソカズラ

S

K
K
K
K
K

3・3

3・3

2・2

1・2

1・2

十

タチヤナギ群落は，イヌコリヤナギ群集などのヤナギ林とともにオノエヤナギクラスSalice一

亀ea　sachalinensis　Ohba1973に上級単位が所属される。

　vi）群落の保全・利用。従来，安易に裸地化，コンクリートの打ち込み等が行なわれてきた河

州や湖沼の水際の保全の重要性が認識されてきた。ヨシ群落，タチヤナギ群落を始めとするヤナ

ギ林などが果す水際の環境保全機能は，水質浄化，：景観形成，水際の立地保全など多様な効果を

なしており，今後積極的活用が期待されている。

　40．　ツルヨシ群集

　　　Phragm圭tet犠m　japo鷺icae（1嬰ab．35，Legen盗eN蔦33）

　i）相観。冠水草本植物群落。

　ii）群落の形態。ツルヨシ群集は，ブナクラス域の河川沿いで流水域にそった冠水地に生育す

る草本植物群落Auen－Wiesengesellschaftである。流れのゆるやかな河川の下流ではヨシ群落，

オギ群集Miscanthe£um　saccarlfoliが生育し，地形が複雑に入り組んでいて流れが

早い河川の中流以上では，根系が発達するツルヨシ群集が生育する。ツルヨシ群集はツルヨシが

被度・群度5・5と優占する。甲府・三珠町では川幅が5mの小河川の流水に沿って細長い生育を示

している。走出枝を繊してその生育域を広げ，発達した根系はツルヨシ群集を特微づける。出現

種数3～4種で，立地条件の細かな差異によりタウコギクラス，ヨシクラスの種の侵入もみられる。
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Nr。　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahlne：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　Uber　Meer（m）＝

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetatio篇（％）：

Artenzah1：

　　Tab．35　ツル…ヨシ群；集

Phragm玉tetum　laponicae

　　　　　　　　　　　　調査　番　号　　　　　20

　　　　　　　　　　　　調査年月日　　　　’74

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　　　　　　　　　　　　調　査　面　積　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　海　　抜　　高　　　　　470

　　　　　　　　　　　　植生の高さ　　　　　1
　　　　　　　　　　　　植　　被　　率　　　i　95

　　　　　　　　　　　　出　現　種　数　　　　　　3

21

’74

7

25

4

470

1

95

4

Kennart　d．　Ass．：

　1）1聰9痂彦8∫ノ妙07～κα

Peg！皇iter・

　Gツノ～05‘召〃〃ノ～αρ8／zど砂1～ツZ♂～〃π

　Qμ∫5〃zθ1～z‘5z〃～ぬzα酵∂z乞郡

　Aア層彦θノ雇∫1αμ〃zぐψ5

　Boθん〃～ε痒α‘ブ’oπ∫μ5

　Ro∫α7／LμZオゲZoプα

　Fundort調査地：甲府市三珠Stadt　Kofu

群集標徴種

　　ツノレヨシ

随伴種

　　アマチャツル

　　ケチヂミザサ

　　ヨモギ

　　アカソ

　　ノイバラ

5・5　5・5

十　　　・

十　　　。

・　　十・2

・　　十

・　　　十

　iii）群落の分布。ツルヨシ群集は，ブナクラス域を中心とした，河川の中流以上で流れが比較

的速い砂礫地に多く生育する。ツルヨシ群集の後背地にはアレチギシギシーギシギシ群集，オギ

群集，タチヤナギ群落などのヤナギ低木林が流路と平行の帯状にみられる。

　iv）群落の動態。増水時には冠水し，根系の多くが露出するほど，生育基盤の砂礫の流出をみ

ることも少なくない。また増水等がなく立地が富養化することによってタウコギクラスの種であ

るミゾソバ，アメリカセンダングサ，オナモミ，オオイヌタデが侵入する例も少なくない。

　v）群落の区分。ツルヨシ群集はツルヨシを標徴種とする。

　vi）群落の保全・利用。コンクリートで代表される人工構築物による中小河川，用水の増加は，

水資源調節および水質浄化機能低下の問題を生じ始めている。ツルヨシ群集など水際の植生が

くく

ｶきた構築材料”，くく緑の浄化装置”として残存生育させることにより多様な効果があり，ッル

ヨシ群集に代表される河辺植生が生育する意義は深い。

41、　ウキヤガラーマコモ群集，ヨシ群落他

　　　Scirpo　fluv蓋at圭亘is－Z隻zanietu瓢　latifoliae，　P1εrαρ配甜ε8

　　　co拠η昭π‘8・Gesellschafもu。　a。（Lege黙de　NL　34）

　i）相観。抽水植物群落。

　ii）群落の形態。湖沼の周辺部や比較的流れのゆるやかな河川の水辺などには高さ1～2mで

ヨシ，フトイ，ガマ，ウキヤガラ，マコモなど高茎の草本植物が生育し，抽水植物群落Wassα一
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　　　　　　豫

醜諸’　　醗鼠

メ’・獄膿

1轟ll

　　　　　PhoL　33　河口湖畔に生育するヨシ群落（河口湖町広瀬）。

　Die　Plz7・αg〃廓θ∫‘ro1〃〃～〃～がGese且schaft，　um　Saumt　gurtelartig　den　See　Kawaguchi

（K：awaguchiko－cho，822m）

pflanzengesellschaftenを形成している。水深が50cm前後に保たれている水田耕作が放棄され

た沖積低地でも，ガマやヨシが復元して生育する。

　iii）群落の分布。富士川沿いの沖積低地，流れのゆるやかな河川のよどみの部分，水田放棄され

た甲府盆地の一部，河口湖畔などにヨシ群落，ガマ群落およびウキヤガラーマコモ群集が生育する。

　iv）群落の動態。河川沿いなどに生育するヨシ群落やウキヤガラーマコモ群集は，流水が早い

とツルヨシ群集の生育するところとなる。水田放棄地ではミゾソバ群集などの遷移段階を経て，

ヨシ群落やガマ群落が生育する。

　v）群落の区分。Miyawaki＆Okuda　1972によって利根川下流の沖積地でウキヤガラーマコ

モ群集が規定され，記載された。水深のあるところではマコモが純群落を形成し，浅くなるにつ

れてウキヤガラを多く混じえるのがウキヤガラーマコモ群集である。ウキヤガラーマコモ群集，

ヨシやガマの優与する抽水植物群落は，群落学的にヨシオーダーPhragmitet段1ia　Tx．et

Prsg．1942ヨシクラスPhragmiteteaTx．　etPrsg．1942にまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。ウキヤガラーマコモ群集，ガマ群落，ヨシ群落など三水植物群落は河

川や湖沼の水質浄化，流水の物理的減速など河川の環境保全に多様な機能を果してきた。河川改

修はこれらの植生の除宏と，コンクリート，ブロック等により側面の物理的強化をなしたが，抽
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水植物が果してきた水環境の多面的な保全機能の低下を生んできている。

　42。　ヒルムシロクラスおよびウキクサクラス

　　　Potamoge毛onete農　und　LeInnetea　（LegendeNr．35）

　i）相観。開放水域植物群落。

　ii）群落の形態。湖沼や人工の貯水池などの水流の少い開放水域に発達する群落は浮遊植物，

浮葉植物および沈水植物を構成種とする。常に移動する水の表面，水中など一面的で極端な立地

条件下に生育する開放水域の植生は，群落学的にウキクサクラスLemneteaW．KochetTx．

1954とヒルムシロクラスPotamogetonetea　RTx・etPrsg。1942にまとめられている。

　ウキクサクラスは，ウキクサ，コウキクサ，サンショウモなどを主な構成種として夏季の水田，

ため池などに小面積で生育している。しかし，ウキクサクラスの植物群落は時に全水田を被うこ

ともある。水中に溶存する栄養塩類によって生長するため，水田や耕地内のため池など富養地で

ウキクサクラスの植生が繁茂する。

　ウキクサクラスの抽水植物群落は，水深が1～5mで浮葉植物と沈水植物によるヒルムシロク

ラスの群落の生育するところとなる。ヒルムシロクラスの植生はヒルムシロ，オヒルムシロなど

浮葉植物からエビモ，セキショウモ，クロモ，ホザキノクロモなど沈水植物を主な構成種とする。

　iii）群落の分布。陸稲を除く稲作水田は夏季に施肥を行ない水をはるためウキクサクラスの植

生が一時的に繁茂する。水田に引き込む小規模な水路や甘利山のさわら池など貧女な湖沼にはヒ

ルムシロクラスの植生がみられる。

　iv）群落の動態。ヒルムシロクラス，ウキクサクラスなど水生植物群落は，一面的で極端な環

境条件が憧常的に保たれている限り，生育が保証されている。しかし，一時的な渇水，放水など

による急激な水流，冷水の流入など水質環境の変化に対して緻感で，容易に群落の繁茂または消

滅を示す。

　v）群落の区分。Miyawaki＆」・TUxen　1960はEi本のウキクサクラスの群落区分を行った。

すなわち，東北・北海道のアオウキクサータヌキモ群集，沖縄のアカウキクサ群集に対して，山梨

県も含めた本州・四国・九州の水田ではアオウキクサーサンショウモ群集Lemneto－Salvin－

ietum　natantisが報告されている。これら各ウキクサ群集はアオウキクサを群団標徴種と

してアオウキクサ群団Lemnion　paucicostatae　MiyawakietJ．T甑eR1960にまと

められる。さらに，アオウキクサ群団は欧州に分布するLe皿nion　m沁orisとともにウキ

クサオーダーLe皿netaliaW．KochetR．Tx．1954emOderd．！957，ウキクサクラス，

Lemnetea　W．KochetR．Tx，1954emOberd．1957にま：級単位がまとめられる。

　vi）群落の利用・保護。ホザキノクロモ，セキショウモ，ヒルムシロなどヒルムシロクラスに

属する開放水域植物群落の生育は，緑の浄化装置として水質保全，水質浄化など水環境の保全に

将来共欠かせないものとして評価される。



126

R．代償植生Ersa毛zgese董豆schaften

　日本各地に見られると同様に，山梨県においても人々は，数千年来，自然林を伐採し，火入れ，

開墾，放牧，植林，住宅や道路の建設を行ない，さまざまな影響を植生に及ぼしてきた。山梨県

下のブナクラス域およびヤブツバキクラス域は，人々の生活域および隣接域であり，その大部分

が自然植生の破壊された後に立地条件と人間の干渉の程度に対応して生育している，自然植生の

おきかえ群落としての代償植生Ersatzgesellschaftenで占められている。

　代償植生は，タリーミズナラ群集　クヌギーコナラ群集など夏：緑広葉樹の二次林，スギ，アカ

マツ，カラマツの植林，アズマネザサーススキ群集，シバ群落，ヒメムカシヨモギーオオアレチノ

ギク群落など二次草原，さらに耕作地に生育するカラスビシャクーニシキソウ群集，ウリカワーコ

ナギ群集まできわめて多い。しかも，これらさまざまな代償植生は，ほぼ同一の人為的干渉が加

えられている限り持続群落を形成する。耕作を停止したり，刈り取りの頻度を変えるなど人為的

干渉の程度を変化させると，時間の経過とともに植生は変化していく。これが遷移Sukzession

とよばれる。人為的干渉の停止は時間の経過とともに潜在自然植生など立地条件の許容する範囲

内でより多層構造をなす群落へ遷移する。これを（二次的）進行遷移Sekundare　progressive

Sukzessionと呼ばれる。甲府盆地に潜在自然植生として広い生育域をもつシラカシ群集域の自

然植生と代償植生との関係は次のように図示される。

定期的耕作除11f施肥
qeg董om試βige　Pflege，　D臼ngung　u．　Unk：「autl混te目

－；’ 宴Xヒドシャクーニシキソウ書葬舞き

o～1～ρ〃～α’eη～α’α一E～ψ1～07窃α

^，5θπdoc1～㈱αesシce一乃55．
シラカシ群集

p～‘frce～卍ρπ

ｨr31ηαφ”αe たえず踏むRegelmaβig　getI・agen

耕作放棄後3～5年あるいは
P～4∫年孝妾に1睡刈封＝く｝）、　火入れ

ニワホコリ一躍ゼクサ群集

E：踏跡群落）

drα9～・05’ρ画～η～～’〃～co

cノ‘η7”9’ηα‘～1．7ーノブ／4ξ（3581～so1’，）

アズマネササーススキ群集

^1ゾ～，π〔1”～ω・’〔，c1ゴ’～o

黷謔uお。αη’ノ，ρ勲〃z

R～ηeη3～3

3　～　5　Jahre　nach　der　Brach　sowie

撃?ｄｅｌ　bis　4」ぬ・e　gema｝コte・・d・

魔?ｒ　brenner

@　　　森林伐採後1～2年
@　　　1～2　Ja｝】re　nach　Kahlschlagen

芦皆一アカメガシワ｛11三団

ｿ‘ワ・θ‘1（りπ1ro一

ｲ、1α1（，’～oη．即〔，～ηcαe

15～25年：こ

P回伐採
aepflanzen　u．
窒?ｇｅ】顧βige

oξlege　einchlieblich

P）Ungung

クヌギーコナラ群集

p～‘oγce’～ρπ

ｿα‘～’5s加。－scゾrα’αe

翫、誤、．、，c，漁、，9⇒

スギヒノキ植林

bγ3P’oη～o漁ノαPo3～’αP

bノ～α7παρc〃1♪ω廊（，ゐ’π3α

黷eors’

植林、下刈．り

`uffor＄tungu．　Pflege

自然植生
潜在自然植生

｝）otentialle　nat襲ricl㌃e

Vegetation

　代　　　　植　生・現　　：∫∫；　屈〔　生

Ersatzgesdlschaften，　Rea｝e　Vegetation

　　　　　　　Fig．24現存樋生と潜在自然植生との関連模式

Beziehungen　zwischen　der　potentiellen　na臓rlichen　uad　der　realen　Vegetation・
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　山梨県下の海抜1，600m以下の現存植生現地調査結果，その大部分は代償植生で占められてい

る。同一の相観をもつコナラ林（クヌギーコナラ群集）でも立地条件に加うるに様々な入為的影

響の質と量によって，植生の種組成，群落構造などに微妙な変化を生じさせている。逆に代償植

生であっても，その植生を調査することによって，その立地の質や人間の干渉の種類や強さを植

生の側から，判定することができる。

　戦後の産業，技術の発達，人口の増加は，さらに大規模な土地の改変をきわめて短期間に行な

うことが可能になった。反面，改変後の環境保全，立地保全は重要な問題となってきている。尾

根筋にはアカマツ林，山地の斜面上部は薪炭林としてのコナラ林，ススキの萱場，斜面下部はス

ギ植林，モウソウチク林，沖積地は畑や水田といった，試行錯誤的であっても細かな立地条件の

差異に応じた土地利用形態が従来とられてきた。山をけずり，谷をうずめる式の宅地造成は，最：

近大規模に各所で行なわれている。造成などにより広域的に画一化，食：化させられ，人々が持続

的に健全な環境を保証する（潜在）基盤の許容性の低下を生んでいる。

　自然植生，立地条件，人間の影響に対する許容度などの変化に応じた多様性を示しているのが

現存する植生，代償燃焼であり，自然環境の保全，立地保全に対する“生きた構築材料”として

実質的に機能する。したがって，今後の県土の持続的な発展の基盤として植生の把握，とくに人

々の生活域にむすびついている代償植生の理解が必要とされる。

　43．　ネコシデーダケカンバ群落

　　　βθ加εεαcorμだoZεα一・Bθ加Zαεr配απεε一Gesellsch段ft（「£ab・36，　Lege丑de　NL　36）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。海抜1，600m付近のコケモモートウヒクラス域は自然植生として亜高山針葉

樹林のシラビソーオオシラビソ群集が広い生育を占めている。しかし，シラビソーオオシラビソ

群集の伐採跡地，台風や大雨などによって多くの枯木，倒木を生じた地点では，二次林としてネ

コシデーダケカンバ群落にまとめられる夏緑広葉樹林が生育する。ネコシデーダケカンバ群落は

高さ13mの高木第1層にダケカンバ，丁張イタヤメイゲツなどが75～80％の植被率で生育し，高

さ6mの高木第2層にはオオイタヤメイゲツ，ナナカマド，マルバアオダモ，ネコシデ，ヵスミ

ザクラなどがみられる。低木層はツクバネウツギ，ニシキウツギ，オオカメノキ，ネコシデ，ニ

ワトコ，ミネザクラ，ノリウツギ，コヨウラクツツジ，ベニサラサドウダン，ズミなど夏緑広葉

樹を主な構成種とする。ブナクラス域に生育する同じ夏緑広葉樹林，二次林のクリーコナラ群集

などと比較して出現種数の貧化が著しく，出現野臥23～33種にとどまる。コケモモートウヒクラ

ス域に生育する夏緑広葉樹林は，崩壊性のある立地に自然植生として生育するミヤマハンノキー

ダヶヵンバ群集と，潜在自然植生がシラビソーオオシラビソ群集域の代償植生，二次林として生

育するネコシデーダケカンバ群落がある。ミヤマハンノキーダケカンバ群集は，高茎広葉草本植

物が高い被度で林床を被う上層にダケカンバ，ミヤマハンノキなどが10m以下の高さで生育する
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　Tab．36　ネコシデーダケカンバ群落

β伽Zα602y加飾一Bθ‘z‘Zα8ズ〃3α痂一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Dat．　d．　Aufnahme（1972）；

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe舐．　Meer（m）：

Expositio窺l

Ne玉gu登9　（。）：

H6he　d．　Baumschicht－1（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－1（％）：

H：6he　d．　Baumschicht－2（m）＝

Deckung　d．　Baurnsch圭。｝1t－2（％）：

H6he　d．　Strau（溢schicht（m）：

DeckuHg　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Klrautschicht（m）：
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1zαん。ηθ’z∫廊ヒメノガリヤスK一÷，80々4α90η∫71gα一απ紹αvar．α51磁たαアキノキリンソウK－1・2，　in　2＝
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ルイヨウショウマK一十，R～めz∬〆》αZ〃匹α’z6∫var．ご。鮮。〆疋ゾ1μ∫モミジイチゴK一十，α6η纏‘f5ノ曜）oπf6αノ・

ンショウズルK一十，Coπ∫o∫d♂∫〃‘ノπノ∠」耐πz〃zミヤマセンキュウK：一十，5「’ε〃α”如4加6∬耀。アπサワハコベ

K一十．

FundQrte調査地：黒岳Berg．　Kuro－dake

林分である。一方ネコシデーダケカンバ群落は，タリーミズナラ群集などと同様に，高木第2

層および低木層にオオカメノキ，ニシキウツギ，マルバアオダモ，カスミザクラなど多くの種類

の夏緑広葉樹が繁茂する。

　ネコシデーダケカンバ群落は，ブナクラス域に生育する二次林，タリーミズナラ群集，クリー

コナラ群集と比較すると，高木第1層の構成種がコナラ，ミズナラなどブナ科のコナラ属Q瑠ハ

C郡，クマシデ，サワシバ，アカシデなどカバノキ科のクマシデ属Cαη励螂にかわってネコシ

デ，ダケカンバなどカバノキ科のカンパ属B8‘認αが特徴的に生育する。またネコシデーダケカ

ンバ群落は，出現種数が少なく，群落構造，林内も比較的単純である。

　iiD群落の分布。ネコシデーダケカンバ群落は山梨県下のコケモモートウヒクラス域にシラビ

ソーオオシラビソ群集の代償植生，二次林として生育する。海抜1，600m付近のコケモモートウ

ヒクラス域下限付近では，ブナ林（ヤマボウシーブナ群集など）の分布する上限に接して，ネコ

シデーダケカンバ群落が，半自然植生として長い期間持続群落を形成している（八ケ岳山腹部）。

コケモモートウヒクラス域は，シラビソーオオシラビソ群集など自然植生が広く残存して生育す

ることもあって，ネコシデーダケカンバ群落の生育地は，他の二次林と比較して少なく，その生

育地も金峰山南部などに偏在する傾向を示す。

　iv）群落の区分。ネコシデーダケカンバ群落はダケカンバ，ネコシデ，オオイタヤメイゲツ，

シラネワラビ，イトスゲ，コウモリソウが生育することによって区分される。

　v）群落の保全，利用。潜在自然植生がシラビソーオオシラビソ群集域は，蘇苔類が広く残存

生育する状態であれぽ，コメツガ，シラビソ，トウヒ，オオシラビソなど亜高山針葉樹が短期間

に侵入，生育する。しかし，林床の植生まで除かれた土地ではネコシデーダケカンバ群落など夏

緑広葉樹が先駆的に生育する。コケモモートウヒクラス域の積極的土地利用は最低限にとどめ，

残存生育することによって直接，問接に得られる利点を使いきる方向が望まれる。

　44．　タリーミズナラ群集

　　　CasもaReo－Quercetu鵬crispae（rfab・37，LegendeNr．37）

　　　（Castanea　crenata－Queτcus斑。筑golicavar．　gr・sseserrata－As銭）

　i）桐観。夏緑広葉樹の高木林，亜高木林。

　ii）群落の形態。ブナクラス域に生育するミズナラの優占する高木林，亜高木林。タリーミズ

ナラ群集は，ブナクラス域でヤマボウシーブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落などの自然林
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の代償植生，二次林として生育する夏緑広葉樹林である。12～20mの高木第1層は植園率70～90

％でミズナラが優暑し，クリ，コハウチワカエデ，ハウチワカエデ，ウラジロモミ，ヤマハンノ

キ，ハリギリ，イヌブナなどを混生する。高木第2層は7～12mで，植被率が20～40％と一般に

低く，ミズナラ以下高木第1層の構成種，コミネ心門デ，リョウブ，アオハダ，アズキナシ，ツ

ガ，ヒトツバカエデ，クマシデなどが生育する。林床に高さ1～2mのスズタケが高い植被率で

生育し，低木層はミズナラ，ノリウツギ，ハウチワカエデ，ミヤマイボタ，オオカメノキ，リョ

ウブ，アオハダ，ウワミズザクラ，ミヤマガマズミ，ツノハシバミ，ダンコウバイ，アズキナシ，

ツリバナ，アオダモ，チョウジザクラ，コシアブラ，トウゴクミツバツツジなど夏緑広葉樹を中

心に構成される。スズタケなどササ類が高い被爆を占める林分では特に限られた種組成，出現種

数となり，草本層はツタウルシ，ミヤマベニシダ，ヘビノネゴザ，アキノキリンソウなどが高い

常在度で生育するにとどまる。出現種数は18～56種，平均出現馬櫛37．6種を数える。タリーミズ

ナラ群集はヤマボウシーブナ群集など夏緑広葉樹の自然林がかつて伐採されたあとに再生してき

た夏緑広葉樹林である。発達した林分では，20mにたつする高木第1層からスズタケの繁茂する

草本層まで3～4層構造の群落を形成し，潜在自然植生に類似する。しかし，Fig，25，　Phot．34

などでも示されているように高木層を形成するミズナラが笹野林の相観を形成したり，潜在自然

植生であるブナクラスの種の生育が貧弱であったりする。

　iii）群落の分布。今回，山梨県下で植生調査資料が12地点で得られたタリーミズナラ群集は海

抜1，050～1，590mであり，ブナクラス域の中部から上部にかけて生育域をもつ。タリーミズナラ

群集は，群集の標徴種および区分種の多くがスズタケーブナ群団あるいはササーブナオーダーの

種であることからも明かなように，分布の下限がブナクラス域の下限と一致する。潜在自然植生

がヤマボウシーブナ群集，オオモミジガサーブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落の一部の立

地を中心に生育する二次林である。八ケ岳山腹など火山灰に厚く被われた発熱立地では，自然植

生あるいは自然植生に準じるものとして長い期間持続群落を形成する。

　タリーミズナラ群集の県下での分布は，断片的林分も含めブナクラス域に広く生育する。

　iv）群落の動態。タリーミズナラ群集はブナクラス域に広く分布する二次林であり，森林伐採

跡地などでは15～30年の経過とともに成立する。タリーミズナラ群集はキ・ミナカワラマツバース

スキ群落など二次草原，ニシキウツギ群落など低木林の次の遷移段階として生育する林分であ

る。タリーミズナラ群集が二次林として成立する立地でも伐採をくり返したり，表層土を流出し

た貧養立地であったり，ブナクラス域の下部付近では，クリーコナラ群集が二次林として成立す

る。優占種としてミズナラが高木第1層を形成する二次林であっても種組成的にクリーコナラ群

集にまとめられる林分もある。

　v）群落の区：分。タリーミズナラ群集は，群集標徴種あるいはクリーコナラ群集，クヌギーコ

ナラ群集などとの区分種としてミズナラ，コハウチワカエデ，ノリウツギ，ハウチワカエデ，ウ

ラジロモミ，ツタウルシ，ミヤマイボタ，オオカメノキ，コミネカエデ，ミヤマベ論シタ，イタ
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ヤカエデ，スズタケが生育する。これらの種群の大部分は，ヤマボウシーブナ群集，バクウンボ

クーイヌブナ群落などブナクラスの自然林との共通種である。

　ブナクラス域に広い分布域を占める二次林のタリーミズナラ群集は，ヤマボウシーブナ群集な

どブナの優饗する自然林の成立をみない，比較的新しい火山灰地などを本来の生育地とするもの

であり，さまざまな人閾の影響は，自然植生としてブナ林の成立しない土地，先駆相野性格とし

て限られた広がりしかもたないタリーミズナラ群集の生育域の二次的拡大を生んでいる。タリー

鍵

艦窪麓．・

強纂翁灘

嫉

艶

鞭

鍵、

縞鯵鰍
　　　　Phot．34　タリーミズナラ群集（都留市）

Castaneo・Quercetum　crispae（StadtTsuru1700m）．
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　　　　Fig．25　タリーミズナラ群集断面模式

Vegetationsprofildes　C段staneo－Quercetum　crispae
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ミズナラ群集の上級単位も，リョウブ，クリ，アズキナシ，ツルウメモドキなど標徴種および区

分種の生育によりコナラーミズナラオーダーQuerceta． Piaserrato－grosseserratae

Miyawak1　et　al．1971に所属が考察される。岡時に，コミネカエデ，ハウチワカエデ，オオカメ

ノキ，ウラジロモミ，スズタケなどSasamorpho－Fagion　crenataeスズタケーブナ

群団，Saso－Fagetaha　crenataeササーブナオーダーの一群が特徴的に混生している。

　vi）群落の保全・利用。タリーミズナラ群集はブナクラス域に広く生育する二次林，夏緑広葉

樹林であり，山梨県のブナクラス域の景観を形成する重要な構成要素となっている。ヤマボウシ

ーブナ群集，オオモミジガサーブナ群集など自然林が小面積しか残されておらず，その保全，復

元に際し，自然林に準じるもの，時間の経過とともに自然林に遷移するものとしてタリーミズナ

ラ群集などの二次林を積極的に評価し，自然度の高い植生への復元の方向への管理が望まれる。

特に，自然公園内で，カラマツ植林などの生産緑地としての評価があまり高くない立地では，今

後タリーミズナラ群集で代表される夏緑広葉樹の二次林の育成が課題とされている。
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　45，　クリーコナラ群集

　　　CastaReo・Q疑ercet疑m　serratae（r£ab．37，hegendeNr．37）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林，亜高木林。

　ii）群落の形態。ブナクラス域の海抜！，300m付近を上限として生育する二次林。クリーコナ

ラ群集は，コナラ，クリが高木第1層に優占する夏緑広葉樹林である。クリーコナラ群集は海抜

1，000m以下のブナクラス域からヤブツバキクラス域の上限付近に生育する二次林と海抜！，000m

以上のブナクラス域であっても，代償度の高いミズナラーコナラ林が含まれる。高木層は発達し

た林分で22mに及ぶものもあるが一般に高さ10～！6mの高木第1層，高さ7～9mの高木第2層

に区：分される。高木第！層の植被率は80～90％，高木第2層の植被率は30～40％をなす。林冠を

形成する樹種は，高い被度をなすコナラ，クリの他に，ヤマザクラ，クマシデ，ミズキ，カスミ

ザクラ，ウラゲエンコウカエデ，イヌシデ，ホオノキ，ミズナラ，シラキである。クリ，コナラ

など林冠を形成する樹林の下層には，コナラ，ダンコウバイ，アズキナシ，クマシデ，ヤマハン

ノキ，アカシデ，バクウンボクなどが生育する。（！，5）2～4mの低木層は林分によって植被率の

幅があるが，リョウブ，ミヤマガマズミ，コアジサイ，ツクバネ，ガマズミ，ウリカエデ，オト

コヨウゾメ，コゴメウツギ，アオハダ，ウワミズザクラ，クリ，ツノハシバミ，ヤマツツジ，ダ

ンコウバイ，ヤマウルシ，アズキナシ，ツリバナ，クマシデ，アオダモ，マルバアオダモ，クロ

懇 鎌轟欝顎…講蕪

欝

灘．

．蝋．

・嚢

　　　　　　Fig．35　クリーコナラ群集の冬季景観（中富町）

Winteraspectdes　Castaneo－Quercetum　serratae（StadtNakatomi）・
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モジ，カスミザクラ，ヤマブキ，ミツバツツジ，コシアブラ，ウラゲエンコウカエデ，サンショ

ウ，バクウンボク，ヤ’マモミジ，マユミ，コバノガマズミ，ムラサキシキブ，ハナイカダ，ツク

バネウツギ，エゴノキ，マルバウツギ，ネジキなどが繁茂する。高さ1m以下の草本層は，大部

分が40％以下の植被率で，ヒカゲスゲ，コウヤボウキ，ノガリヤス，ヘビノネゴザ，アキノキリ

ンソウ，シラヤマギク，オケラ，タチツボスミレ，ヤブレガサ，イヌヨモギ，チゴユリ，ワラビ，

イチヤクソウ，ヤマガシュウ，オクモミジバグマ，タガネソウ，サルマメ，ヒメカンスゲ，トリ

アシショウマ，カシワバハグマ，ヤマトリカブトなどが高い常在度で生育する。出現歩数は33～

59種，平均出現隠釦52．7種で，潜在自然植生のヤマボウシーミズナラ群集やバクウンボクーイヌ

ブナ群落と比較して多い出現種数である。林床にスズタケなどササ類が高い植被率で生育する二

次林は，遷移段階も進行し，安定したミズナラ林であり，タリーミズナラ群集にまとめられる。

海抜1，000m以上ではミズナラが優占していても，発達していない二次林は種組成的にコナラ，

ヒカゲスゲなどの種群が多く生蕎しており，クリーコナラ群集にまとめられる。クリーコナラ群

集は，群集の高さが7mの亜高木林から20mをこえる高木林まで念まれ，出現因数も3＄～58種と

幅があり，均質性が必ずしも良くない。

　iii）群落の分布。クリーコナラ群集は，山梨県下のブナクラス域に広く分布する。とくに海抜

1，000m以下のブナクラス域に生育する二次林の多くはクリーコナラ群集である。コナラの優占

する二次林は，日本各地のヤブツバキクラス域に広い分布を示し，ブナクラス域の下部にも生育

する。クリーコナラ群集は海抜650～1，000m付近を中心に生育するクリーコナラ林を中1〔〉に，斜

面の方位，人為的影響の程度などに応じて海抜500～1，600mまで生育域が広がっている。

　iv）群落の動態。クリーコナラ群集は，潜在自然植生がバクウンボクーイヌブナ群落域を中心

にウラジロガシーアラカシ群落，アブラチャンーケヤキ群集およびヤマボウシーブナ群集の一部

に及ぶ立地に生育する代償植生である。ニシキウツギ群落など夏緑広葉樹からなる低木林の次の

遷移段階に生育する。伐採や火入れなどでその：上地が開放景観域となった後10～15年放置するこ

とによリクリーコナラ群集の成立をみる。海抜1，000組をこえる地域では，タリーミズナラ群集

の段階を経て，潜在自然植生のヤマボウシーブナ群集などに遷移する。

　v）群落の区分。クリーコナラ群集はコナラ，ガマズミ，ヒカゲスゲ，コウヤボウキ，ウリカ

エデ，オトコヨウゾメ，サルトリイバラ，ノガリヤス，ニシキギ，コゴメウツギ，コマユミ，ウ

ツギ，ヤマザクラが群集標重心および区分種として生育する。これらの種群の多くは，クヌギー

コナラ群集と共通種でもあるが，タリーミズナラ群集には生育しない。クリーコナラ群集は，ク

ヌギーコナラ群集の標徴種および区分種であるクヌギ，ヤマコウバシ，シュンラン，リュウノウ

ギク，イボタノキ，アズマネザサ，ネムノキなどの種群が生育しない。またクヌギーコナラ群集

との区分種として，リョウブ，アオハダ，ヘビノネゴザ，ウワミズザクラ，ミヤマガマズミ，コ

アジサイ，ツクバネが高い常在度で生育する。

　クリーコナラ群集の上級単位は，クリ，アズキナシ，フジ，ツリバナ，クマシデ，アオダモ，
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ウリカエデ，コナラ，ウツギ，ヤマザクラなどを標徴種および区分種としてイヌシデーコナラ群

団Carpinio－Quercion　serratae　Miyawakietal．1971，コナラーミズナラオーダ

ーQuercetalia　serrato－grosseserratae　Miyawakiet　al．1971にまとめられ

るQ

　vi）群落の保金・利用。クリーコナラ群集は，かつて薪炭林，雑木林として付近に住む人々に

広く利用されてきた二次林である。薪炭材などとしての用途が減少した現在，クリーコナラ群集

の多くはスギ，ヒノキ，アカマツ植林として利用されてきている。用材，バルブ材などを目的と

する植栽樹種の生産性を高めるため，下草刈りや枝打ちなど集約的な管理が行おれている。尾根

から谷まで広く植栽されている入工林は，大雨，台風や乾燥など一時的な環境条件の急変に対す

る補完性が低く，立地の安定性の維持，地力の維持が必ずしも高くない。尾根筋，林順境急斜

画などにクリーコナラ群集を積極的に残すことによって，画一的植林の結果生じる立地の貧養化，

災害頻発の弱点の軽減が計れる。

　46．　レンゲツツジーシラカンバ群集

　　　R熱ododendro一】Beもulet犠n竃　platyphyllae（Tab．33，LegendeNr．38）

　i）相観。夏緑広葉樹林。

　n）群落の形態。レンゲツツジーシラカンバ群集は，ブナクラス域の年較差が大きく，降水量が

少ない，いわゆる内陸性気候をなす地域に生育するシラカンバの二次林である。今回植生調査資

料が得られた4地点のレンゲツツジーシラカンバ群集は八ケ岳山麓の清壌付近，瑞機山麓である。

レンゲツツジーシラカンバ群集は高さ9～1！（18）mでシラカンバが優占する。高木層は被度・群

度4・4のシラカンバの他に，ヤハズハンノキ，ヤマハンノキ，ミヤマザクラなどがみられる。10

m前後の一斉林的なシラカンバが林冠を形成する下戸は比較的疎である。高さ2～3．5mの低木

層にミズナラ，ミヤマイボタ，レンゲツツジ，トウゴクミツバツツジ，マユミ，ヤマウルシ，ツ

ルウメモドキなどが生育する。草本層はススキ草原の構成種が多く，クガイソウ，アキノキリン

ソウ，タムラソウ，ヘビノネゴザ，ヒメスゲ，タガネソウが高い常在度で生育する。単木的に生

育するシラカンバは海抜！，400m以上のミズナラ林などの二次林にみられるが，シラカンバが優

占するレンゲツツジーシラカンバ群集は群集標徴．種および区分種のシラカンバ，ミヤマイボタ，

ベニバナイチヤクソウ，ズミ，レンゲツツジ，ヤハズハンノキが生育することにより識別される。

レンゲツツジーシラカンバ群集は出現種数26～52種で，シラカンバの白い樹皮と秋季の黄葉，林

床に咲く広葉草本植物は美しい対比をなし，特異の季観を示す。生育地は火山灰地で乾燥し遷移

の進行が早くなかったり，火入れが行なわれるスキー場，萱場の周辺，地下水位の高い立地にも

群落を形成する。

　iii）群落の分布。山梨県下の海抜1，300m前後から海抜1，700m前後まで小面積ではあるがレン

ゲツツジーシラカンバ群集が生育し，大菩薩嶺以菓にはほとんどみられない。レンゲツツジーシ
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ラカンバ群集は，ブナクラス域でも海抜高の比較的高い地域を中心にミズナラ林，ブナ林などが

容易に生育できないような，気候的に内陸性で土壌が発達していないところを中心に生育する。

　iv）群落の動態。全：国的にも，レンゲツツジーシラカンバ群集で代表されるシラカンバ林は本

州中部以北に生育している。海抜1，600～1，200m付近のブナクラス域では一般に，ススキなどの

二次草原一→アズキナシ，ノリウツギ，ササ類の低木林一→ミズナラの二次林と遷移する。しか

し，乾燥した貧養地あるいは火入れが行なわれ一時的に貧養化した土地では，二次草原の次にシ

ラカンバ林（レンゲツツジーシラカンバ群集）が成立：し，持続群落をなす。　レンゲツツジーシラ

カンバ群集は，林床にミズナラの低木を混生しており，編次ミズナラ林へと遷移する。立地が富

養化すれぽ比較的短時間にミズナラ林へ遷移するが，放牧地，採草地などに接した貧養地ではミ

ズナラ林に遷移するのに長い時間を要する。

　v）群落の区分。レンゲツツジーシラカンバ群集はタチツボスミレ，ミヤマザクラ，マユミ，

ヤマドリゼンマイ，チダケサシ，ヤマハンノキが生育するヤマドリゼンマイ亜群集とオナバギボ

ウシ，シラヤマギク，オオヨモギ，カラマツソウ，イタドリ，リンドウ，ヌスビトハギ，サクラ

スミレを区分種とするオオバギボウシ亜群集に下位区分される。ヤマドリゼンマイ亜群集はレン

ゲツツジーシラカンバ群集のなかでより湿潤な立地に生育し，遷移の進行もはやく，低木層には

2～3mのミズナラが被度・群度3・3で混生する。オオバギボウシ用i群集は亜群集区分種として

　　Phot．36三瀬林道沿いに生育するレンゲツッジーシラカンバ群集

　　Rhododendro．Betuletum　platyphyllae　aufderKamase
ForststraBe　Q500m）．
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オオバギボウシ，シラヤマギク，カラマツソウなど乾燥地に生育する二次草原要素によって特徴

づけられる。

　vi）群落の保全・利用。シラカンバは，ダケカンバとともに，美しい樹皮をなすため，集団施

設周囲などに積極的に植栽されている。しかし，多くは垂木的であり豊かな自然景観の中の一構

成員として必ずしも十分とはいえない。シラカンバを中心とする緑地を豊かな自然環境として機

能させるためには，レンゲツツジーシラカンバ群集の構成種を中心に，低木層，草本層の整備も

必要である。

　47．　クヌギーコナラ群集

　　　Quercetum　acuも圭ssimo・serraもae（lf3b．37，Lege競deNr．39）

　i）相観。夏緑広葉樹の高木林。

　ii）群落の形態。ヤブツバキクラス域でクヌギ，コナラなど夏緑広葉樹の優着する高木林。ク

ヌギーコナラ群集は，潜在自然植生がシラカシ群集，ウラジロガシーアラカシ群落である立地を

中心に生育する二次林である。群落の高さは8～！5mに達し，80％以上の繊被率で林冠をクヌギ，

コナラが高い被度で生育し，クマシデ，ケヤキ，ミズキ，アカシデを混じえる。10mをこえる林

分では高さ6～7m，20％以下の限られた植被率でコナラ，クリなどが高木第2層を形成する。

高さ2～4mの低木層は，林分によって植被率が20～80％と幅がある。低木層の構成種は夏緑広

葉樹が大部分を占め，ガマズミ，コマユミ，ヤマコウバシ，イボタノキ，アズマネザサ，フジ，

ヤマツツジ，ツリバナ，マルバアオダモ，カマツカ，サンショウ，コナラ，クリ，クヌギ，ウリ

カエデ，コゴメウツギ，ウツギ，オトコヨウゾメ，ネムノキ，ツノハシバミ，ダンコウバイなど

が高い常在度で生育する。低木層にアズマネザサが5・5と高い済度，群度をなす林分もある。1

m以下の草本層は，アズマネザサが低木層に繁茂している林分では！0％以下の植被率にとどまる

が，一般に50％前後の植被率をなす林分が多い。草本層で高い常在度の生育をみせる種は，ヒカ

ゲスゲ，サルトリイバラ，ノガリヤス，シュンラン，リュウノウギク，アキノキリンソウ，シラ

ヤマギク，オケラ，ミツバアケビ，タチツボスミレ，アケビ，ススキ，イヌヨモギ，ツリガネニ

ンジン，イチヤクソウ，コチヂミザサなどである。

　クヌギーコナラ群集の構成種として，シュンラン，モミ，オオバジャノヒゲ，アオキ，シラカ

シなど潜在自然植生であるヤブツバキクラス林の種もみられる。出現種数は26種から80種をこえ

る林分まであり，立地条件の差異と人為的影響の程度に応じて幡が広い。クヌギーコナラ群集は，

クリーコナラ群集と同様に夏緑広葉樹林であるが，ヤブツバキクラス域を中心に生育するアズマ

ネザサや常緑広葉樹が特徴的に混生する。ヤブツバキクラス域に生育する森林植生は，自然植生

が常緑広葉樹林であり，植林もアカマツ，スギ，ヒノキなど常緑針葉樹のため季観の変化にとぼ

しい。クヌギーコナラ群集は，ヤブツバキクラス域に広く生育する夏緑広葉樹林であり，新緑，

盛夏の深い緑，紅黄葉，そして落葉と季節の変化とともに相観も著しい変化をみせる。
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　ヤブツバキクラス域に生育する自然植生は大部分がシラカシ，アラカシなど常緑広葉樹林で占

められており，夏緑広葉樹林はやや崩壊性の強い立地やV字漢谷などに生育するイPハモミジー

ケヤキ群集，タマアジサイーフサザクラ群集，沖積低地に生育するハンノキ群落，河辺植生とし

てのヤナギ低木林などをあげることができる。すなわち，ヤブツバキクラス域に自然植生として

生育する夏緑広葉樹林は，常緑広葉樹林が生育できない，やや極端な立地条件，きびしい生物的

環境に生育する。夏緑広葉樹も生育できない砂礫地，崩壊地などではフジアザミーヤマホタルブ

クロ群集など草本植物群落が自然植昌三として生育する。人為的影響と植生との関係においても同

様に，潜在自然植生が常緑広葉樹林である立地に生育する代償植生は，15～20年に一回程度の伐

採等が定期的に燥り返されれば夏緑広葉樹林であるクヌギーコナラ群集が成立し，数年に一度伐

り取りが行なわれるとアズマネザサーススキ群集など二次草原が持続群落として存続する。

　クヌギーコナラ群集の均質性は必ずしも高くない。人為的影響が強ければ林床が貧弱となり繊

一種数も限られる。アズマネザサが高い被度で生育する林分は草本層の出現種数の減少と低木層

の植被率が低くなる。水分条件にめぐまれた凹状地では繊現数数が50種をこえる。10m以下の若

一襲ではススキ草原の構成種の生育を多くみる。

　iii）群落の分布。クヌギーコナラ群集は山梨県下のヤブツバキクラス域に広く生育する二次林

である。潜在自然植生がシラカシ群集域を中心にウラジロガシーアラカシ群落域，モミ群落域，

藤歎，骸墜1離蟻溝

・瀦：欝灘

幣’

。冥．き

lr雨

脚驚
　　・Fig。37　身延町に生育するクヌギーコナラ群集

Queごcetum　acutissilno－serratae　inMinQbu（460m）．
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　　　　　Fig．26　クヌギーコナラ群集断面模式
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イロハモミジーケヤキ群集域に生育する代償植生である。山梨県下では富士川に沿った富沢町，

南部町，身延町から甲府盆地にかけて広く生育し，上野原町，大月市などにも分布する。クヌギ

ーコナラ群集は宮脇1967によって神奈川県下などに生育する二次林として報告された。クヌギー

コナラ群集は，北関東，千葉県，東京都，神奈川県，静岡県東部など関東地方を中心に広く報告

されている（宮脇1969，1971，宮脇他1972，1973，1974他）。

　iv）群落の動態。クヌギーコナラ群集は，ヤブツバキクラス域に生育する二次林で，クサギー

アカメガシワ群団の次の遷移段階として生育する。高さ10mをこえるクヌギーコナラ群集は人為

的影響を停止するとやブソバキ，ピサカキ，ベニシダ，アラカシなどヤプツバキクラスの種が順

次侵入し，時間の経過とともにシラカシ群集など常緑広葉樹林に遷移する。クヌギーコナラ群集
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は，間伐，下草刈り，ある程度の入の立ち入りなど人閻的千渉下にも持続群落を形成する。

　v）群落の区分。クヌギーコナラ群集は，クヌギ，ヤマコウバシ，シュンラン，リュウノウギ

ク，イボタノキ，アズマネザサ，ネムノキが群集標甲種および区分種として生育する。クヌギー

コナラ群集は，タリーミズナラ群集との区分種であると同時にクリーコナラ群集との共通種とし

てコナラ，ガマズミ，ヒカゲスゲ，コウヤボウキ，ウリカエデ，オトコヨウゾメ，サルトリイバラ，

ノガリヤス，ニシキギ，コゴメウツギ，コマユミ，ウツギ，ヤマザクラが高い常在度で生育する。

　クヌギーコナラ群集の上級単位は，クリ，アズキナシ，ツリバナ，ヌルデ，ヤマウルシ，ツノ

ハシバミ，コナラ，ウツギ，ヤマザクラなどを標特種および区分種としてイヌシデーコナラ群団

Carpiaio－Quercion　serratae　Miyawakietal．1971，コナラーミズナラオーダー

Quercetalia　serrato－grosseserra億e　Miyawakietal，1971にまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。戦後まもなくまでは薪炭林として広く利用されてきた雑木林，二次林

がクヌギーコナラ群集である。クヌギーコナラ群集が山梨県下に広く残されていたことにより限

られた残存林分にとどまる自然林のシラカシ群集などに準じて環境保全，立地保全に積極的に機

能してきた。従来広く生育していたクヌギーコナラ群集も宅地化とアカマツ，スギ，ヒノキの植

林が広域的，積極的に行なわれることにより，最近の減少は著しい。クヌギーコナラ群集は3～

4層の群落構造をなす森林植生であり，養分供給，水資源の保持，立地の安定など多面的に効果

がある。その果す多様な機能の再評価が必要である。

　48．　クサギーアカメガシワ群団

　　　Clerodendro・Mal蓬otion　japoRicae（LegendeNr．40）

　i）桐観。夏緑広葉樹の低木林。

　ii）群落の形態。ヤマウルシ，ハゼノキ，ヌルデ，カラスザンショウ，タラノキ，ナワシロイ

チゴ，ホウロクイチゴ，ウツギなど複葉の低木類，有棘植物アケビ，ヤマノイモ，サルトリイ

バラ，ハンショウヅルなどつる植物，クサギ，アカメガシワ，エゴノキなど生長の著しく早い夏

緑低木類を主な構成種とすることによって特徴づけられるのがクサギーアカメガシワ群団にまと

められる低木林である。クサギーアカメガシワ群団にまとめられる植生は群落の高さが，クヌギ

ーコナラ群集など二次林より低く5mをこえることはない。野台も均質とは判定されず，アカメ

ガシワ，カラスザンショウ，タラノキなどの低木類が生長の早さに応じた高さで混合した林分を

なす。構成種のヤマウルシ，ハゼノキ，カラスザンショウなど紅黄葉は，秋季に特徴的季観を示

し，サルトリイバラなど美しく色づいた果実は多くの動物の訪れるところとなる。出現種数は単

一種が過度に優録している林分は少なく，林床まで光の侵入があり，養分，水分供給にもめぐま

れている立地では50種をこえる出現里数をみることも少なくない。

　iii）群落の分布。クサギーアカメガシワ群団は山梨県下のヤブツバキクラス域で，森林を伐採

して数年を経過した土地を中心に分布し，その生育地は，消長が著しい。生育面積は山梨県全体
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として限られており，個々の生育面積や林相は変化が著しい。

　iv）群落の動態。クサギーアカメガシワ群団はアズマネザサーススキ群集など二次草原を放置

すると遷移して生育する低木林である。クサギーア出目ガシワ群団は，時間の経過とともにアズ

マネザサーススキ群集などススキクラスの種の生育，被度を減少させ，クヌギーコナラ群集など

夏緑広葉樹からなる高木林の構成種の侵入を生む。したがって，クサギーアカメガシワ群団は，

10年を経ずしてクヌギーコナラ群集など高木林へ遷移する。

　v）群落の区分。クサギーアカメガシワ群団にまとめられる群落は県下に散在してみられるが，

小面積であったり，途中相であったりして植生調査資料の収集にはいたらなかった。カラスザン

ショウ，クサギ，アカメガシワ，ヌルデ，ヤマウルシ，ハゼノキ，ヤマグワ，ナワシロイチゴ，

マルバウツギなどクサキーアカメガシワ群団の種が繁茂している。隣…接する関東地方ではクサイ，

チゴ，モミジイチゴなどキイチゴ属Rめ鷹やカラスザンショウ，ハリギリ，タラノキなど棘を

もった樹木を主な構成種とするクサイチゴータラノキ群集Rubo　hirsutus－Arahetum

Miyawaki　et　al．1971が報告されており，山梨県下にも生育するはずであるが，資料の収集に

はいたらなかった。

　vi）群落の保全・利用。従来，く籔”としてクサギーア田川ガシワ群団の植生に対しての景観

上，利用面からの評価は高いものではなかった。しかし，道路建設，施設の設置など大規模な土

地の改善に伴って生じた新たな門地の保全，とくに樹木の植栽は，生育の早く，活着率高く，陽

生で，各種潜在自然植生の先駆植生であり，後続群落との世代の交代等が平易であるなどの条件

から，クサギーアカメガシワ群団の種群が積極的に利用され始めている。植生学的にも望ましい

方向性として今後貧民荒廃地への利用が高まることが期待される。

　49．　シラビソ植林

　　　．4δfes　oθε彦。玩かForst（Lege獄de　Nr．41）

　の旧観。亜高山針葉樹の植林，人工林。

　圭i）群落の形態。山梨県下の海抜約1，600m以高のコケモモートウヒクラス域はカラマツの植

林が大部分である。しかし，県有林の一部にはウラジロモミとシラビソの植林がある。八ケ岳山

腹ではシラビソがウラジロモミと新町されているが，富士山麓ではシラビソ単一種の植林が行わ

れている。

　現在シラビソが植栽されている立地は，原（始）植生あるいは潜在自然植生がシラビソ，オオ

シラビソ，コメツガ，トウヒなどの常緑針葉樹林，シラビソ一対オシラビン群集域である。した

がってシラビソーオオシラビソ群集を潜在自然植生とする立地に，その構成種であるシラビソを

植栽するので問題は少ないかのようにも考えられるが，自然林と植林との差は著しい。自然植生

のシラビソーオオシラビソ群集は林床に蘇苔地衣類が高い植被率で生育し，林内湿度を恒常的に

高く保っており，保水力も確保されている。植林されたシラビソ林は林床の荒廃が著しく，ミ．ヤ
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コザサ，スズタケなどの生育も少なくない。

　iii）群落の分布。富士山など海抜1，600m以上のコケモモートウヒクラス域にシラビソ植林が

みられる。その面積は限られている。

　iv）植栽種の分布。　A6諮u8∫‘‘櫨Le難dleyシラビソは，一名シラベとも称される摂本特産の

常緑針葉樹の高木である。分布の北限を福島県吾妻山，南限を大峰山（紀伊半島）で，南磐梯山，

奥日光，三国山脈から中部地方にかけて，さらに紀伊半島などのコケモモートウヒクラス域に生

育する。弓木的には海抜1，200m前後の青木ケ原（林1969）にもみられる。一般に樹令90年前後

で天然更新がみられる。

　v）群落の動態。全国的にも，山梨県下でもシラビソの植林は限られており，まだ試験植栽的

段階を示す。コケモモートウヒクラス域は，低温で植生活動期間が短く樹木の生育地として必ず

しも適地でなく，高い生産性も期待できない。シラビソーオオシラビソ群集は，別項で記載され

ているように，林床に稚樹の生育と蘇苔地衣類の高い植被をみる高木林であり，ブナクラス域や

ヤブツバキクラス域の高木林と著しく異っている。伐採後のシラビソ植林にあっては，蘇苔地衣

類の保持，復元が期待できない。

　vi）群落の保全・利用。山梨県下のコケモモートウヒクラス域の伐採，植林，人工林化はでき

るだけ最低限におさえることが植生学的にも強く勤められる。従来の画一的にカラマツを植栽す

るのと比較すれぽ，立地条件の差異に応じてシラビソ，ウラジロモミなどの樹種の利用を試行す

るのが一つの新しい方向性を示していると言えよう。

　50．　ウラジ日モミ植林

　　　五bεθ8ん。η葛oZθPε8－Forst（1’egende　Nr。42）

　i）相観。常緑針葉樹の植林，人工林。

　ii）群落の形態。山梨県下の八ケ岳から金峰山にかけて，富士山のブナクラス域上部～コケモ

モートウヒクラス域にはウラジロモミの植林が小面積ずつながらみられる。樹高は必ずしも高く

なく，八ケ岳山腹の一部のように枯死木が多くススキ草原の様相を呈するものもみられる。

　ウラジロモミ植林は，ブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域の下部にかけて行なわ

れており，本来ミズナラ，ブナ，コメツガなどと混生してウラジロモミが生育していた立地でも

ある。

　iii）群落の分布。東前地方南部から中部，東海地方，紀伊半島，四回目主な分布域をもつウラ

ジロモミの植林は必ずしも多くなく，長野県の一部，山梨県などで小面積がみられる程度である。

山梨県下では，八ケ岳，金峰～甲武信，大菩薩嶺，山麓などに主な植林地があるにとどまる。

　iv）植栽種の分布。．A玩85ん。ノπoZθが∫Sieb．　et　Zecc，ウラジロモミは，ダケモミ，ニッコウモ

ミとも称される日本特産の常緑針葉樹で高木林を形成する。ウラジロモミは表日本型の気候条件

下のブナクラス域一スズタケーブナ群団域一を自然生育地とし，海抜1，000mから海抜1，800
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1nまでを中心に分布する。ウラジロモミはバクウンボクーイヌブナ群落，ヤマボウシーブナ群集

に混生し，キンレイカーヒノキ群集，シノブカグマーヒノキ群集，クロソヨゴーコメツが群落な

どのブナクラス域の常緑針葉樹林の構成種でもある。ウラジロモミは冬季に多雪を生じる裏日本

にはほとんど見られず，やや内陸的な乾燥気候条件下に主な分布域をもち，同じ属であるモミ

・妨∫θ∫ルッ73αと下限を接し，上限をシラビソ・取払ηθ批腕ゴ，オオシラビソ・46諮”Zαr∫8漉と

接すると一般的に言える。

　V）群落の保全・利用。従来の日本の植林樹種はスギ，アカマツ，カラマツで代表されるよう

に限られた3～4種が画一的に広域的に選ばれてきた。しかし，気候条件や立地条件などさまざ

まな生育条件のちがい，利用価魑の多様化には応じきれてはいなかった。今後の造林の一方向と

して樹種の多様化があげられ試行的意味も含めてウラジロモミ植林が評価される。

　51．　カラマツ植林

　　　ゐαrεκZゆ舌oJ句Pεs－Forst（「£a｝）．39，40．弧egenδe　Nr．43）

　i）相観。落葉針葉樹の人工林，植林。

　ii）群落の形態。山梨県南部を中心に海抜1，500m以低の人工林はスギ，ヒノキ，アヵマッが

中心である。しかし，海抜1，500m付近以高ではカラマツが多く植栽されている。とくに八ケ岳

から南アルプス山麓にかけて，秩父山系一帯はカラマツが広い晦積に渡ってみられる。カラマツ

の樹高は植栽後の年数，立地条件によって異なる。用材，パルプ材などとして利用できるスギ，

ヒノキ，アカマツの生長が期待できない，より寒冷なブナクラス域上部からコケモモートゥヒク

ラス域，特にシラビソーオオシラビソ群集を1替在自然植生とする：立地にカラマツが多く植林され

ている。カラマツ植林は，カラマツ群落として別項に記載された自然林と異なり，他の潜在自然

植生域に人工的に植林されたものであり，下草刈り，枝打ちなど一定の管理下に初めて生育が可

能である。したがって，植林されたカラマツを除いてカラマツ植林と結びついて生育する種はな

く，立地条件と人為的干渉の程度に応じてさまざまな種群の生育をみる。

　iii）群落の分布。山梨県の北部を中心々こほぼ全域にカラマツ植林が見られる。ブナクラス域の

上部からコケモモートウヒクラス域にかけては特に多く植林されている。

　iv）植栽種の分布。カラマツ　加r訟Z6μoZψ∫（Sieb　et　Zucc．）Gordon驚ム舷θ卿8が

（Lamh）Carr．は日本特産の落葉針葉高木で一般に20mをこえる樹高に生長する。カラマツの天

然分布は北限地が宮城県蔵三E山ろくの馬ノ神山であり，南限地が静岡県南アルプス連1峰の天狗石

山，山住山である（林！969）。　本州中部の乾燥地に限られて分布するカラマツは現在，臼本各地

のブナクラス域からコケモモートウヒクラス域にかけて広く植栽されている。

　v）群落の動態。植栽されたカラマツは，年数の経過とともに樹高の増加，それにともなった

立地，環境条件の変化をもたらす。若令のカラマツ植林に混生している植物はTab．39で示さ

れるようにススキ，キジムシロ，ノコンギク，キンミズヒキ，オトコエシ，フシグロセンノウ，
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　　Phot．38　ブナクラス域を中心にカラマツ植林は広くみられる（須玉町）。

　五αプ耽Z（桝oZ（桝∫・Forst，der　im　Gebietder　Fagetea　crenatae　weit　verbreitet

ist（Sudama－cho）．

ヨツバムグラ，ワラビ，コウゾリナ，ヤマニガナ，ヤマシロギク，キリンソウ，フキ，ヤマフキ

ショウマ，ミツバベンケイソウ，サワヒヨドリ，ヤマハハコ，クルマバナなどススキクラスの種

群を始め，路傍雑草などのヒメジョオン，ヤクシソウ，ヒメムカシヨモギ，コナスビ，ナギナタ

コウジュなど草本植物が大部分を占めて生育する。Tab．40のカラマツ植林は樹高が10mに達す
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る林分である。夏季は林床の日射量が限られ，秋季に大量のカラマツの落葉がある。春季のカラ

マツの新緑は比較的おそい。季節によっても構成種の変化が著しいが，潜在自然植生，あるいは

二次林（代償植生）を構成する種群のの生育をみると樹高10mのカラマツ植林の林床には，その

立地が支え得る自然植生あるいは代償植生の構成種であるミズナラ，ツルウメモドキ，リョウブ，

ヤマウルシ，ヤマグワ，ヤマモミジ，サワフタギ，タラノキ，マルバアオダモ，クマシデ，カス

ミザクラ，アカシデ，スズタケなどが生育している。

　vi）群落の保全・利用。カラマツの材は建築材，器具材，土木用材を始めパルプ材などとして

広く利用されている。しかし，カラマツは海抜1，500m以上の学海臨地を代表する植林樹種であ

るため，尾根から谷まで画一的に植栽されている。そのため生産性は必ずしも高くない。北海道

の一部では防風および防寒樹として利用されているが，枝枯れがはげしく，山梨県では行なわれ

ていない。

　52．　アカマツ植林（一部アカマツニ次林）

　　　PεπωsdεπsjfZorα一Forst（inkL　sek廿nd銭re　Wa墨def　vo筑Pε照8　dθπsε’Jorα）

　　　（Tab．41，　Legende　Nr．44）

　i）相観。常緑針葉樹の植林，人工林および二次林。

　ii）群落の形態。ヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけて広くみられる人工林，植林と

してアカマツ植林がある。水分条件にめぐまれない立地でも比較的良好の生育を示す。アカマツ

植林は，県下のほぼ全域に渡ってみられる。ユOmをこえる高木林に生育してからも植林されたア

カマツの植被率は80％以下で林床まで日射が及ぶため，ススキ草原の種群の生育を多くみる。

カラマツほどの影響はないが樹脂に富んだ落葉と林内湿度の低さは，スギ植林などに比較して自

生植物の生育，とくに樹木の復元生育を遅くしている。嵐現種数は，富士見のアカマツ植林で17

種を数え，一般に少ない。しかし，ネジキ，ウラジロハナヒリノキ，リョウブ，トウゴクミツバツ

ツジ，サラサドウダンなどアカマツ群団の種群の生育が多く見られる。岩盤地などに自然植生と

して自生するアカマツは，限られた深さ（1m前後）ではあるが広く根を張る。したがって，やや

基盤が不安定であっても，アカマツの生育とともに根系をめぐらせ，表層立地保全の働きもする。

　iii）群落の分布。アカマツ植林は県下の海抜1，600m以下のブナクラス域およびヤブツバキク

ラス域に広くみられる。海抜1，000m以下では斜面中部以下がスギ，ヒノキ植林，斜面中部以上

がアカマツ植林という配分が一般的であり，海抜1，000mをこえるとカラマツ植林が広がる。火

山灰の堆積した酸性立地でも生育が良く，甲府盆地の北側にあたる敷島町，甲馬市北部，山梨市，

牧丘町，塩山市一帯は臼本でも有数のアカマツ植林地である。

　県下に生育するアカマツ林は，別項で示されている自然植生あるいは自然植生に準ずるアカマ

ツ林としてのヤマツツジーアカマツ群集，二次林としてコナラ，クリなど夏緑広葉樹を多く混生

するアカマツ林とアカマツ植林がある。アカマツ植林は，下草刈りなどがあまり行なわれなかっ
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たり，土壌の堆積のある立地では高木層および低木層にコナラ，エゴノキ，クリ，カマツカ，ガ

マズミなど夏緑広葉樹を多く混生し，さらにリョウブ，ネジキ，ヤマツツジ，アセビなどアカマ

ツ群団の種がみられ林床にはヒカゲスゲ，トダシバ，ノガリヤス，ススキなどが生育する。した

がってアカマツ植林は種組成的にも群落構造上もアカマツの二次林とほぼ同質の植生となる。本

報告では，アカマツの優熱する二次林もアカマツ植林として同一の凡例にまとめられた。

　iv）植栽樹の分布。　P歴歴487z5ガZo㍑Sieb．　et　Zucc．アカマツは日本を始め朝鮮，遼東半島，

満州，ウスリーなどに分布する常緑の針葉高木で，日本で最も広く植林として利用されている樹

種の一つである。アカマツは日本で北海道の苫小牧市の樽前山から九州屋久島まで天然分布およ

び人工林として利用されており，海岸付近から中部地方では海抜2，000m付近まで生育する。

　昇仙峡など安山岩や花簡岩を母岩あるいは基盤とする立地にはアカマツは自然植生，二次林と

して多く自生する。

謙講

議講灘蕪
蛾驚琳．織蜜譲郵

聴轟

蒙副
．叢，、

需　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　曝

Ph饒．39　甲府盆地南部にみられるアカマツ林。

P加～548／z51β07u．Forst　im　S茸d．Teil　des　Kofu．Becken．
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（ユ972）＝

Gr6f3e（玉．　Probeflache（m2）：

Hδhe嚢ber　Meer（m）：

H6he　d．　Baumschicht（m）＝

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

Hδhe　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）l

Hδhe　d．　Klrautschicht（m）：

Deckung　d．　Krau亡sch歪cht（傷）：

Artenzahl：

Tab．41　アカマツ植林

P伽∫δ8／z∫加0プα・Forst

調査番号
調査月　B

調査面積
海　抜　高
高三層の高さ

高木層出域率

低木層の高さ

低木恋盛被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現義心

1

9

10

200

1450

11

40

3

30

0．5

10

17

Gep壬lanzte　B段um：

　P〃zπ548〃∫ザZo7u

Sonst玉ge　Arten：

　Lα万」じZ砂彦。♂砂∫5

　Qπ81℃z4∫脚ノzgO〃0αvar，9ノη∬θ5εブ剛α

CJε〃Lプαゐαプηfηθノ・τf5

Aうθあα砂α〃L～zz硯α

Rん0♂0謡ω4プ0η”α4α1エ配〃凄

ムyo7Zごα0ηαZがbZfαvar．6Z妙オ∫6α

T5z49α読7ε1’5ゲb々α

507rろ麗500η〃πガ』じ如

ε01‘伽∫α〃zケbあα

E漉加z’1ユz‘5αz刀ψoη2‘zα’z‘5

Cα♂αノπα9π）漉5♂〃zg∫40ノカ筆

P傭『厩α彦擁♂・うαvar．ρα♂アπα診α

L840・魏089ノ’姥γ〃zσvar．91βzゆzα

50鋸α90ηケ9α一αZ‘プθαvar．α5協加

P∫η㍑5ραア・び解。πε

雌Zαノ畝yアW／3♂照〃3var．π勲0θ・z56

Fundoru八ケ岳Berg　Yatsugatake．

植栽樹種

　アカマツ
その他の種

　　カラマツ

　　ミズナラ

リョウフ

ツクバ不ウツギ

トウゴクミツバツツジ

ネジキ

コメツガ

ナナカマド

アズキナシ

サラサドウダン

イワノガリヤス

キンレイカ

ウラジロハナヒリノキ

ァキノキリンソウ

ヒメコマツ

ミヤマママコナ

B

B

B
S

K
S

S

S

K
S

S

S

S

S

K
K
K
K
K
K

3。3

1・1

1・1

1。2

十

2・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十・2

十・2

十

十

十

十

　v）群落の保全・利用。一部にアカマツニ次林も含めたアカマツ植林は，県下を広く被ってい

る植林の代表的な樹種の1つでもあり，また自然景観を形成する要因の一つでもある。従来は，

尾根筋や岩盤地であっても生育が可能ということでアカマツ植林が行われてきた地区も少なくな

い。画一的なアカマツ植林は土壌の流出による立地の貧化をまねく多くの問題点などがあげられ

る。
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　53．　クロマツ植林

　　　P枷8漉研δεゆε一Forsも（Legende　Nぞ．45）

　i）相観。常緑針葉樹の植林，人工林。

　ii）群落の形態。単木的なクロマツの生育はみられても，現存植生図上に具体的位置と広がり

をなすクロマツ植林は，笛吹川沿い（石和町）に細い帯状にみられるにとどまる。

　ii圭）群落の分布。山梨県下では笛吹川（石和）に並木状に植栽されるにとどまる。しかし，日

本各地の臨海部では，海岸砂丘の飛砂防止などの目的で多くのクロマツ植林が行われている。

　iv）植栽種の分布。　P加‘5’勧π6θアg∫∫Par1．クロマツの自生地は本州，四国，九州のヤブツバ

キクラス域に広くみられ，植林は北海道南部にまで及んでいる。クロマツは海岸砂丘，旧砂丘の

防潮林，防風林，砂防林として植栽される他に，庭園樹，盆栽として賞用され，材は建築材，土

木用材としても利用されている。

　v）群落の保全・利用。海岸線をもたない内陸県である山梨県はクロマツを防災林として利用

する用途が少なく，用材として植栽するにもアカマツに生産性その他から劣っている。したがっ

て，クロマツ植林が今後県下に増加する傾向は少ない。

　54。　スギ・ヒノキ植林

　　　Or〃P加7πθrεαノαpoπεcα・0んαηεα召。〃Pαrε80わfπ8α一Forst（Tab．42，正egende　Nr．46）

　圭）相観。常緑針葉樹の植林，人工林。

　ii）群落の形態。スギ・ヒノキ植林は山梨県下のブナクラス域からヤブツバキクラス域にかけ

て広い面積にみられる。スギとヒノキの植林は小面積ずつされることもあり，スギ・ヒノキ植林と

して同一の凡例にまとめて植生図化された。スギ・ヒノキ植林はアカマツ植林とともに海抜1，500

m前後以下に広く植栽されている。アカマツ植林が乾生立地を中心に分布するのに対しスギ・ヒ

ノキ植林は中生立地からやや湿潤な立地を中心にみられる。植栽されたスギ，ヒノキは40～60年

を伐期として高さが15m以上の高木まで生長する。用材として利用するスギ，ヒノキの生産性を

最大限に高めるため，定期的な枝打ち，下刈りが一般に言わされている。植栽後20年をすぎ10m

をこえる高木に生長したスギ・ヒノキ植林は，高木層に優占するスギ，ヒノキが高い植被率で被

うため，林内の照度は低く，謡曲湿度は高く保たれる。したがって，山内の木本植物の生育は貧

弱であり，陰生地でも十分に生育できるドクダミ，ヘビノネゴザ，ヤマイヌワラビ，タニタデな

ど草本植物，シダ植物の生育が特徴的にみられる。

　iil）群落の分布。スギ・ヒノキ植林は，山梨県下のほぼ全域に渡ってみられる。県南の南部町，

富沢町などでは，畑や水田などの耕作地と住宅域を除いた大部分がスギ・ヒノキの植林で占めら

れている。植栽後の年数や立地条件の差異に応じて15mをこえる高木に生長したスギ・ヒノキ植

林から，植栽後3～5年でススキ，アズマネザサなど二次草原の草丈をわずかにこえた樹高の林

分まで含まれる。富沢町や身延町などでは，海抜1，500狙以上のコケモモートウヒクラス域までス
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Phot．40下草刈り，枝打ちなど良く管理されたスギ植林（寓沢町）。

　　Gut　gepflegterα砂嚢。〃zθプごαノ妙07zガ6α一Forst（Tomizawa　460　m＞

ギやヒノキの植林が行われている。スギ・ヒノキ植林は海抜700m前後以下のヤブツバキクラス

域から海抜1，200n｝前後以下のブナクラス域中部以下を中心に植栽されている。立地的にはアカ

マツの二次林を生じる乾生地にはわずかにヒノキの植林が見られるにとどまり，大部分は適潤立

地からやや湿潤な立地にスギ・ヒノキ植林がみられる。

i。）樹輝の分布。α甥・〃…一∫幻⑫・泌・（Li…fil・）D・D…スギは樹高が30m以上に生
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　　　　Tab．42　スギーヒノキ植林
C／y〆）孟。ノノ381ρガα　7タ曜）o／z∫（7α一（〕11α〃♂ζzθ（ッ〆）αrガ∫　oゐ彦～冨∫α一Forst

Nr．　d．　Aufn．：

Dat．　d．　Aufn．（／974）：

Expos圭tion：

Neigu捻9　（。）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

R6he　aber　Meer（m）：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）こ

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschi（｝ht（狐）＝

Deckung　d．1（rautschicht（傷）：

Artenzahl：

調査番号
調査月　日

方　　　　位

傾　　　　麟

調査面積
海　抜　高
高木層の高さ

高木層植下率

低木層の高さ

低木層丸瓦率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

　1

7

28

NE
lO

150

960

13

85

2

20

G．5

5

28

Gepflanzte　Baume＝

　C2y〆）‘o〃昭’ゴαブ妙。π∫oα

　αZα〃協6のψα痒∫0玩κ5α

So職stige　Arten：

　五ガπ吻ノπgzαzκα

　01’かこταノ＠oノ～∫‘α

　3診ゆ乃απαノz凶’α加。おα

　3をy7η認ノ妙。π∫oα

　A〃ψ8z（ψ∫∫∫61’θびψd4～〃～α4αごα

　CゆんαZωα」じ～45加プ7q∫7z8’孟。η∫α

　Cα競6αψαノ＠o／2ガ‘α

　D∫0500ノ層8α　　 7Zが妙0／zfcα

　κ8ノブ’ゴαブ＠oπfcα

　A4認ゴ0∫ノ〃α忽ノZ～拡5

　盈40ノ～ツ〃躍∫o曙，1げ♂♂zz∫

　丁読α∫6ψo／z～‘α

　D∫功01wμ5ノ厩Z曜どノz2〃π

　Cαz《♂（ゆ1陀y♂伽’π？『oδ乏‘∫旗～π

　ノ1診曜日Z〃乃ツ0ん05681～56

　遅y諭・αノz8でαガ〃”o♂2461u6α

　αo∫coプεα∫ゆ孟。’π‘oわα

　71プゼ♂々〃π5〃沼♂zゼ∫

　五5診泌6‘ん～捌ろ81二9∫歪var，‘0〃g8勲

　ノ1診妙プ如ノπ・び∫ぬ躍

　Pθ4y甜fcノ雄ノπ彦プψご6ノ’oπ

　c～プ6α8α8ノ・㍑δ8∫68π∫

　蓋鳶召腕α〃‘和露α∫α

　．4たε腕αgz如～α孟α

　CんZo1・απ’んκ55｛〃フ’α彦㍑5

　A2z98Zf6αカ。妙〃zoψんα

Fundor亡調査地：上黒駒K：amikur◎koma．

植栽樹

　　スギ

　　ヒノキ

その他の種

　　ヤマコウバシ

　　コクサギ

　　コゴメウツギ

　　エゴノキ

　　ノブドウ

　　イヌガヤ

　　ムラサキシキブ

　　ウチワドコロ

　　ヤマブキ

　　ミヤマノ、ノ、ソ

　　ツリバナ

　　シナノキ

　　チゴユリ

　　ルイヨウボタン

　　ヘビノネゴザ

　　タマアジサイ

　　キクバドコロ

　　エンレイソウ

　　トリアシショゥマ

　　ヤマイヌワラビ

　　ジュゥモンジシダ

　　タニタデ

　　ミツバアケビ

　　アケビ

　　フタリシズカ

　　シラネセンキュウ

B
B

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

K：

K
K
K
K
K：

K
K
K
K
K
K
K
K

4。4

2。2

1・2

十・2

十

÷

十

十

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

÷

十

十

十
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Pho．41身延町から富沢町にかけての県南部はスギ・ヒノキ植林が広くみられる。

　　Forsten　mit　C1ぴμoノ耀∠αノ妙・・z～αらCゐα〃～ααぴ少α1’～∫o伽∫α，　die　von　Minobu　bis

TQmizawa　in　den　S償dteilen　der　Prafektur　Yamanashi　weit　verbreitet　s1nd，

長ずる日本特産の常緑針葉樹である。スギの天然分布は本州，四国，九州さらに屋久島に及び，

日本全国に広く植林されている。スギの垂直分布もヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけ

て広く分布している。スギは生理的最適生育立地としては適湿あるいはやや湿潤な立地を好むが，

天然林は湿原の周辺から風衝の尾根筋で乾燥する立地まで自生し，その生育環境の幅が広い。ス

ギの材は建築関係全般にわたって広く用いられ，その他に器具材，船舶材，楽器材，包装箱材な

ど非常に広い用途である。

　C加72z磁卿α擁06診z65αSieb．　et　Zucc．ヒノキは，スギと同じように，樹高が30m以上に生長

する常緑針葉樹である。ヒノキは福島県下の氷戸山および赤井岳を北限に本州，四国，九州さら

に屋久島まで，霊直分布ではやブッバキクラス域からブナクラス域上限付近まで天然分布がみら

れる。ヒノキは，一都はスギと混植されるが人工林としてヤブツバキクラス域からブナクラス域

中部まで広く利用されている。山梨県下では笛吹川，丹波川流域，大室山，青木ケ原，七画山な

ど富士山ろく，早川流域（遠沢など）そして昇仙峡などのアカマツの天然林（ヤマツツジーアカ

マツ群集）中に生育する。天然生のヒノキ林を形成している植分では，腐植層の厚い堆積，強酸

性化さらに局地的には局地的ボドソル化を生じている。四国では蛇紋岩上に発達するヒノキの林
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分もみられる。

　v）群落の保全・利用。山梨県下の人工林，植林のなかで最も広い面積を占めているのがスギ，

ヒノキの植林であり，欝士川沿いの海抜1，200m以下を始めとして県下各地の半自然景観を形成

する主要な植生の1つとなっている。

　南部町，富沢町，身延町，下部町などでは尾根から谷筋まで画一的にスギ・ヒノキ植林で占め

られているところも少なくない。本来土地利用は立地条件の差に応じて細かな配慮が必要である。

二次林であっても屋根筋や急傾斜地で保護することが立地保金，水分共給など総合的に望ましい

林分の保存や植栽される樹種の細かな選定などが今後の課題とされている。

　55．　ケヤマハンノキ植林

　　　五εππ8ゐεr8π舌α・Forst　（Tab．43，　Legenδe　Nr．47）

　1）根観。夏緑広葉樹の人工林，植林。

　ii）群落の形態。ケヤマハンノキ植林はブナクラス域の河川沿いや水田周囲などに小面積ずつ

ながら分布する。今回資料が得られたケヤマハンノキ林は八ケ岳山麓である。並立されたケヤマ

ハンノキが8mに生長し，その立地が支えうる自然植生あるいは代償植生の構成種のヤシャブシ，

オノエヤナギ，ダケカンバなどが2．5m以下の樹高で繁茂して生育している。

　iii）群落の分布。ケヤキハンノキ植林は，県下ではきわめて小面積に限られている，八ケ岳か

ら秩父山系を中心に線状または点状にみられる。ケヤマハンノキ植林は，北陸地方，北日本では

やや普通にみられる植林である。一般に，スギやアカマツの植林には不適な地下水位が高い立地

を中心にケヤマハンノキ植林が行われている。ケヤマハンノキ植林の潜在自然植生はオノエヤナ

ギ群落，ヤチダモ一語ルニレ群落，ハンノキ群落域が多く，道路ノリ面の土止めなど崩壊性の強

い立地にも一部植栽されている。

　iv）植栽種の特性・分布。ケヤマハンノキ．4〃z郡勧3Z磁Turz．は，北海道，本州，四国，九

州のヤブツバキクラス域の上部からブナクラス域にかけて広く生育する陽樹である。植栽された

ケヤマハンノキも多いが，向陽の崩壊地にヤシャブシ，キブシなどと先駆的に侵入生育し，湿潤

な谷あいでは他の夏緑広葉樹と混生し大木に生長することも少なくない。ケヤマハンノキは生長

がはやく，上流河川の砂防えん提にそった保安林などの他に建築用材，箱類，小細工物など器具

材，エンピツ材などの用途がある。ケヤマハソノキの変種のヤマハンノキA伽π∫痂符漉αvar．

5翫万ごα（Fischer）C．　K　Schn．もほぼ同一の分布をしており，混植して利用されている。

　v）群落の動態。ケヤマハンノキは，生長が早く，植林が容易な夏緑広葉樹として利用されて

いる。放置され管理をあまり行なわなくてもすむケヤマハンノキ植林は，潜在自然植生の構成種

を多く混生し，早期緑化，遷移を早めるという効果もある。しかし谷あいの肥沃地を除いて12m

を超える高木林にはなりにくく，ケヤマハンノキが生長するのにともないミズナラなどその土地

本来の種の侵入が多くみられる。
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八ケ岳山麓で小河川沿いに生育するケヤマハンノキ林。
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　vi）群落の区分。植栽されたケヤマハンノキが高い植被率で優占する亜高木林あるいは低木林。

　vii）群落の保全・利用。崩壊裸地などに保全林としてケヤマハンノキが多く植栽されている。

ヤシャブシ，キブシ，ヤマハンノキ，イヌコリヤナギなどとともにケヤマハンノキは生育が早く，

崩壊地保全の先駆相として積極的利用は有効である。しかし，現在ケヤマハンノキが画一的に利

用されている傾向があり，立地条件の細かな差異に応じての植栽が望ましい。
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　56．オニグルミ林

　　　」郡μαπεαε，απ〃直，ヂoZεα．Forst（Legende　Nr．48）

　i＞相観。夏緑広葉樹林。

　ii）群落の形態。山梨県西部の北都留郡，大月市，県北西部の韮崎市などには樹高が！0mをこ

えるオニグルミ林が小河娼沿いや山地下端の凹状地にみられる。オニグルミはカシグルミととも

に植栽された所が多いが，最近では二次的に広がって生育している。海抜！，000m前後のブナク

ラス域を中心に生育するオニグルミ林は，個々の林分として100m2を超えることは少なく，単木

的に生育するオニグルミも多い。またサワグルミ，ケヤキ，イ治罰モミジ，モウソウチクとの混

生もみられる。オニグルミ林は小河川沿いの湿潤で肥沃な深層町上を中心に生育している。山梨

県下々こ生育するオニグルミ林は残存生育している林分が小面積で荒廃しており，植生調査資料が

得られるにいたらなかった。長野県（宮脇ら未発表資料）下のオニグルミ林はケヤキ林（アブラ

チャソーケヤキ群集他）と類似の種組成からなっている。

　iii）群落の分布。山梨県下では韮崎，都留などに小面積の生育をみるにとどまる。オニグルミ

の生育地は北海道から九州までほぼ全域のブナクラス域からヤブツバキクラス域上部（サカキー

ウラジロガシ群団域）にかけて広域分布している。しかし，一部の人工林を除いて大きな面積を

占める林分はない。オニグルミ林はケヤキ林やサワグルミ林（ジュウモンジシダーサワグルミ群

集他）と生態的にはほぼ同位の立地に生育しており，ケヤキ林やサワグルミ林の代償植生として

オニグルミ林の成立をみることができる。

　司　群落の動態。用材として建築，彫刻，器具として利用され，果実は食用とされるオニグル

ミは植林されており，侵入生育する他樹種の除去が行なわれない限り，純林として持続すること

はむずかしい。オニグルミの生育地は日本全国に及び，コケモモーi・ウヒクラス域の下部からヤ

ブツバキクラス域に達するが，オニグルミ林としての成立は少なく樹木や並木としての生育が多

い。

　v）群落の区：分。～部は植林や種子から生育したものであり，一部は自生のものもみられるオ

ニグルミ林は，高木層に優齢するオニグルミの生育により区分される。

　オニグルミとほぼ圃一の生態的特性を示すクルミ属諏gZαπ∫のテウチグルミ（カシグルミ）

諏gZαπ∫紹8伽vaL　oプ∫6漉∫も半野生化し生育する。テウチグルミの生育は少ない。

　殉　群落の保金・利用。ブナクラス域の中小河川沿いの保全としてヤナギ類などともにオニグ

ルミの利用も一策である。

57．　ニセアカシア植林

　　βoδ説εαpsθ配40・α6αcεα・Forst（Legende　N浩49）

i）栢観。北米漂産の夏緑広葉樹の植林，人工林。

ii＞群落の形態。釜無川，笹子川沿いの河辺に高さ5～！2mのニセアカシア植林がみられる。
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砂防林として植栽されたものである。生長が非常に早く，萌芽性が強いため，増水時に幹がおれ

て流されても根から新芽が急速に再生する。しかしニセアカシア植林は，優占するニセアカシア

が夏季に高い植被率で被い，林床の受光量が極端に少なく，マメ科植物特有の過窒素立地を生む

ために草本層は貧弱となり出現種数も限られている。

　iii）群落の分布。ニセアカシアは，山梨県下のみならず日本全国で街路樹，防災林として樋栽

されている。釜無川や笹子川などのニセアカシア植林は，植栽後に特別の管理が行なわれた様子

もなく放置され繁茂し，生育している。

　iv）植栽種の分布。　Ro6勿漁ρ5躍40・α0α‘2αLinn．はヴァージニア州アレガニー1⊥1脈を中心と

する北米が原産地で，現在世界各国で街路樹，公園樹　防風林，防潮林，砂防林として広く植栽

されており，日本には明治8年頃渡来したとされている（林1969）。一名ハリエンジュとも称され

るニセアカシアは，多くの変種，品種があり，日本で多くみられる変種もvar．ガ2262フ廊　トゲナ

シニセアカシア，var．ゐθ∬o疵αノzαチントゥー・ゲナシニセアカシア，　var。躍η6解6πZ養鯉エイコ

クトゲナシニセアカシア（パラソルアカシア），var．解。η（4流メZαヒトツバニセアカシアなどが

あげられる。ニセアカシア以外にマメ科の高木で街路樹や防災林として利用されている種として

は，フジキαα4プα5擁∫ρ白妙6αゆα，ユクノキαα4rα漉∫∫漉。々如ηα，イヌエンジュMαα漁況

α”躍reπ∫露var．6z‘67gεアあモリシマアカシア孟。α6如フπoZZf∬ゴ解α，エンジュ5ρρんorαブ砂。π此α

があげられる。

　v）群落の保全・利用。ニセアカシアは，生長が著しく早く，短期間で5～10mの樹林の成立

をみる。一方，マメ科の外来樹種であるため，一時的に過窒素状態となり林床を混乱させる。ま

た郷：土種の侵入による遷移の進行はおそい。したがって，一時的な樹林の成立を期待するにはニ

セアカシアの植林が有効である。ヤマハンノキ，ヤシャブシ，ウダイカンバ，ヤナギ類など山梨

県下の裏地，荒廃地に先駆的に侵入生育する樹種を立地条件の差異に応じて植栽することが，時

間の経過とともに遷移し，多層構造をなすより安定した環境保全林の生長が期待できる。

　58．モウソウチク・マダケ林

　　　Pん躍OSεα0ゐ〃Sんe渉θrOC〃cZαvar．μbeSCθπ8・穏．　P吻”osfαC〃Sδα7πbπSOεdθS－Besta鰍d

　　　（Tab．44，1・egeRde　Nr。50）

　i）　相観。中国原産の竹林。

　ii）群落の形態。山梨県下の海抜700m前後以下のヤブツバキクラス域の景観を特微づける植

生としてモウソウチク林がある。とくに県南の身延，南部，富沢にはモウソウチクがマダケと混

生して多く点在している。高さ10m前後に数ケ月で生長するモウソウチク，マダケの裾分は，山

地下端沖積面と洪積面の接点などを中心に小塊状あるいは帯状に分布する。モウソウチク，マ

ダケ林は高木層を高い植被率で被い，立地的に水分条件にめぐまれた凹状地に生育し林内湿度が

高く保たれる。そのため，潜在自然植生の構成種の侵入生育も多くみられる。今回，南部町で得
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られたモウソウチク林でも，ヤブツバキクラスの種であるアオキ，ピサカキ，シラカシ，イヌガ

ヤ，テイカカズラ，ジャノヒゲ，シュンラン，クマワラビの生育をみる。モウソウチク，マダケ

林は高さ！0m前後に達する竹林として特異の景観を形成する。しかし，β本自生の植物でないこ

ともあって，モウソウチク林と結びついて出現する種はない。水分条件にめぐまれた，やや受光

の限られた林床にはドクダミ，アマチャゾル，ミツバ，チヂミザサなど適湿・富養地性の種が多

く生育する。

　iii）群落の分布。モウソウチク・マダケ林は，山梨県下でヤブツバキクラス域に個々の林分と

しては限られた面積であるが，多く点在している。個々の植分は消長をくり返しながらも，全体

として安定した分布をなしている。モウソウチク林は，スギ植林地やケヤキの生育域と類似の立

地に生育し，互に隣接していることが多い。モウソウチク・マダケ林は山梨県下で富士川および

その支流にそった水分条件にめぐまれた立地に小塊状および線状に生育している。とくに富沢町，

南部町，身延町では多くの植分がみられる。

　iv）植栽種の分布。搬ッ〃。∫’α6勿5ん8’82’o釧6♂αvar．ρz‘66∫ご67z∫Ohwiモウソウチクは日本で一

番大きくなる竹で，北は北海道南部から日本各地に分布する。モウソウチクは約340年前に中国

から鹿児島に伝えられたものであり，現在はヤブツバキクラス域を中心に広く分布する。筍は食

用とされ，臨く肉が厚い材質のため稗は家具類，床柱，その他竹細工など用途が広い。

　P勿ZZo5’αo勿5加励鷹。∫48∫Sieb．　et　Zucc．マダケは，モウソウチクと混生することも多く，

10m前後に生長する竹である。生育域もほぼモウソウチクと一致し，比較的水分条件にめぐまれ

た立地に小塊状，帯状に生育する。粘性に富み耐久力が強い材質であるため，古くから垣根用，

竹刀，箸，壁地下などに利用されてきた。

　v）群落の保全・利用。日本各地と同様に山梨県南部を中心とするヤブツバキクラス域の景観

を形成する1穂生として，屋敷の裏手などに植栽を行ない，一部は筍を食用とするため一定の管

理が行なわれてきたのがモウソウチク・マダケ林である。今後モウソウチク・マダケ林は都市化

が進むことにより減少すると考えられるが景観維持の上からは集落との調和を基礎に保存された

い植分である。

　59．　クズーカナムグラ群落

　　　Pπθrα吻Zo6αfα一議配πZπ8　scαπdθπ8・Gesel藍schaft（Legende　Nr．51）

　i）　相観。マント群落，つる植物群落。

　ii）群落の形態。森林植生が河川など關放景観域と接するところに林縁群落として生育するの

がクズーカナムグラ群落である。クズーカナムグラ群落は，代償植生として窒素分にめぐまれた

立地の森林伐採跡地，あるいは耕作放棄後3～5年目の立地に，一面に生育する。アズマネザサ，

ススキ，ナワシロイチゴなどの上層に被うかたちでクズ，カナムグラ，ヤブガラシ，ヒルガオ，

バンショウゾル，バアソブなどつる植物が生育する。構成種の大部分が夏緑性の植物であり，冬
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季から初春にかけては，相観的に，クズーカナムグラ群落を構成するつる植物が消え，下層に生

育しているアズマネザサ，ススキなどが優占してみられる。クズーカナムラグラ群落は，一般に

高い：被度で生育するクズによって相観的に特徴づけられる。

　iii）群落の分布。クズーカナムグラ群落は，山回県下のヤブツバキクラス域を中心に生育する

マント群落である。一般にクズが優占するクズーカナムグラ群落は，日本各地のヤブツバキクラ

ス域の二次植生として生育がみられる。また林縁植生として小面積ながら分布する。

　iv）群落の動態。クズーカナムグラ群落は，森林伐採地，耕作放棄地など開放地に生長が早い

クズなどつる植物が繁茂している植生である。したがって放置すると時間の経過とともにクサギ

ーアカメガシワ群団の種が侵入し，落葉低木林，さらにクヌギーコナラ群集などの二次林，夏緑

広葉樹の高木林へ遷移する。

　v）群落の区分。クズーカナムグラ群落は，クズ，ヤブガラシ，カナムグラ，ヒルガオ，バン

ショウゾル，バアソブ，ナワシロイチゴ，　ミツバアケビ，アケビ，ヤマノイモ，　トコロなどつる

植物の生育，優占により特徴づけられ，区分される。

　vi）群落の保金・利用。クズーカナムグラ群落は，潜在自然植生がシラカシ群集などヤブツバ

キクラスの高木林であるような安定した立地，養分供給にめぐまれた立地に生育する代償植生で

あり，ススキ草原など二次草原が安定する以前の遷移段階の初期に繁茂する。従来道路，各施設

などの建設にともなって新たに生じた岩盤地の斜諏の保全は，外来牧草の吹きつけや，コンクリ

ートの吹きつけが行なわれてきた。ススキ，トダシバ，アズマネザサ，ハコネウツギなどその立

地が許容する代償植生の構成種による斜面の保全が，景観上，立地の持続的保全上からすぐれて

おり，代償植生の構成種による保全の初期段階として，また遷移の短縮をはかるためクズーカナ

ムグラ群落の構成種の利用が望まれる。とくに土壌の堆積のない立地ではクズーカナムグラ群落

の利用が良策と考えられる。

　60．　ヤナギラン群落

　　　動認06加7παπ9配s‘εfo麗麗エπ・Gese叢蓋schafも（Tab．45，　Legende　NL　52）

　i）　相観。伐採跡草本植物群落。

　ii）群落の形態。ヤナギラン群落はブナクラス域を中心に伐採後1～2年目に生育する草本植

物群落である。群落の高さ1．2mでヤナギランが三度・群度5・4で優占する。出現種数は20種で，

構成種の多くはヒトツバヨモギ，シモツケ，キバナカワラマツバ，オカトラノオ，アサマフウロ

などススキクラスに属する広葉草本植物からなる。ヤナギラン群落はブナクラス域の森林を伐採

した直後で表層の有機質に富む土壌が流出した土地に生育する。盛夏に赤紫色の花を付け，特異

な季観を示すヤナギラン群落はスキー場のスロープなどで数年間持続して生育する。しかし，一

般に1～2年でススキクラスの各群落へと遷移する。西岳における調査地では，伐採跡地で一時

的に地下水位の上昇がある貧養立地であるため，構成種にバッコヤナギ，イヌコリヤナギなどヤ
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Nr．　d，　Aufnahme：

Datum　d。　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he銭ber　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　　Tab．45　ヤナギラン群落
彫ノZo配～〃〃αノzg’‘∫孟ぴb1～7〃〃．Gesellschaft

　　　　　　　　　　　調　1査　番　号

　　　　　　　　　　　調査年月日

調査爾積
海　抜　高
方　　　　位

傾　　　　斜

植生の高さ
植　　被　　率

出現国外

1

，73

7

29

25

1550

W
5

L2
80

20

Trennar亡d，　Gesellsch．：

　⑳∫♂oろ∫z〃πση9μ5彦・ヴb痂〃～

Begle玉ter：

　・4πθ〃溶～αが’7z6ゆ∫

　E万9θノ璽01zαノz刀μ～‘∫

　Cか5∫z〃り＠oノ～ガα〃1～

　Aπ8〃z∫∫～α2ノ～oノ～砂1Lly〃α

　勘力噸αθζτブψoηゴ。α

　GαあZ‘ノμτ61・～〃ノzvar，α∫如〃‘’〃μ

　3αz麺∫η孟691㍑

　PO凌y90／zα孟z〃πZα∫fα〃〃z7‘ηz

　5η〃α∫5∫8うoZ4π

　Cαηψαπz6Zαρz4雁α彦αvar．ん・π408／35ゼ∫

　P∂砂9’oπz〃πα65ρ認α彦z〃ノ3

　勿訪παご1癩6♂8彦んブ。∫485

　0θπo孟んθノrαみ劾ηzご5

　30／Z61膨∫0♂81・αC8μ∫

　y乞。♂α8フ”o‘8／u∫

　5α々¢ゐαん々O

　Gθrαπ如π50ゐ。♂旋ズz↓〃ゐ

　0∫〃zπη磁3孟ノwノみ6カzπαη3伽ω〃7呂var．／bたゼ8η56

　・4∫孟8ノ・α9θ駕of4θ3　var．・て，餓‘5

Fu漁dort調査地：西岳Berg　Nishi－dake

群落区分種

　　ヤナギラン

随伴種

　　ヨモギ

　　ヒメジョオン

　　ノアザミ

　　ヒトツバヨモギ

　　シモツケ

　　キバナカワラマツバ

　　イヌコリヤナギ

　　ミヤマナルコユリ

　　ヤマカシュウ

　　ヤマホタル・ブクロ

　　イタドリ

　　オカトラノオ

　　アレチマツヨイグサ

　　ノゲシ

　　タチツボスミレ

　　バッコヤナギ

　　アサマフウロ

　　ヤマドリゼンマイ

　　ノコンギク

5・4

2・2

1。2

1・2

十・2

十・2

十・2

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

ナギ属5αZ蜘の混生がみられる。

　揃）群落の分布。ヤナギラン群落は山梨県下のブナクラス域を中心とした伐採跡地に広くみら

れる。伐採後1～2年間繁茂する遷移段階の初期の群落であるため，伐採などの人為的干渉に応

じて生育地が移動する。

　iv）群落の動態。ブナクラス域の伐採跡地ではヤナギラン群落だけではなく，クマイチゴ，ナ

ワシロイチゴなどキイチゴ属Rzめ鋸が伐採直後から生育する植分や，比較的乾燥した立地では
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1　2　　1 1　　　3 4 1 1 1　　5　　1 1

　　　　　　　　　　　　　Fig．27　ヤナギラン群落断薗模式

　　　　　　　　Vegetationsprofil　des．のf♂o勲〃ノ～α〃g〃∫’ゲb盈〃〃．Gesellschaft

1：ヤナギラン琢）～～o盈〃〃‘η～g〃∫孟ゲb蔽〃〃　　4；ヒメジョナン．E厚g6ノ切～α〃ノμで鋸

2：ミヤマナルコユリ　Po6，go〃α∠～〃〃♂‘z∫～αノ～〃〃f〃～　　5：キバナカワラマツバ　Gα跡z‘〃～”θノw〃

3＝ノアザミC～ノ¶∫’〃〃～ノ妙。〃～α’〃～　　　　　　　　var．乙z∫認ゴα〃〃

二醗鱗鋼ク溜

牌夢◇紳≧
　　　　“．轟裳灘饗懸鍵．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裟難灘・伽　．嚢騨難藁鉦

Phot．43　ブナクラス域の伐採跡地にはヤナギラン群落などの生育が見られる。

Ei曲is　zwei　Jahre　nach　dem　Kahlschlag　wachs宅eine　l嗣励～～〃〃αノ～gz‘∫’の〃～〃〃一

．添属。’
・繋

　　　ズ欝

麹r欄職
　　蹴瀕譲葱

Gesellschaft　im　Fagetea　crenatae．Gebiet，
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ススキ草原（キバナカワラマツバーススキ群落）が先駆白勺に侵入する植分もみられる。ヤナギラ

ン群落は，放置するとススキクラスの構成種が混生し，さらに優遣してくる。伐採後数年を経る

と夏緑性の低木類が多く生育する。

　v）群落の区分。ヤナギラン群落は，北半球の夏緑広葉樹林域Querco・Fagetea　si1－

v飢icae・Gebiet（欧州），　Fagatea　crenatae・Gebiet（日本）に広く分布し，生育するヤナ

ギランにより区分される。Querco－Fagetea（silvaticae）一Gebietである欧州のヤナギ

ラン群集とは，その構成種に違いが多く，今後同位の群集単位として区分されるはずである。

　v量）群落の保全・利用。ヤナギラン群落は，森林の伐採跡地を被って最初に生育する植生であ

る。一年生草本植物群落であり，遷移の第一段階に繁茂する。

　61．シナノキイチゴートガスグリ群集，ヤマハハコーミヤマウラジロイチゴ群落およびミヤ

　　マニガイチゴ群落

　　　Rubo　lnarmor撲to－Ribetumsacha奎i裁eRse，〆4ηαP1‘αZf8配αrgαrffαcθαvar，

　　　α瀧σ郡8孟εor・翫伽s〃αbεε一Gesellschafもund伽6㍑8磁ε¢roP吻伽8　var．8麗6crα施e∬εfo伽8・

　　　GeseUsc蓋aft（Tab・46，　LegeRde　Nr．52）

　i）　相観。伐採跡地低木群落。

　玉i）群落の動態。シラビソーオオシラビソ群集，オオモミジガサーブナ群集などの自然林，タ

リーミズナラ群集，レンゲツツジーシラカンバ群集，クヌギーコナラ群集などの工次林を伐採す

ると，一時的にヤナギラン，ヒメジョオンなどの草本植物による群落が優占する。森林伐採跡地

は，一般に地下水位が上昇し，耳門化する。そのため生育の早い好例素性一年生植物が侵入して

くる。しかし，一時的に富養化した伐採跡地も，降水があるたびに表層の有機窒素に富む土壌が

流されて貧養地化する。また地上の日較差が大きく，土壌中の含水量の変化が著じるしい立地

でもある。そのため生育する植物は，クマイチゴ，ニガイチゴ，シナノキイチゴ，ミヤマニガイ

チゴなどキイチゴ属RZ‘諏5の有棘植物，　i・ガスグリ，コマガタケスグリなどスグリ属窺∂85の

有棘植物，ハゼノキ，ヤマウルシ，カラスザンショウなど複葉植物，ヤマブドウ，クロヅル，サ

ンカクヅル，ヘクソカズラなどのつる植物が侵入して生育する。

　今回調査資料が得られた伐採地の低木群落は，海抜2，000mをこえるコケモモー】・ウヒクラス

域（シラビソ～オオシラビソ群集域）の八ケ岳の真教寺尾根，権現岳，富士見などの地域であっ

た。シラビソーオオシラビソ群集域の伐採は現在きわめて限られているが，権現岳の青年小屋の

脇にみられるように台風により多くの倒木をみた後に，さらに部分的に残存しているシラビソ，

コメツガ，オオシラビソなども伐採され，その跡にシナノキイチゴ，トガスグリ，ゴヨウイチゴ

など有棘植物が広い面積で生育する例や，金峰山から甲武信岳にかけての南斜面のように南函の

季節風をまともに受けるため小面積で塊状あるいは帯状の倒木が散在しており，倒木地には伐採

跡地に生育する植生とほぼ同一の種組成からなる植生が生育している例もみられる。
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　12地点で得られた亜高山域の伐採跡地低木群落はトガスグリーシナノキイチゴ群集，ヤマハハ

コーミヤマウラジロイチゴ群落，ミヤマニガイチゴ群落が区分された。トガスグリーシナノキイ

チゴ群集は，山梨県北部のシラビソーオオシラビソ群集を潜在自然植生とする立地に生育し，シナ

ノキイチゴ，トガスグリを群集標隅隅とする。トガスグリーシナノキイチゴ群集は，大場（／973）

が清津川で報告したゴヨウイチゴーミヤマウラジロイチゴ群集と同位の群落あるいは地域的群集

である。トガスグリーシナノキイチゴ群集は，植生の高さ1m前後でシナノキイチゴ，トガスグ

リ，オガラバナが優熟する植分内にはゴヨウイチゴ，マイヅルソウ，コミヤマカタバミ，ゴゼン

タチバナ，シラネワラビ，ヒメタケシマランなどが塊状に生育する。群落階層は明確でなく，倒

木も散在している。

　トガスグリーシナノキイチゴ群集はゴヨウイチゴ，オガラバナ，ウスノキ，ゴンゲンスゲ，シ

ノブカグマが生育することによって区分されるゴヨウイチゴ塑群集と，亜群集区分種をもたない

典型亜群集に下位区分される。ゴヨウイチゴ亜群集は，ゴヨウイチゴを始め自然植生のシラビソ

ーオオシラビソ群集の構成種が生育する比較的遷移が進んだ，あるいは隣接地に自然度の高い植

生が残存してみられるようなところに生育する。典型亜群集は出現恒数6～9種と，ゴヨウイチ

ゴ亜群集の種より少なく，シナノキイチゴあるいはトガスグリが50％以上の高い植被率をなす。

　ヤマハハコーミヤマウラジロイチゴ群落は，ミヤマウラジ1コイチゴ，ヤマハハコ，クマイチゴ

を区分種とする植生である。垣生調査資料は山梨県から長野県に及んでいる八ケ岳の山麓で得ら

れた。ミヤマウラジロイチゴが高さ1m前後で被度・越度5・4と優占する。ヤマハハコーミヤマ

ウラジロイチゴ群落の性格は必ずしも明確でなく，今後資料の収集とともに再検討を要する。

　秩父山系の葉鞘などの尾根筋にはコメツガ，シラビソ，オオシラビソなどの風倒木が目立つ。

風倒木が二次的に林床植生の擁乱を生じさせ，ミヤマウラジμイチゴ，シラネワラビなどが一時

77
一§

　　　　　　　　　　　　　　ll：　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　・2　2　－2　345621、・s
　　　　　Fig．28　シナノキイチゴートガスグリ群集ゴヨウイチゴ亜群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Rubo　marmQrato．Ribetum　sachalinense，　Subass．

　　von　Rubus　ikenoensis

1：コミヤマ五山バミ　0認αZ∫∫‘ど。麗058ZZα　　　　　5：ゴヨウイチゴR～4わμ∫漉θ〃08〃∫お

2：シナノキイチゴRπ∂z6∫ツαろ♂f」παノフノω1卿α臨∫　　6：マイヅルソウ　M厩απ〃1θ〃L～〃’L♂ゴ♂α彦α6πη3

3：シノブカグマ　Po4y56～01L（4）5’5〃z～‘’ど。α　　　　　7：ゴーぜンタチバナ　Co〃zμ∫侃ノzα48’～5お

4＝ウ　ス　ノ　キ　Uαご。～〃々〃μ13か’～〃μ　　　　　　8：ゴンゲンスゲCα’‘薦5αごんαZ加θπ5お

　　艶一
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　騰　　　　　　　　　　　　　　　聴　　　　　　一
　　　　　　　　　創　繊　”　騒轟　・　　　鰹

　　　　籔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凄

　　Phot．44　コケモモートウヒクラス域の伐採後地には，ソナノキイチコートカスクリ

　　　　　群集などが生育する。

　　　2弓JahrenachdemKahlschlaglmVacclnlo－Plceetea　Japomcac．Geblet

　　（ca　2100m）folgt　das　Rul）o　marmoraも。－Rlbetumもachallnense　als
　　Kahlschlag　Gesellschaf1．

的に侵入している。これら倒木によって小塊状に生した開放累観域には，山梨県の亜高ll瑞（コ

ケモモートウヒクラス域）てトカスクリーソナノキイチゴ群：象，ヤマハハコーミヤマウラシロイ

チコ群落の他に，ミヤマニカイチコを区分種とするミVマニカイチコ君1落か∠卜肴する。ミヤマニ

カイチコ群落は，ミヤマニカイチコの他にマイツルソウ，ダケカンバ，コミヤマカタバミ，ナナ
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カマドが高い常在度で生育する。出現種数9種でミヤマニガイチゴが高い植被率で優占する。

　iii）群落の分布。伐採跡地に生育する低木林であるトガスグリーシナノキイチゴ群集，ヤマハ

ハコーミヤマウラジロイチゴ群落　ミヤマニガイチゴ群落は，人為的に伐採された跡地，風倒木

を生じた土地に，広く生育する。伐採跡地，あるいはそれに準じる立地の県下に広く散在する

（現存植生図参照）。　しかし，時間の経過とともに個々の植生は遷移するため，その生育地はだ

えず消長をくり返す動的なものである。

　iv）群落の動態。伐採跡地に最初に侵入して生育するヤナギラン群落など草本植物群落が持続

する期間は限られている。秋季の伐採地，倒木地では短期間でトガスグリーシナノキイチゴ群集

など低木群落が侵入してくる。大規模な伐採地，屋根筋で風衝性の強い立地では低木群落が長く

持続する。しかし，風倒木地や限られた面積の伐採跡地では，その土地の潜在自然植生であるシ

ラビソーオオシラビソ群集の構成種の生育がみられる。シラネワラビ，ヒメタケシマラン，オオ

シラビソ，ミヤマワラビなどが侵入して群生する。

　v）群落の区分。亜高山のシラビソーオオシラビソ群集が自然植生と考えられる立地で得られ

た伐採跡地の低木群落はトガスグリーシナノキイチゴ群集，ヤマハハコーミヤマウラジロイチゴ

群落とミヤマニガイチゴ群落が区：分された。トガスグリーシナノキイチゴ群集はさらにゴヨウイ

チゴ亜群集と典型亜群集に下位区分される。ゴヨウイチゴ亜群集はゴヨウイチゴ，オガラバナ，

ウスノキ，ゴンゲンスゲ，シノブカグマで区分される。ゴヨウイチゴ亜群集はゴヨウイチゴ，ウ

スノキ，シナノキイチゴなどその土地の潜在自然植生であるシラビソーオオシラビソ群集の構成

種が多く生育する比較的遷移が進んだ三分である。典型亜群集はとくべつな区分種をもたない。

出現種数6～g種と，ゴヨウイチゴ亜群集の11～13種より少なく，シナノキイチゴ，トガスグリ

が50％以上の高い植被率を示す。

　vD群落の保全・利用。　i・ガスグリーシナノキイチゴ群集，ヤマハハコーミヤマウラジロイチ

ゴ群落　ミヤマニガイチゴ群落など伐採跡地に生育する低木林は，空間的な植生の配分をみると

登山道，風衝草原など開放景観域とシラビソーオオシラビソ群集などの森林植生との接するとこ

ろにマント群落として同位の群落の生育をみる。したがって新たに設けられた登山道周囲など森

林が開放景観域と接するところの修景としてシナノキイチゴ，ミヤマウラジロイチゴ，ミヤマニ

ガイチゴ，トガスグリ，クマイチゴなどの種群による保全，創造が望まれる。従来は限られた幅

の登山道とその利用者であったため，時間の経過とともに二品群落が形成されるのにゆだねても

自然の二次的後退はまぬがれた。しかし，現在の積極的な土地利用計画は，林縁群落の保全をし

て始めて肖然の二次的後退をまぬがれる例が多い。

62．　アズマネザサーススキ群集

　　Arunδ圭nario　chino－Miscanthet疑m　sinensis（Tab．47，　LegendeNr．53）

i）　相観。多年生草本植物群落。二次草原。
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　ii）群落の動態。アズマネザサーススキ群集は山梨県下のヤブツバキクラス域に生育する二次

草原である。高さ1．5～2m，植被率80～95％の草本植物群落で，単層群落をなす。優占するスス

キ，アズマネザサの下層に高さ30cm前後の草本第2層を形成することもあるが一般に明確でな

い。アズマネザサーススキ群集は，アズマネザサとススキが高い被度，高常在度で生育する他に，

ヨモギ，アキノキリンソウ，ツユクサ，イタドリ，メヒシバが高常在度をなす。出現種数は18～

22種，平均出現回数は19種で草原としては少ない。アズマネザサーススキ群集などススキ草原は

かつての畑耕作地を放置して3，4年属，耕作地や住宅地に接した小斜面で毎年刈り取り，火入

れなどが行なわれているところ，または森林伐採後2，3年目から二次草原として生育する。粗

放的な人為的条件が繰り返されるかぎり長い間生育するため特徴的な景観を形成し，二次草原を

代表する種としてあげられる。アズマネザサは，関西以西に生育するネザサとともにヤブツバキ

クラス域に限られ，しかも代償植生に広く分布するため，ヤブツバキクラス域を特徴づけている

植物としてあげられる。

　iii）群落の分布。アズマネザサーススキ群集は，海抜800m付近を上限とし，山梨県下のヤブ

ツバキクラス域のほぼ全域に分布する。関東地方一帯，東海地方東部．東北地方南東部などに生

育しているススキ草原の多くは，アズマネザサーススキ群集である。

　アズマネザサーススキ群集は，森林伐採跡地に遷移の一段階として成立する植分として，その

生蕾面積は広い。長い間屋根をふく材料としてスス荊ま広く利用されてきたが，最近ではくく萱ぶ

き屋根”の減少と土地利用形態の高度化は，持続群落として存続してきたアズマネザサーススキ

群集の減少をもたらしてる。

　iv）群落の動態。アズマネザサーススキ群集は火入れや定期的な刈り取りを行なうことにより，

ススキ草原，ササ草原として持続する。しかし，山梨県下に生育するアズマネザサーススキ群集

は，大部分が森林伐採跡地，耕作放棄畑地に，遷移途中の一段階として成立している。Tab，47

のオオアレチノギク亜群集はアズマネザサーススキが耕作放棄畑に侵入，生育したものである。

伐採跡地，放棄畑地などに生育するアズマネザサーススキ群集は，遷移の前段階であるヒメムカ

シヨモギーオオアレチノギク群落の構成種のツユクサ，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクな

どを混生し，ミズキ，ヤマグワなど夏緑広葉樹の低木類の侵入もみられる。

　v）群落の区分。アズマネザサーススキ群集はアズマネザサの生育によって標徴および区分さ

れる二次草原，ススキ草原である。今回資料が得られた4地点でのアズマネザサーススキ群集は

オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ，ツユクサ，ハコベを区分種とするオオアレチノギク亜群

集と特別な区分種をもたない典型亜群集に下位区分される。オオアレチノギク亜群集は，耕作放

棄畑に生育する植分である。典型亜群集は，クヌギーコナラ群集の生育する脇に耕作畑にそって

みられる。

　アズマネザサーススキ群集はススキ，アキノキリンソウ，ニガナ，オカトラノオ，ミツバツチ

グリ，チガヤ，ノコンギク，キジムシロの生育によって標徴および区分されるススキ群団
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　　　　　　　　　　　Fig．29　アズマネザサーススキ群集断面模式

　　　Vegetationsprofildes　Arundinario　chino，Miscanthetum　sinensis

I：アズマネザサ　Aγ襯読ηα万α6肋zo　　　　　　5：ニ　　ガ　　ナ　」義τ6プお♂8η如如

2：ヨ　モ　ギ孟πθノ加5忽ρプ加αψ∫　　　6：オカトラノオ勿5カπαc痂α6Zθ”ガ。冠85

3：チヂミザサ（塑Zゴ∫1π8／z螂z〃顧4Zα’r⑳♂∫z‘5　　7：アキノキリンソウ30Z認αgo℃カgα一απプ8α
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Miscanthion　sinensisSuz．一Tok．etAbe1959，ススキオーダーMiscanth航alia

sinensis　MiyawakietOhba1970，ススキクラスMiscanthe短a　sinensis　Miya－

waki　et　Ohba　1970にまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。アズマネザサーススキ群集は，山梨県下の海抜800m以下に生育する

二次草原として広い生育域を占めている。道路のノリ面や新たに生じた斜面の保全に，アズマネ

ザサーススキ群集の構成種であるアズマネザサ，ススキ，トダシバ，ヤマハギなどが，従来積極

的に使用されてきたウィービング・ラブ・グラス，ケンケッキー31など外来牧草にかわって利用

されはじめている。郷土種の利用は別項で考察されているように，もっとも本質的な緑の環境保

全の基本である。多くの利点があり，今後さらに利用が広まると考えられる。

　63．　キバナカワラマツバーススキ群落

　　　0α髭麗η葛08r麗配v農r．αsεα♂εc㏄ηε一2峨8cα励んπs　8επθπsε8－GeseUschafも（lr3b．47，　Legende　Nr．53）

　圭）相観。多年生草本植物群落。二次草原。

　ii）群落の形態。山梨県のブナクラス域に生育する二次草原の代表的なものとしてススキ草原

がみられ，その大翻分がキバナカワラマツバーススキ群落にまとめられる。キバナカワラマツバ

ーススキ群落は，高さ1．2～2mの草本暦からなる単層群落で，植被率は90～95％と高い。スス

キが高い被度で優占する他に，トダシバ，キバナカワラマツバ，アキノタムラソウ，アキノキリ

ンソウ，オカトラノオ，ニガナ，アキカラマツ，チダケサシ，フジオトギリ，オトコヨモギ，ヨ

モギ，イタドリ，ヤマノイモ，ミヤコグサが高常在度で生育する。出現種数！8～32種，平均出現
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種数25種で，その大部分が草本植物である。キバナカワラマツバーススキ群落は，山梨漿下の海

抜800m付近以高に生育する二次草原で，放棄されて数年の旧耕作畑，森林伐採後4～5年の土

地を中心にみられる。一部はアカマツ，スギなどの植栽されているところもある。

　海抜1，500m付近以高の二次草原ではススキの優占度はやや低下をみせ，シモツケ，シモツケ

ソウ，カラマツソウ，ヒメノガリヤスなどが多く生育し，スズランーシモツケソウ群落の構成種

が多くみられる。キバカワラマツバーススキ群落の構成種は黄色系の花をつけるアキノキリンソ

ウ，キバナカワラマツバ，ニガナ，ミツバツチグリ，フジオトギリ，キジムシロ，アキカラマツ，

白色の花を咲かせるオオバギボウシ，オカトラノオ，リュウノウギク，オトコヨモギ，青色系の

花のノコンギク，マツムシソウ，赤紅色系の花を開くシモツケソウ，カワラナデシコ，チダケサ

シなどが盛夏から秋季にかけて多彩な配色をなし，ススキの白黄金色に輝く穂とともに美しい群

落相観を呈する。

　iii）群落の分布。キバナカワラマツバーススキ群落およびキバナカワラマツバーススキ群落に

準じるススキ草原は，一部は断片的であり，一部はアカマツ，カラマツ，スギなどが植栽されて

いたりするが，山梨県下のブナクラス域に広く分布する。広い面積を占めて生育しているキバナ

カワラマツバーススキ群落はアカマツ，カラマツ，スギなどが植栽されるために伐採されて数年

・鰍1
　　　　嶺，

　　　　．灘

懸灘

講 ．鼠講　

難

灘1難

　ド　じ

雛
　、　、

Phot，45　海抜1，200m付近の二次草原として生育するキバナカワラマツバースス

　　　　キ群落（御坂付近）。

　　Gα♂∫～‘〃多’び87wπvar．α∫磁磁〃呂一M批αアz”zz‘55ガノzθノz∫ご∫．Gesellschaft　als　sekund琶re　Wiese

（bei　Misaka，1200m）．
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の土地に多く，耕作放棄地などに生育するキバナカワラマツバーススキ群落の生育面積はせま

い。

　玉v）群落の動態。山梨県下に生育するキバナカワラマツバーススキ群落は，アズマネザサース

スキ群集と同様に，年1回程度の刈り取り，火入れなどをすることによって持続群落をなす二次

草原である。遷移系列上ではクリーコナラ群集やクサギーアカメガシワ群団など夏緑広葉樹林の

前段階として生育する。

　v）群落の区分。キバナカワラマツバーススキ群落はキバナカワラマツバ，アキノタムラソウ，

チダケサシ，フジオトギリ，アキカラマツを群落区分種とする。同時にススキ群団，ススキオー

ダー，ススキクラスの歯茎種および区分種であるススキ，アキノキリンソウ，トダシバ，オカト

ラノオ，ニガナ，オトコヨモギ，リュウノウギク，ワラビ，ヒメハギ，アリノトウグサ，シバ，

マツムシソウ，メガルガヤ，オオバギボウシ，シモツケソウが特徴的に混生する。

　vi）群落の保全・利用。山梨県下にも八ケ岳スキー揚を始めいくつかのスキー場，ゴルフ場が

設けられており，開放景観域として維持されている。その多くは自然公園域およびその周辺域で

あり，これらの土地の保全には，周辺の景観と異和感を感じさせるものであってはならない。し

たがって，キバナカワラマツバーススキ群落あるいはその構成種による斜面保金は自然景観内の

一構成群落として利用されることが望ましい。

　64．　ゲンノショウコーシバ群集

　　　Geran童。騨Zoys隻eもu蹴3＆Ponicae（Tab．48，Lege餓deNr．54）

　i）　相観。短茎イネ科草本植物群落。二次草原。

　ii）群落の形態。山梨県下のシバが優占する草原は，人為的干渉下に生育する二次草原であ

り，ゴルフ場，各種施設に敏栽され，一定の管理下に持続群落を形成している。群落の高さは

10cm前後で，優嘉するシバの高さは10cmをこえることが少ない。季節的にヨモギ，アキノキ

リンソウ，ワラビ，ススキなどが30c皿をこえる高さまで生長するがその被度は一般に低い。シ

バが高い示度で生育し篇外回を延ばすため，植被率は80傷以上の高い価を示している。ゴルフ場

ではシバZOッ5如ブ＠0フZ磁より，コウライシバZOッ5如‘θπZ〃bZ如，ナガバグサPOαρプα孟6η∫露

を植栽していることが多い。これらのシバ草原は，頻度の高い刈り取り，施肥を行なうことによ

って持続して生育する。路傍，河辺，ススキ草原の周囲などで適度の人の往来により踏圧や刈り

取りを行なうことによってもシバ草原は生育する。

　ゲンノショウコーシバ群集は，山梨県の北部の二次草原に接した路鰐に生育しているシバ草原

で，ブナクラス域に持続群落として生育するシバ草原の多くが所属する植生単位である。被度・

群度が5・5で優賊するシバの他にヤマヌカボ，シバスゲ，アキノキリンソウ，ワラビ，ミツバツ

チグリが高い常在度で生育し，オオバコ，ヨモギなどの侵入生育もみられる。

　iii）群落の分布。ゲンノショウコーシバ群集は植生調査資料が得られた昇仙峡などブナクラス
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Nr．　d．　Aufnahrne：

Dat．　d．　Aufnahme（1976）：

Tab．48　ゲンノショウコーシバ群集

Geranio－Zoysietum　lapo鷺icae

　　　　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　　　　調査　月　日

Grδβe　d．　Probeflache（m2）：

H6he撞．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

ArtenZahl：

調査面積
海　　抜　　高

下　　　　．位

傾　　　　斜

植生の高さ
植　　被　　率

出現種数

1

9

3

4

950

W
5

0．1

95

8

2

9

3

6

960

0．1

98

13

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　Z（≧y5～ζzブ＠oノ～∫6α

　．49プ05オお6♂αηα診α

　cπブ｛πノzθプηα孟α

　G6’uπゴ～〃π〃エz〃z∂θ1窟ノ

　Lo孟2直5　COγπfα己Zα劾∫va・，ノ妙0沈z‘∫

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ord．　u．1（lasse：

　30駕ζzgoηか9α・αZ〃でαvar．α∫ゴα彦f6α

　P’d’層誠μ〃孟αg～‘！♂ごノ～z〃πvar．　zα蜘∫α’Zz〃π

　馬勘～オ〃α”層（くyノ磁ノ～α

　qyノ～αノ～‘んz‘〃3μ1zゼα‘♂α‘z〃ノz

　ハ4お。αη彦1薦∫5どノz8／z∫∫5

Begleiter：

　1『♂αノz如goα∫∫α翻。α

　z1π6〃f∫如1ウプ∫2～o｛ψ5

　Tプゲb盈‘〃’ノ砂81z∫

Fundorte調査地：昇仙峡Shose篇一kyo．

　　群集標野種および区分種

　　　　シバ
　　　　ヤマヌカボ

　　　　シバスゲ

　　　　ゲンノショウコ

　　　　ミヤコグサ
オーダー。クラス標徴種および区分種

　　　　アキノキリンソウ

　　　　ワラビ

　　　　ミツバツチグリ

　　　　スズサイコ

　　　　ススキ

　　随伴種

　　　　オオバコ

　　　　ヨモギ

　　　　シロツメクサ

5・5

十

十

　●

　o

十

十

十

●

●

1・2

牽・2

0

5・5

十

十

十

十

十

十

÷

十

十

十・2

÷・2

十

域の砂質地など水はけの良い向陽地を中心に生育する二次草原である。張り芝，糸芝などとして

始め植栽されたものでも，定期的に刈り取り，施肥などを行なうことにより持続群落をなし，種

組成が増加しているシバ草原は，甲府市北部，富士山麓などに設けられているゴルフ場を中心に

広く生育している。

　iv）群落の動態。ゲンノショウコーシバ群集などシバ草原は年に数度の刈り取り，頻度の高い

踏圧が加えられることによって持続する。人為的干渉の軽減は，より草丈の高い草本植物である

ススキ，トダシバ，アリノキリンソウ，ツリガネニンジンなどが順次侵入し，キバナカワラマツ

バーススキ群落など群落高が1mをこえる植生へと遷移する。また過度の踏圧などを加えること

によって，シバ草原は消え，オオバコ，スズメノカタビラなど路上雑草群落や裸地が生じる。

　v）　群落の区分。ゲンノショウコーシバ群集はシバ，ヤマヌカボ，シバスゲ，ゲンノショウコ，

ミヤコグサが生育することによって標微および区分される。ゲンノショウコーシバ群集はItow

1974により本州中部を中心に生育域をもつものとして報告されている。
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　ゲンノショウコーシバ群集はシバスゲ，ヤマヌカボなどを標徴種および区分種として，東北地

方北都で報告されているアズマギクーシバ群集などとともにシバ群団Zoysionlaponicae

にまとめられる。さらに，キバナカワラマツバーススキ群落，アズマネザサーススキ群集などが所

属するススキ群団とともにススキオーータ㌧Miscanthetalia　laponicae　Miyawakiet

Ohba1971，ススキクラスMiscanthetea　laponicae　MiyawakietOhba1971々こ上

級単位がまとめられる。

　vi）群落の保全・利用。日本原産のシバは，二次草原として山梨県下にも多く自生するもので

あり，外来放草を画一的に利用した斜面保全の植栽，種子散布に対し，ススキ草原，低木林への

移行が平易であるなどの多くの利点をもつシバや，シバ草原の利用が望まれる。

　65．　カモガヤーオオアワガエリ群落

　　　1｝αef〃」ε89’o拠θrαεα一∬「んZθπ7πprαf¢πsθ一Gese隻lschaft（Tab．49，　Legenδe　Nr．55）

　i）桐観。外来牧草播種地。

　1i）群落の形態。二次草原のタイプとしてカモガヤ，オオアワガエリ，シμツメクサ，アカツ

メクサなど外国産の牧草の種子散布により成立する施肥牧野がある。山梨県下では八ケ岳や欝士

山の山麓を中心に牧丘町や道志村などにも小面積ずつながらみられる。この二次草原は，カモガ

ヤ，オオアワガエリ，シロツメクサ，アカツメクサなど飼料となる好窒素植物からなる牧野で，

定期的な施肥と放牧または草刈りが行なわれている。カモガや一層オアワガエリ群落にまとめら

れる施肥牧野は，カモガヤ，オオアワガエリなどイネ科植物の草丈に応じた群落の高さとなり，

放牧地や刈り取り後の10cmから60cmまでの1隔がある。植被率は種子散布された牧草が高い植

被率を示す。山梨県下で得られたカモガヤーオオアワガエリ群落は出現種数5～12種と少なく，

本州，四国，九州など各地の牧野と同様の傾向を示す。種子散布によるカモガヤの牧野はヤブツ

バキクラス域でも一部みられるが，外来牧草の持続期關や生産力などから，ブナクラス域に多く

広がっている。カモガヤーオオアワガエリ群落は管理や利用の程度などに応じた差があるが，調

査面積が16m猛から225m2まで変化があっても出現種は，ススキ草原など他の二次草原と比較

しても少なく恒存種もほとんどない。8地点で得られたカモガヤー首上アワガエリ群落も，播種

された植物を除いて50％をこえる常在度で生育する植物はない。

　iii）群落の分布。富士山，八ケ岳など旧火山の山腹の火山灰，火山礫，火山岩の散在する貧養

立地は，スギ，ヒノキなど人工林としても畑耕作地としても生産性は低い。そのため，積極的土

地利用は必ずしも進まず，カラマツの植林，そして放牧林，採草地としてカモガや一睡オアワガ

エリ群落の成立をみる。小面積ではブナクラス域を中心に県下セこ点在するが，八ケ年一帯と富士

山麓に広い分布をなす。

　iv）群落の動態。ヨーロッパの牧野は，日本のススキ草原やシバ草原のように，長い期間の定

期的な人間の影響によって成立した，いわば半自然草原である（宮脇1967）。　これに対し，日本
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Nr，（1．　Aufnahme：

Dat．　d．　Aufnalmユe：

　Tab．49　カモガヤー回訓アワガエリ群落

Pαの’〃5gZ・〃～8瞬α一Pゐ18～〃ノ砂襯8〃∫薦esellschaft

　　　　　　　　　　　　　　；

Grd8e　d．　PrQbef1盗che（m2）：

H6he廿ber　Meer（狙）：

H6he　d．　Vegetation（In）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Aftenzahl：

調　杳　番　．号

調査年月日

調査面積
海　抜　高
楠生の高さ
植　　被　　率

出現種数

1　　2　　3
，72

11！””
1、ll　2252。。

贈OlllO　lllO認

i　95　　　95　　　85　　　70

i、・、・、29
1r

4　　5　　6
，70

8　　〃　　〃

7

16　16　16
　　71G　710

　　0．6　0．4

　　80　65
　　　6　　5

7　　8

　　，70

〃　　8

　　　8

16　16

800　920

0．7　0。4
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Poα1ウノ’砿θノ～∫β

T1『》bZ癩1πノ，1『α陀～～∫召

Pノエzθ〃πρノ厩81～56

群落区分種

　　カモガヤ

　　シロツメクサ

　　ナガバグサ

　　アカツメクサ

　　オオアワガエリ

その他の種

P孟θ厚田z‘1πα9～．厚Z加μ灘var．　Zα加で記”伽〃～ワラビ

PO4ygO／Z～．〃ノμ0π9～58々‘〃～

E？’～961’oノ～αノ～擢‘μ5

Rτ〃ノ紹諾。尻μ5σ～フ〃z．‘5

0ατoオゐθ2「α8～＝y’1L7’05（ψα1α

々y5∫〃3α6んαブ妙。／z～6α

∫レ君θ〃3f5～α♪プ∫ノκψ5

エ万9露αプガααゐ6θπど8ノ～∫

丑6αらψ1zααπ∫’α々5

E酉96ノ’oノ～α〃～α48／z∫お

Co刀3ノノ躍Zカzα（20〃〃ノ㍑〃～ゼ∫

飾5差“～π0πごαηα

イヌタデ

ヒメジョオン

エゾノギシギシ

オオマツヨイグサ

コナスビ

ヨモギ

メヒシノ、

エノキグサ

ヒメムカショモギ

ツユクサ

オオバギボウシ

1
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3・3
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I
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十。2

■
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●
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轄
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AuBerdem　je　einmal　in　Aufn，　Nr4＝∫∬61『∫54θノ～オ認α　ニガナ　＋，　Dガ9∫’α♂如加oZα566π∫アキメヒシバ

÷，R溜πε二じαc8如s6‘♂αヒメスイバ÷。2，　in　2；So♂f【9αgo電f，3α一α％γeαvar．α5痂孟fcαアキノキリンソウ十，

in　3：Pθ〃z∫∫θ君z〃πα♂oカ8cz〃’o∫465チカラシバ十・2，0必α♂！∫oo7フzf‘μZ醜αカタバミ　十，　in　4：PZαノz♂αgo

α∫墨田。αオオバコ十，G8～『α～zfz6規〃耀ノめ8’9々ゲンノショウコ十，　in　5：Eclz∫ノzo‘1zZoα‘2『～4∫一9α♂友イヌビエ

十，in　7：石1’∫砂6〃z加01’ヒメヤブラソ十，5’8Z♂α1『∫αη～α1如コハコベ十，　in　8：P♂α2z如80　Zαノκ80Zα如ヘ

ラオオバコ十・2，3απgμ’∫01わαoノ銭’ご加α♂おワレモコウ十，P切8漉”α∫〉噛¢y7～∫αノ～αミツバツチグリ十，・4∫飽ノ『

α96ノ・α診画48∫var，0τα’z‘∫ノコン〆ギク十，・Yoz‘πg宛4θノz々‘αZα‘αヤクシソウ十，

Fundorte調査地：1－3．八ケ岳Berg　Yatsugatake，4－8．冨士山Berg　Fuli

のカモガヤー匹田アワガエリ群落など放肥放野は，カモガヤ，オオアワガエリ，アカツメクサな

ど外来の放草の種子の散布と施肥を行なって始めて成立する人為牧野である。施肥を停止して毎

年放牧をくり返すと，著しい生産力の低下を生む。持続性の低い群落といえる。

　v）群落の区分。カモガヤーオオアワガエリ群落は，飼料として有効な外来牧草である好窒素

植物のカモガヤ，オオアワガエリ，シロツメクサ，アカツメクサなどの生膏により区分される。
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　vi）群落の保護・利用。カモガヤーオオアワガエリ群落にまとめられる牧草地は，県下でも小

面積にすぎないが，八ケ猛一帯，才学山麓の現代の景観を構成する要素としてカラマツとともに

現状利用が塾まれる。しかし，カモガヤーオオアワガエリ群落域の拡大は大雨時，融雪時などの

水供給のアンバランスから大きな災害を生む危険性もある。

　66、　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　Erfgθmπcαπαdθπsεs．刃rεgεroπ8配7παかεπsε8－Gese至lschaft（Legende　Nr。56）

　i）相観。耕作放棄畑雑草群落。

　ii）群落の形態。カラスビシャクーニシキソウ群集やナギナタコウジューハチジョウナ群集な

どの雑草群落が生育する耕作畑は，耕起，施肥，除草，収穫などの集約的管理が定期的に行なわ

れている。耕作畑に生育する雑草はニシキソウ，スベリヒユ，カタバミなど多年生の葡弓形，分

枝形の生育をなす好窒素性の植物や栄養茎で増殖をするカラスビシャクなどを主な構成種とする。

　耕作，除草が行なわれず，放棄されると畑耕作地は，残存する有機物や多数の埋土種子のため，

越年生のより高い群落高で高い植被率を示す群落が繁茂する。春季に放置されると，まず1～2

ケ月でメヒシバ，エノコログサ，イヌタデなど夏季一年生植物により高さ30～40cmで広く地表

が被われる。しかし，放棄地で，冬季を経過すると，Eγゼg6プ碑を中心とする越年生草本植物

が，地表をおおっているロゼット等により，春挙・夏季に他の植物の生育をおさえる。そのた

め耕作放棄畑地ではヒメジョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどムカシヨモギ属

Eプ’g8rαzが高さ1～2mで高い植被をなすヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落が生育す

る。

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は，高さ1～2mでヒメムカシヨモギ，オオアレチ

ノギク，ヒメジョオン，ヨモギなどが90％以上の高い植被率で生育する。同時に，畑雑：草群落の

構成種であるメヒシバ，カタバミ，ハコベ，ツユクサが遺存的にまた次の遷移段階の構成種であ

るススキ，アズマネザサなどの生育もみられる。ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落の構

成種は，優占するオオアレチノギク，ヒメジョオン，ヨモギを除くと，カラスビシャクーニシキ

ソウ群集など耕作畑雑草群落の構成種，アズマネザサーススキ群集の構成種さらにクサギーアカ

メガシワ群団の構成種などその土地が支えうるさまざまな代償植生の構成種が混生している。

　揃）群落の分布。ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は，ブナクラス域からヤブツバキ

クラス域にかけての耕作を放棄した畑に生育する雑草群落である。山梨県で現存植生図に示され

る広がりをもつヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は限られているが，耕作畑の一画など

に点在する。ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどムカシヨモギ属が優占する耕作放i棄畑は，

日本各地に広がっている。

　iv）群落の動態。ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落の生育するかつての耕作畑は，再

び中耕，除草を行うとカラスビシャクーニシキソウ群集，ナギナタコウジューハチジョウナ群集
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など耕作畑雑草群落が30cm以下の群落高で，限られた植被率を示す。ヒメムカシヨモギーオオ

アレチノギク群落は3～4年放棄すると，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなとにかわって

アズマネザサーススキ群集，キバナカワラマツバーススキ群落へ遷移する。したがって，ヒメム

カシヨモギーオオアレチノギク群落が持続群落をなすことはなく，カラスビシャクーニシキソゥ

群集からアズマネザサーススキ群集へ遷移する途中相あるいはナギナタコウジューハチジョウナ

群集からキバナカワラマツバーススキ群落への遷移の途中根である。

　v）群落の区分。ヒメムカシヨモギー西口アレチノギク群落は，ヒメジョオン，ヒメムカシヨ

モギ，オオアレチノギク，ヨモギが高い管下で生育することによって区分される。持続群落とし

ての存続がみられず，種組成的に群落単位としての独立性は必ずしも認められない。しかし特徴

的な相観を皇し，山梨県下をはじめ日本各地に広くみられる三分であり，独立した凡例として植

生図上で示されている。

　vi）群落の保全・利用。耕作を停止して1～4年目に生育するのがヒメムカショモギーナオア

レチノギク群落である。都市周辺などで畑地から宅地へ転用の傾向がある土地には広く生育する。

したがって，ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落の生育は，土地利用形態が変化，混乱し

ている状態の指標でもある。

　67．ナギナタコウジューハチジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群集

　　　Elsholもz量a　patrini－Sonchus　brachyもis欄Assoziat量o皿　und　Pine1韮ia

　　　もernata－Eupho灘biaρse臓dochamaesyce・Assozia嫉on
　　　（Tab．50，　Lege鍛de　Nr．　57）

　i）相観。耕作畑地雑草群落。

　i量）群落の形態。今回植生調査資料が得られたのは三ツ峠，太良ケ峠，河口湖，富沢町福士で

あるが，県下のほぼ全域にわたって耕作畑がみられる。耕作，施肥，除草など集約管理下にある

耕作畑は，キャベツ，エンドウマメ，カボチャなど栽培種の他に，ハコベ，シロザ，メヒシバ，

カヤツリグサなどのいわゆる雑草が生育する。これらの植物は好窒素性の短期一年生植物で，種

子の生産力がきわめて高く，生育，成熟が早く，種子の脱粒性がきわめて強い。

　耕作畑地雑草群落は植生の高さ20～30cmの単層の群落構造をなす1年生植物群落で，集約管

理の状態，季節，施肥などにより植被率，出現種に変化がある。したがって調査面積12～80m2，

出現種下8～22種と幅がみられる。

　県下で海抜250mから海抜1，760　mにかけて得られた植生調査資料は，　M圭yawaki！969を始め全

国各地ですでに報告されている耕作畑雑草群落と比較検討を行ない。ナギナタコウジューハチジ

ョウナ群集とカラスビシャク一門シキソウ群集にまとめられる。ナギナタコウジューハチジョウ

ナ群集はナギナタコウジュ，タニソバが群集標徴種および区分種として生育し，ハコベがメヒシ

バとともに高い常在度で生育する。ナギナタコウジューハチジョウナ群集はMiyawaki　1969に
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より北海道各地で生育が報告されている。北海道で報告されたナギナタコウジェーーハチジョウナ

群集とはハチジョウナが生育しない点が異なるが，カラスビシャクーニシキソウ群集の標徴種お

よび区分種のカラスビシャク，ニシキソウ，コミカンソウなどの生育がみられない海抜1760m付

近などブナクラス域上部を中心に本州中音ilに生育する形として同一群集にまとめられる。カラス

ビシャク一旦シキソウ群集はカラスビシャク，ニシキソウ，コミカンソウ，カヤツリグサ，トキ

ンソウが群集標徴種および区分種として生育することによって区分される。カラスビシャクーニ

シキソウ群集は海抜800m以下のヤブツバキクラス域を中心に生育し，上級単位の標徴種および

区分種であるハコベ，メヒシバ，エノキグサ，カタバミも高い常在度で生育する。

　ナギナタコウジュ一町チジョウナ群集，カラスビシャク一骨シキソウ群集など耕作畑地雑草群

落は，ハコベ，メヒシバ，アキメヒシバなどが高い三斜率で生育したり，パッチ状に生育してい

るなど均一性に欠ける。しかし，出現男数は10～20種が一般的で，隣接群落のヨモギ，アズマネ

ザサなど，遷移の次の段階にみられるヒメジョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなど

が混生して出現種数が増すこともある。

　iii）群落の分布。県下で海抜1，800m以下で住宅域，集落に隣接したところにはいたるところ

に耕作畑がみられる。耳蝉類の他にコンニャク，果樹園芸のブドウ，モモ，クワ畑そして南部町

ではミカン畑など各種植物が栽培されている。ナギナタコウジュ一丁チジョウナ群集が生育する

耕作畑は潜在自然植生がブナクラス域のヤマボウシーブナ群集域を中心に広がっている。カラス

ビシャク一見シキソウ群集はヤブツバキクラス域シラカシ群集域を中心にミツバウツギーケヤキ

群集域，イロハモミジーケヤキ群集域にも多くみられる。

　iv）群落の動態。ナギナタコウジューハチジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群

集は，中耕，施肥，除草などの集約的管理下で持続群落を形成する代償度の高い植生である。し

たがって，山梨県下に限らずβ本金国および世界各地の耕作畑は，そのほとんどがシロザ，メヒ

シバ，カタバミ，エノコログサ，イヌビエ，ハコベ，アキメヒシバなどを共通種とするシロザク

ラスの群集単位が各立地条件に応じて生育している。耕作畑はその構成種の大部分がナギナタコ

ウジュ，ツユクサ，ニシキソウ，コミカンソウ，エノキグサなどラウンキエの生活形における1

年生植物（Th）であり，一部がカラスビシャクなど越冬芽が地中にある地中植物（G）で占めら

れている。集約的な管理が除かれるとヒメジョオン，ヒメムカシヨモギ，ヨモギなどの草本生の

地上植物（Ph）が侵入し，生育する。草丈が1mを越え，80％以上の外被率でムカシヨ・モギ属

Eガg8roηのハルジオン，ヒメジョオン，ヒメムカシヨモギなど，ヨモギ属みプ陀魏鋭αのヨモギ

などが優費して耕作畑地雑草群落であるカラスビシャクーニシキソウ群集，ナギナタコウジュー

ハチジョウナ群集などの構成種が消滅するまで，放棄の時期や立地条件によって差があるが，1

～2年である。

　v）群落の区分。ナギナタコウジューハチジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群

集の上級単位についてはMiyawaki　1969により明らかにされている。カラスビシャクーニシキソ



174

Phot．46竜王町のナガイモ畑。カラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられる

　　　　畑雑草群落が生育する。ハコベ，シロザ，ニシキソウなどがみられる。

　Dご。∫ω1・8αみα彦α忽∫．Acker　mit　derPinelliaternata，Ii：uphorbia　pseudQc

hamaesyce－Assozlation，　darin　3診8Z1α1費’α72敵7ガα，　C1露8／z砂04加ノ呂αZ∂z｛〃呂，　E～ψ1zo1わ～α

ρ58・‘ゴ。ごみα〃～α鰐6βu・a・

ウ群集は，紀伊半島沿海部，四国，九州で生育するコミカンソウーウリクサ群集Phyllanthus

urinaria－Llnderia　crustacea－Assoz三ation（Miyawaki1969）とともにザクロ

ソウ，トキンソウ，カヤツリグサなどを標微種および区分種としてカヤツリグサーザクロソウ群
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Phot．47　甲府盆地の果樹園芸の代表はブドウである。

　Wien，　der　in　Kofu．Becken　belくannteste　Obstbau圭st．

騒蚕叢，

　　　　　　　韓

総

轟薫醗i譲
Phot．48　甲府盆地を中心にモモの栽培もさかんである。

　　Obstgarten　mit　P／w躍5♪81’5ガ。αln　Kofu．Becken．
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醗驚秘鍵器麹
・一嶽議騰鰹

　　　　　　　　　　Fig．49　コンニャク畑（門門村）。

Japanlche　besondere　Speise．肋30ψ加Zz’∫ん。／zブσひAcker（Ashlkawa）．

・、
梶轤､　一

　　内霧．

　　　　　　　べ＼

懇

幽5懸物い
ｲド

犠　「艦

．を讐圧墨r，．隻・

　　　．象

懲

撮

・二≧ご鴫磨r管』・
評．簑｝苓ぜ糞∵一調『∵

Phot。50　甲府盆地の南端の山ろく斜面には桑畑が広がっている（中道町触覚付近）。

　　　　Mo7’μ5δoη攻y∫∫∫．Acker，　der　auf　den　BergfuBteilen　der　S銭dlichen　Ko魚Beckerl

　ausgedeh就ist（Nakamichl．cho）．
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　　　　　　　　　　　　聾．．一一＿一一一　　　　　＾人
　　　　　　　搦　　丙

　　　　1　2 23　　　 424　5　　　　　Fig．30　ナギナタコウジューハチジョウナ群集断面模式

Vegetationspτofildes　Elsholtzia　patrini－Sonchus　brachytis．Ass．

ゲシ507ZO1膨∫oZα「αCα‘∫　　4：タニソバPO砂gOπ測ππ4）α♂8／Z58
　　　　　　窺読。髭£∫α♪碗万ηかご　　　　　5：メ　ヒ　シ　バ　エ万g露α万αα450θπ48／z∫

コ　　　ベ　　　3彦（3zzαプ∫αノπθ4ガα

蓬
慮一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詫　 蜀。冒

　　　　　　　2　34　5　6　　　　　　7　4　3
　　　　　　　　　　Fig．31　カラスビシャクーニシキソウ群集断面模式

　Vegetationsprofildes　Pinellia　temata，Euphorbia　pseudochamaesyce．Ass．

1：ハ　コ　ベ蕊6Z如’如ノπθ4如　　　　5：カヤツリグサ（包ρ6ノ’κ5ノ癖‘ブ。力曜忽

2：エノキグサノ1ごα妙1雄αz‘5ケαZf∫　　　　61メ　ヒシバD∫9πα万αα4∫ご。ノπ1飢∫

3：カラスビシャク　P〃z8Z〃αオαフ～磁α　　　　　　　7：ニシキソウ　E砂120ノカ∫αρ5α6406加ノノ3αθ∫ツ。θ

4：コミカンソウP1り・〃απ〃L拐5　z〃ゴノ～αプ∫α

団Cypero－Mollugion　strictae　Miyawaki1969，さらにナギナタコウジューハチジ

ョウナ群集G司時にナギナタコウジューハチジョウナ群団E玉sholtzio　patrini－Son－

chion　brachytis　Miyawaki！969）とともにメヒシバ，エノキグサ，カタバミ，シロザ，ス

ベリヒユ，タチイヌノフグリ，ナズナ，ジシバリを標微種および区分種とするツユクサオーダー

Commelinetalia　communis　Miyawaki　1969，シロザクラスChenopodietea
Br．一Bl．1951に上級単位がまとめられる。
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　iv）群落の保全・利用。集約的な管理下で生産性を高めるため各作物の栽培適地が開墾され耕

作地として利用されている。山梨県の甲府盆地を中心に広く栽培されているブドウ，モモ，ナシ，

リンゴなどの果樹栽培は，山梨県の風土，立地に適応して，その立地のポテンシャルな能力がよ

く生かされている。現在の土地利用の大改変，大規摸な開発は立地のポテンシャルの平均化と低

下を意味し，持続的な発展を必ずしも保証していない。山梨県の特産としてまた健全な県民生活

を持続的に保証するためにも果樹栽培，生産性の高い耕作地の保護と保全が必要とされる。

　68．　ミゾソバーアシボソ群落他

　　　P吻90朋7πオん郡πゐθrgεε一1隣cro8fθσ如配ひ伽επθπ7πvaτ．　poZ〃S加Cん解〃ε・GeseHSC難aft　u．　a．

　　　（Legenδe　Nユ㌔　60）

　i）相観。水田放棄地雑草群落。

　ii）群落の形態。山梨県下の沖積低地は多くが水田として耕作され，集約的な管理が行われて

きた。しかし，減反政策や都帯化により一部の水田耕作地は放棄されている。1粥墾，耕起，施肥，

除草などによって，爆的とする稲の栽培のため集約的な手入れが行なわれていた水田は，これら

の管理を停止すると，一年を経ずして好窒素生の一年生，越年生草本植物であるミゾソバ，ホウ

キギク，イヌビエなどが繁茂する。ミゾソバーアシボソ群落にまとめられる好窒素生一年生草本

植物群落は，土壌中に残留する養分を多く吸収することによって生育する。やや乾生な沖積地で

はカモジグサ，ムラサキサギゴケなど本来，水田のあぜに生育するカモジグサーギシギシ群団な

どの生育がみられる。また放棄後1年膳にはスズメノテッポウやノミノフスマ，ケキツネノボタ

ンなどが繁茂するところもある。

　水田放棄後4～5年を経過すると残留する養分の減少もあり，チゴザサ，コブナグサ，アシボ

ソ，ヨシ，セリなどの生育が目立ち始める。

　撚）群落の分布。ミゾソバーアシボソ群落など水田放棄雑草群落は，都布に近い沖積地や，谷

間を深く切り開いた水田などに分布し，山梨県下では甲府盆地，富士川沿いなどにわずかにみら

れるにとどまる。ミゾソバーアシボソ群落などの生育するかつての水田耕作地は，都市周辺ほど

宅地化，排水を利用した耕作畑として数年問利用されることが多く，その生育地はたえず移動し

ている。

　iv）群落の動態。ウリカワーコナギ群集の生育は，耕起施肥，除草など集約的な管理下にあ

って持続的に生育する。休耕田，放棄水田では1～2年後にミゾソバーアシボソ群落などにおき

かわる。さらに，ミゾソバーアシボソ群落は土壌中の養分の減少とともにより自然度の高い植生

の構成種であるヨシ，ガマなどが侵入する。

　v）群落の区分。ミゾソバーアシボソ群落は湿潤な立地に生育する好憎素生一年生草本植物の

ミゾソバ，アシボソ，イヌビエ，ホウキギクなどの生育によって区分される。また同じ水田放棄

2～3年扇でもやや乾生地ではオオジシバリ，カモジグサ，ムラサキサギゴケ，ミゾカクシなど
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を区分種とするカモジグサーギシギシ群団Agropyro－RUInicionが生育する。

　vi）群落の保全・利用。ミゾソバーアシボソ群落などは耕作が行なわれていない旧水田に生育

する植生である。その立地は残留する養分があり，　（地下）水位も高く，そのままでは宅地化や

畑としての耕作にも不適とされている。またヨシやガマの生育する立地では，水田が放棄されて

4～5年以上経過したものとされるなど生育する群落から，逆に立地の判定も可能である。

　69．　ウリカワーコナギ群集

　　　Sag量tもario－Mo勲ochodetum（LegendeNr．61）

　〔i）相観。水田雑草群落。

　㈲　群落の形態。水田耕作地にイネとともに生育する水田雑草群落がウリカワーコナギ群集に

まとめられる。

　イネはモンスーン地方の定期的に冠水する河辺に野生しており，BC2000年に中国に伝わり，

弥生式土器時代に日本で栽培が始まったとされている。イネとともに渡来したとされる日本の水

田雑草は束アジア原産種が約3割を数える（笠原1962）。山梨県下をはじめ日本の沖積低地は広く

水田として利用されつくしており，潜在自然植生もハンノキ群落域を中心にヤブツバキクラス域

からブナクラス域に広くみられる。しかし，日本各地の水田雑草群落の調査結果Miyawaki　1960

によれぽ，集約的な管理が行なわれているため，ほとんど同質の群落が生育するにとどまる。

　水田耕作地は，毎春定期的に耕起し，湛水，施肥，除草など集約的管理を行ない，イネの栽培

が行なわれている。水田に生育する雑草群落は，イネの生育とともに生育する夏季雑草群落と秋

季に水を落してから翌春耕起されるまでの休耕期間に生育する冬季あるいは春季雑草群落の2つ

のタイプがある。ウリカワーコナギ群集はイネの生育とともにみられる夏季水田雑草群落で，除

草，水分供給などにより，夏から秋にかけて高い価を示す。被度の変化，種組成の変動もあるが，

ウリカワ，アギナシ，オオアブノメ，ナガバスブタ，コナギ，タマガヤツリ，アブノメ，キカシ

グサ，マツバイ，ミゾハコベなどが比較的高い常在度で生育している。イヌビエはイネと混生し

高い常在度で生育し，アオウキクサ，ウキクサなど浮水植物Schwimlnpflanzenも繁茂する。

　夏季に生育するウリカワーコナギ群集も，秋季の刈り取り，水落しとともに生活力を低下させ，

高さ20cm前後で冬緑の草本植物であるスズメノテッポウ，レンゲ，タネツケバナ，ノミノフス

マ，コオニタビラコなどが高い植被率で生育する。これはMiyawaki　et　Okuda　1972によリノ

ミノフスマーケキツネノボタン群集にまとめられタウコギ群団に所属する。

　iii）群落の分布。山梨県下の水田は憲士川，笛吹川，釜無川，桂川およびその支流沿いの沖積

地を中心に，ヤブツパキクラス域からブナクラス域にかけてもっとも一般的な土地利用形態とし

てみられる。かつてみられた稲作の奨励は，水路の設置などにより山腹部まで広く水田が開田さ

れてきた。

　iv）群落の動態，水田に生育する雑草群落は，人為的管理が集約的に行なわれている植物の生
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シ　ロザク　ラ　ス
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　　Fig．32

Der　Reisfeld　Komplex　als　komplexe　Bioz6no＄e（Miyawaki　1965）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Phragmi£eもea
　Potamoge£onetea
　　　　　　　　　　　　　　　　　l銅旺1まもないオく田や
排水不良な粘質土上の1諺‘滞水

　　　　　　　　　　　　　　　　　管理粗放の水田
　　stehendes　W＆sser　auf
　　　　　　　　　　　　　　　ln　3ungen　Feldern　a｝s　Rest
　　schwerdurchlass圭gen
　　　　　　　　　　　　　　　und　bei　extensiver　K＝ul£ur
　　Lehrn・und　Tonb6den

水田雑草群落と環境との関係（宮脇1965）

育にとってきびしい生育条件下にみられるものであり，様々な人為的影響と季節・気候の変化に

応じて，生育する植生も消長が著しい。

　イネの刈り取り，水落しをした秋季から春季にかけてや，田植え後しばらく乾燥状態がつづく

とタウコギ群団Bidentionが生育し，部分的に盛夏に短期乾燥が生じた砂れき土上ではア

ゼナ群団NanocyperiOnがみられ，施肥を行ない水をはった富養な停滞水にはウキクサク

ラスLemneteaがみられる。排水の不良な粘質土壌に停滞水が生じるとヒルムシロクラス

Potamogetoneteaが侵：入し，開田まもない水田などではヨシクラスPhrag磁ite乞ea
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Phot．5！夏季の水田にはウキクサ群落，ウリカワーコナギ群集などが生育する（甲府）。

　Reisfeld．Unkrautgesellschaft　mit　Sagittario．Monochorietum　und　Lelnnetea

　（SOInmer－Aspekt，　K6fu），

が生育する。しかし，イネの栽培が行なわれている排水の良い砂質土壌で適位の水分供給が行わ

れ管理が十分行なわれているところではウリカワーコナギ群集が生育するイネーイヌビエオーダ

ーが繁茂する。

　v）群落の区分。水田雑草群落については広く調査，比較検討がMiyawaki　1960により行な

われている。山梨県下に生育する水田雑草群落はウリカワ，アギナシ，爆睡アブノメ，ナガミス

ブタを標徴種および区分種としてウリカワーコナギ群集にまとめられる。

　ウリカワーコナギ群集は日本各地の水田に広く生育し，南九州から沖縄にかけて分布するマ

ルミノスブターコナギ群集Blyxo－Monochorietumなどとともにイネーイヌビエ群団

Oryzo－Echinochlion　oryzoidis，Miyawaki1960タマガヤツリーイヌビエオーダー

Cypereto－Echinochloetaliaoryzoidis，Miyawaki1960イネクラスOryzetea

sativaeMiyawaki！960に上級単位がまとめられる。

　vi）群落の保全・禾裡用。1ヨ的とするイネの栽培が最も良好に行なわれるため集約的管理がなさ

れている条件下にその生育地があるのがウリカワーコナギ群集であり，常に季節的消長をくり返

している。
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C．その他So処stiges

70．　　市街地・二〔場地

　　Stadもareal　mit　Indusもr圭ea烈至ageR　und　wen圭ge塾Gr縫nf1註che亘（Legende　Nr．62）

71。　緑の多い住宅地

Siedlungen　mit　staadoτtsgeRt装8en　B乞u鳳en（1’egende　Nr．63）

　72．　裸地。造成地

　　　Nackter　80de簸uR産neue　Bauste璽le無（Legenδe　Nr．64）

　山梨県のほぼ中央に位置する甲府盆地は県下最：大の都市である甲府布を中心に塩山市，韮崎市，

山梨市，石和，勝沼，御坂，市川大門など各市晦村が広がりをもつ市街地，住宅地，工場地を散

在させている。さらに富士川，桂川沿いの沖積地にも大月市，南部，身延などが広がりをもつ市

街地，住宅地がある。

　甲府の旧市街，塩山駅前など人口密度の高い市街地，住宅地ではポプラ，イチョウなど外来樹

種の街路樹，限られた空間に侵入するヨモギ，ケアリタソウ，アメリカセンダングサなど好窒素

生草本植物の群落，入御の往来によりふみかためられやすい未舗装路上に生育するオオバコ群落

などが少ない植被率で生育するにとどまる。市街地，住宅地は人々の生活の場として住宅，建造

物道路等の無植生域で大部分が占められている。

　現存植生図の凡例で示された市街地，工場地など人々の生活域では小面積で眼られた植生，た

とえばオオバコ群落やヨモギ群落がごく限られた面積でみられるにとどまり，大部分が建造物，

道路等で占められている区域と，ケヤキ，エノキ，シラカシ，スギなど高木類，サカキ，ピサカ

キ，ハコネウツギなど低木類が宅地の緑として多く植栽されている区域とに分けて図化された。

さらに，造成地，採石場，河川の氾濫原などが1凡例としてまとめられた。造成地，採石場，河

川の氾濫原などは，現在は型押あるいはきわめてわずかな植物がまばらにみられるが時間の経過

とともに遷移し，ヤクシソウ，ヒメジョオン，ヒメムカシヨモギなど一年生草本植物，ススキ，

トダシバさらにヤシャブシ，ヤマハンノキなどの低木類が混じりあって侵入し生育するところと

なっている。


